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序

　茨城県は，保険・医療・福祉サービスや世代間交流などの機能を備え

たまちづくりのモデルとして，茨城町において，やさしさのまち「桜の

郷」整備事業を推進し，一般国道６号から桜の郷へのアクセス道路とし

て主要地方道内原塩崎線道路改良工事が計画されました。その事業地内

には多くの埋蔵文化財包蔵地が所在しており，大塚遺跡及び木戸遺跡も

その一つであります。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県水戸土木事務所から主要地方道内

原塩崎線道路改良工事地内の埋蔵文化財の発掘調査について委託を受

け，平成１６年１１月から平成１７年３月まで大塚遺跡及び木戸遺跡の発掘調

査を実施しました。

　本書は，大塚遺跡及び木戸遺跡の調査成果を収録したもので，本書が

学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，

ひいては教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

　なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県水

戸土木事務所から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し

上げます。

　また，茨城県教育委員会，茨城町教育委員会をはじめ，関係各位から

いただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

平成１８年３月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　稲 葉 節 生



例�����言

１　本書は，茨城県水戸土木事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１６年度に発掘調査を実施し

た，　茨城県東茨城郡茨城町大戸３０３５番地の３ほかに所在する 大  塚 遺跡２，同町大戸２７７５番地の５ほかに所
�����

在する 木  戸 遺跡の発掘調査報告書である。　
���

２　発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調　査　　平成１６年１１月１日～平成１７年３月３１日

整　理　　平成１７年１０月１日～平成１８年３月３１日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

首席調査員兼班長 荒井　保雄

主任調査員 後藤　一成

主任調査員 井上　�哉

調 査 員 小林　健太郎　平成１７年１月１日～平成１７年３月３１日

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長大森雅之のもと，主任調査員井上�哉，調査員小林健太郎が

担当した。執筆分担は，以下の通りである。

井上　第１章，第２章，第３章第１節，第２節，第３節２・３・４，第４章，第５章１・５・６

小林　第３章第３節１・５・６，第５章２・３・４　

５　本書の作成にあたり，石器・石製品の石材についてミュージアムパーク茨城県自然博物館副主任学芸員の

小池渉氏にご指導いただいた。



１　地区設定は，それぞれ日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠した。なお，抄録には世界測地系に基づく緯度・

経度を（　）を付して併記した。

　大塚遺跡２はＸ軸＝＋３５，４００ｍ，Ｙ軸＝＋５１，６４０ｍの交点，木戸遺跡はＸ軸＝＋３５，５２０ｍ，Ｙ軸＝＋５１，４８０ｍ 

の交点を基準点（Ａ１ａ１）とした。２遺跡それぞれの基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々４０ｍ四方の

大調査区に分割し，さらにこの大調査区を東西・南北に各々１０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。大

調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３…と

し，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東へ

１，２，３…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　ＳＩ－住居跡　　ＳＢ－掘立柱建物跡　　ＳＡ－柵跡　　ＳＤ－溝跡　　ＳＥ－井戸跡　　ＳＦ－道路跡

ＳＫ－土坑　　Ｐ－ピット　　ＰＧ－ピット群　　Ｋ－撹乱

遺物　　ＤＰ－土製品　　Ｑ－石器・石製品　　Ｍ－金属製品　　ＴＰ－拓本記録土器

土層　　Ｋ－撹乱

３　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

４　遺構及び遺物実測図の掲載方法については次のとおりである。

（１）遺構全体図は４００分の１，各遺構の実測図は６０分の１の縮尺で掲載することを基本とした。

（２）遺物は３分の１の縮尺で掲載した。

（３）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　 焼土，火床面，施釉・赤彩　　　　　　　　　　　　 炉

　　 竈部材，粘土，炭化材，炭化物，黒色処理　　　　　 柱痕，煤，油煙

●　土器　　○　土製品　　□　石器・石製品　　△　金属器・金属製品

５　遺物観察表・遺構一覧表の表記については次のとおりである。

（１）現存値は（　）で，推定値は［　］を付して示した。　計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。

（２）遺物観察表の備考欄は，残存率，写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

６　「主軸」は，炉又は竈と出入り口施設を結ぶ軸線あるいは長軸（径）を通る軸線を主軸と見なした。「主軸・

長軸（径）方向」は，主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－

１０°－Ｅ）。なお，推定値は［　］を付して示した。

凡�����例
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特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種 別所 収 遺 跡 名

弥生土器竪穴住居跡 １軒弥 生 時 代集落跡大　塚　遺　跡

弥生土器，土師器，土製品（球状
土錘）

竪穴住居跡 ５軒弥生時代～
古 墳 時 代

土師器，土製品（球状土錘），石器（敲石・
磨石・砥石），鉄器・鉄製品（刀子・釘）

竪穴住居跡 ８軒古 墳 時 代

土師器，須恵器，灰釉陶器，土製
品（支脚・紡錘車），石器・石製
品（磨石・砥石・鉈尾），鉄器・
鉄製品（鏃・刀子・鎌・釘・鎹），
銅製品（丸鞆），鉄滓

竪穴住居跡 ３２軒
掘立柱建物跡 １０棟
井戸跡 １基
柵跡 １列
土坑 ５基

奈 良 ・
平 安 時 代

陥し穴 ２基縄 文 時 代その他

縄文土器，弥生土器，土師器，須
恵器，土師質土器（内耳鍋），灰
釉陶器，石器（砥石），鉄器（鎌）

竪穴住居跡 １軒
溝跡 ５条
井戸跡 １基
土坑 ６４基
ピット群 ９か所

時 期 不 明

弥生土器竪穴住居跡 ２軒弥 生 時 代集落跡木　戸　遺　跡

土師器，須恵器，土製品（支脚・紡
錘車・球状土錘），石器（砥石），鉄
器・鉄製品（紡錘車・刀子・鎌・釘）

竪穴住居跡 ３軒
溝跡 １条
土坑 ７基

奈 良 ・
平 安 時 代

土師器，須恵器，陶器片道路跡 １条
溝跡 ５条
土坑 １０基
ピット群 １か所

時 期 不 明その他

縄文時代から平安時代にかけての複合遺跡で，奈良・平安時代の集落が中心である。様 な々産地の土器
や墨書土器が出土していることから，物資や文化の交流が盛んに行われた地域と考えられる。

要 約
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第�章�調 査 経 緯

　茨城県水戸土木事務所は，茨城県東茨城郡茨城町大戸地区において，一般国道６号から「桜の郷」へのアク

セス道路として主要地方道内原塩崎線の道路改良工事事業を進めている。

　平成８年９月１７日，茨城県水戸土木事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，主要地方道内原塩崎線道

路改良工事事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会した。これを受けて茨城県

教育委員会は，平成１２年１０月１０日に現地踏査を，平成１５年１月２０～２２日，２７日・２８日に試掘調査を実施し，遺

跡の所在を確認した。

　平成１５年２月２０日，茨城県教育委員会教育長は茨城県水戸土木事務所長あてに，事業地内に大塚遺跡及び木

戸遺跡が所在する旨，回答した。なお，木戸遺跡については，茨城県教育委員会は平成１５年１０月３０日にも試掘

調査を実施し，平成１５年１１月１２日，茨城県教育委員会教育長は茨城県水戸土木事務所長あてに，遺跡範囲が西

側に広がる旨，回答した。

　平成１５年１１月２７日，茨城県水戸土木事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第５７条の３

第１項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教

育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成１５年１２月４

日，茨城県水戸土木事務所長に対して，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成１６年１月１６日，茨城県水戸土木事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，主要地方道内原塩崎線道

路改良工事事業地内に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１６年１月３０日，茨城県教育委員

会教育長は茨城県水戸土木事務所長に対して，大塚遺跡及び木戸遺跡についての発掘調査の範囲及び面積等に

ついて回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県水戸土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平

成１６年１１月１日から平成１７年３月３１日まで大塚遺跡及び木戸遺跡の発掘調査をすることとなった。

　大塚遺跡２・木戸遺跡の調査は，平成１６年１１月１日から平成１７年３月３１日まで実施した。以下，調査の経緯

については概要を表で記載する。
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第１節　調査に至る経緯

第２節　調　査　経　過
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第１図　大塚遺跡２・木戸遺跡調査区設定図



第�章�位 置 と 環 境

　大塚遺跡２は茨城県東茨城郡茨城町大戸３０３５番地の３ほか，木戸遺跡は茨城県東茨城郡茨城町大戸２７７５番地

の５ほかにそれぞれ所在している。

　茨城町は茨城県のほぼ中央部に位置している。町域の中央部を西から東に向かって涸沼川が流れ，町域の東

に広がる涸沼に流入している。涸沼川の北岸には標高２５～３０�の東茨城台地が，南岸には鹿島台地へと続く標

高２５～３０�ほどの台地が，それぞれ広がっている。東茨城台地は，涸沼川の支流で北西から南東に向かって流

れる涸沼前川とその支流である多くの小河川によって開析されており，谷津や低地が複雑に入り組んでいる。

大塚遺跡及び木戸遺跡は，この東茨城台地の南部に位置している。

　東茨城台地を形成している最も古い地層は，水戸層と呼ばれる新生代第三紀の地層である。水戸層は化石を

含み，岩質は泥岩である。水戸層の上には，粘土・砂からなり貝化石を含む見和層，礫からなる上市層，灰白

色の常総粘土層，関東ローム層の順にほぼ水平に重なっている１）。

　大塚遺跡２及び木戸遺跡は，茨城町北西部の大戸地区に位置し，東茨城台地の南側，涸沼前川とその支流で

ある小橋川によって開析された富士谷津と呼ばれる谷津に挟まれた，標高２３～３０ｍの南東に延びる舌状台地上

に立地している。両遺跡の現況は，ともに畑地及び山林である。

　遺跡の分布調査や発掘調査により，涸沼川及び涸沼前川とその支流を臨む台地の縁辺部には，多くの遺跡の

存在が確認されている。これは，涸沼や涸沼川流域を利用した水運の便が良かったこと，あるいは，魚介類な

どの食糧が確保しやすかったことが理由として考えられる。また，複数の時代の遺構・遺物が確認されている

遺跡が多いことから，この地域は，古代から近代までの長い期間にわたって人々の生活の舞台となってきたこ

とがうかがえる。

　当遺跡が立地している涸沼前川と小橋川に挟まれた台地上には， 宮 
��

 後 遺跡〈
���

３〉， 石  原 遺跡〈４〉， 綱  山 遺跡〈５〉
������ ����	

が所在している。これら３遺跡と大塚遺跡１は，平成１０年度から１２年度にかけて発掘調査が行われている。そ

の調査結果から，これらの遺跡は深い関連性を持っていると推測することができる様相を呈している（桜の郷

遺跡群２））。ここでは，当遺跡が立地している涸沼前川流域の遺跡を中心に述べることにする。

　縄文時代の遺跡は２２か所で，早期から晩期の土器が確認されている。ほとんどの遺跡が，涸沼前川及びその

支流に沿った標高２９�ほどの台地縁辺部に立地している。 蔵  作 遺跡〈３１〉では早期・後期， 上 の 前 遺跡〈２８〉では
������ ��� ��

前期から後期，シタ 畑 遺跡〈
���

２５〉， 猫  崎 遺跡〈６〉では中期の土器片が出土している。シッペイ 沢 遺跡〈２４〉では，
������ ��

竪穴住居跡の床面から，前期の土器とともにヤマトシジミ，イソシジミガイ，マガキなどの貝殻が検出されて

いる３）。このことから，当時涸沼前川流域は現在の茨城町と水戸市の境付近まで汽水域であったことが示唆さ

れる。また，宮後遺跡では平成１０・１１年度の発掘調査の結果，中期中葉から後葉にかけての竪穴住居跡が１０４件

確認され，環状集落が形成されていたことが確認されている。

　弥生時代の遺跡は１９か所で，出土土器などから後期と考えられる遺跡が多い。 小  鶴 遺跡〈３２〉では，長岡式土
����

－　　－3

第１節　地理的環境

第２節　歴史的環境
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第２図　大塚遺跡２・木戸遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院「小鶴」）１：２５，０００



器が出土しており，後期前半に比定されている４）。後期後半の遺跡としては， 矢  倉 遺跡５）〈２１〉， 大 
����� ��

 畑 遺跡６）
���

〈２９〉， 大  戸  下  郷 遺跡７）〈１６〉が挙げられる。当遺跡と同じ台地上にある石原遺跡，宮後遺跡，綱山遺跡及び大塚
����������

遺跡１でも，後期後半の土器が出土している。これらの遺跡からは，十王台式土器に混じって樽式土器や二軒

屋式土器も確認されている。このことから，涸沼前川流域を利用した水運による他地域との文化の交流が，古

くから行われていたことが想定される。

　古墳時代の遺跡は，２６か所が確認されている。 寺  坪 遺跡〈１７〉では五領式期， 大  戸  神  宮  寺 遺跡〈１８〉では和泉式
������ ������	�
���

期の土師器が出土している。古墳は，涸沼前川沿いの台地上に分布している。 大 
��

 畑 古墳〈３０〉
���

， 近  藤  前 古墳
��������

〈１３〉， 神  宮  前 古墳〈１９〉，ドンドン 塚 古墳〈２３〉では円墳が１基， 清  峯 古墳群〈１２〉では径１０～１５�，高さが１～１．５�
��������� �	� 
���


の円墳３基が確認されている。住居跡については， 圷  戸 遺跡〈２０〉の平成１５年度の調査で，６世紀初頭と比定さ
����

れる竪穴住居跡が確認されている８）。石原遺跡，宮後遺跡，綱山遺跡，大塚遺跡でも前期の住居跡が多く確認さ

れている。大戸下郷遺跡では，後期の住居跡の比率が高くなることから，時代が新しくなるにつれて，より河

川に近く標高の低い場所に集落が形成されるようになったことが考えられる。また，これらの５遺跡では，弥

生土器と土師器が供伴する，弥生時代から古墳時代への移行期にあたると考えられる住居跡も確認されている。

　奈良・平安時代の遺跡は，２２か所が確認されている。当遺跡の所在する大戸地区は当時，常陸国那珂郡 八部 
���

郷に属している。八部郷は現在の茨城町北部及び水戸市南部に比定されている９）。当遺跡の所在している台地

上には，８世紀から９世紀にかけて継続して集落が形成され，１０世紀に入ると減少する傾向が見られる。大塚

遺跡１では，４８棟の掘立柱建物跡が確認され，この建物跡が「ロ」の字状の配置又は１件の竪穴住居跡と関連

して建てられていることが確認されている。検出された竪穴住居跡は６１軒で，墨書土器も「南主」「南」「奥」

「在」などが確認されている。宮後遺跡では，竪穴住居跡が１１７軒，掘立柱建物跡が６３棟検出されている。墨書

土器も１１９点出土し，「在」「南主」など大塚遺跡出土の墨書土器と共通の文字のほか，「日奉部」「益」「家」な

ども確認されている。また，石原遺跡では竪穴住居跡が４８軒と「日奉部」と書かれた墨書土器が，綱山遺跡で

は，竪穴住居跡６２軒，掘立柱建物跡４０棟，「在」「厨」「矢川部志得」などの墨書土器が確認されている。さら
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時　　　代

遺　跡　名
番　
　

号

時　　　代

遺　跡　名
番　
　

号

中
近
世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

中
近
世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

○○○○寺 坪 遺 跡１７○○○○○大 塚 遺 跡①

○○○大戸神宮寺遺跡１８○○木 戸 遺 跡②

○神 宮 前 古 墳１９○○○○○○宮 後 遺 跡３

○○○○○圷 戸 遺 跡２０○○○○石 原 遺 跡４

○○○○矢 倉 遺 跡２１○○○○○綱 山 遺 跡５

○平 須 館 跡２２○○○猫 崎 遺 跡６

○ドンドン塚古墳２３○○○○岡 田 古 墳 群７

○○シッペイ沢遺跡２４○○○○稲 荷 宮 遺 跡８

○○○シ タ 畑 遺 跡２５○○○近 藤 前 遺 跡９

○○○○東 畑 遺 跡２６○○○八 幡 山 遺 跡１０

○○○○東 山 遺 跡２７○○杢 山 遺 跡１１

○○○○上 の 前 遺 跡２８○清 峯 古 墳 群１２

○○○○○○大 畑 遺 跡２９○近 藤 前 古 墳１３

○大 畑 古 墳３０○殿 畑 遺 跡１４

○○蔵 作 遺 跡３１○○○○○○羽 黒 山 遺 跡１５

○○小 鶴 遺 跡３２○○○○○大戸下郷遺跡１６

表１　大塚遺跡・木戸遺跡周辺遺跡一覧表



に，各遺跡からは，灰釉陶器や腰帯具，硯なども出土している。当遺跡と同じ台地上の， 近  藤  前 遺跡〈９〉， 八 
��������� �	

 幡  山 遺跡〈１０〉， 杢  山 遺跡〈１１〉， 殿  畑 遺跡〈１４〉の各遺跡からも，土師器や須恵器が出土していることから，これ
������ ������ ���	


らの遺跡周辺にもこの時代の集落が形成されていたと推測される。また，小橋川を挟んだ対岸の 羽  黒  山 遺跡
�������

〈１５〉では倉庫群と考えられる掘立柱建物群１０）が，涸沼前川を挟んだ対岸に立地する 東  畑 遺跡〈２６〉では多数の土
�������

師器や須恵器の坏などが， 東 
���

 山 遺跡〈２７〉では，「南寺」の墨書土器がそれぞれ検出されている。
��

　このころ，涸沼前川上流の笠間市（旧友部町）小原付近と下流の茨城町奥谷付近及び涸沼川下流の水戸市平

戸町付近には河川港があり，水運の重要拠点になっていたと考えられている。平戸町には平津の駅家があった

とされており，小原から茨城町奥谷の河川港を経て平津の駅までの水運は活発であったと考えられる。このこ

とは，８世紀初頭に小原付近に茨城郡衙が置かれた１１）ことからも想定できる。当遺跡の所在する大戸地区は，

茨城郡嶋田郷に属していた奥谷の河川港に近い位置にあることから，那珂郡あるいは八部郷の重要な場所で

あったことが考えられる。

　中世に入ると大戸地区は，吉田社の神郡として１０世紀頃に那珂郡から分離した吉田郡に属する１２）。当初，吉

田郷は常陸平氏一族の吉田氏によって統治されていたが，その後，大掾氏，江戸氏，佐竹氏と統治者が変わる。

この時期の遺跡は，涸沼前川沿いには少なく８か所が確認されているのみである。 平  須 
����

 館 跡
���

   〈２２〉は，常陸大掾
��

氏一族の谷田部氏の居館と考えられており，戦国時代の遺跡である１３）。また，大戸下郷遺跡では井戸跡１基， 岡 
��

 田  古  墳 群   〈７〉では地下式坑４基と溝跡２条， 稲  荷  宮 遺跡〈８〉では地下式坑１基１４）が，これまでの調査でそれぞ
���������� ���	�
�

れ確認されている。

　慶長７（１６０２）年５月の佐竹氏の秋田転封後，大戸地区は徳川家康の庶子である武田信吉や徳川頼宣の藩領

を経て，慶長１４（１６０９）年以後，大戸地区は水戸藩領となり，幕末まで続いた。

※文中の〈　〉内の番号は，第２図及び周辺遺跡一覧表の該当番号と同じである。
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１２）茨城県史編集委員会『茨城県史＝中世編』茨城県　１９８６年３月

１３）水戸市教育委員会『水戸市埋蔵文化財分布調査報告書　平成１０年度版』水戸市　１９９８年３月

１４）綿引英樹「主要地方道内原塩崎線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ　岡田古墳群・稲荷宮遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第２３８集　２００５年３月



第�章�大 塚 遺 跡

　大塚遺跡は，平成１１・１２年度の一次調査で奈良・平安時代を中心とした，縄文時代から近世までの複合遺跡

であることが確認されている。一次調査区から南側に約２００ｍの場所に位置している今回の調査区でも，奈良・

平安時代を中心とした複合遺跡であることが確認できた。

　検出された遺構は，縄文時代の陥し穴２基，弥生時代の竪穴住居跡１軒，弥生時代後期後半から古墳時代前

期前葉の堅穴住居跡５軒，古墳時代の竪穴住居跡８軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡３２軒，掘立柱建物跡１０棟，

井戸跡１基，柵跡１列，土坑５基のほか，時期不明の溝跡５条，土坑６４基，ピット群９か所である。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に３７箱出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢），弥生

土器（壺），土師器（坏・椀・坩・器台・高台付坏・高坏・壺・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・蓋・盤・高

盤・壺・甕・円面硯），陶器片（碗ヵ），土製品（球状土錘・支脚・紡錘車），石器（敲石・磨石・砥石），石製

品（鉈尾），鉄器・鉄製品（鏃・鎌・刀子・釘・鎹），鉄滓などである。

　調査区北部のＢ３ｉ９区にテストピットを設定し，基本土層の観察を行った。テストピットの地表面の標高は

２９．３�で，地表から約２．４�掘り下げた。土層は１３層に分層された。土層の観察結果は，以下のとおりである。

　第１層は，ローム粒子を中量含む黒褐色の耕作土で，粘性・締まりともに弱い。層厚は５０�前後である。

　第２層は，ロームブロックを中量含む褐色のローム層

で，耕作の影響を受けている。粘性は普通で締まりは強

い。層厚は１５～３０�である。

　第３層は，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，粘性

は普通で締まりは強い。層厚は１０～２５�である。

　第４層は，鹿沼パミスを少量，黒色粒子を微量含む褐色

のローム層で，粘性は普通で締まりは強い。層厚は１４～ 

５０�である。

　第５層は，鹿沼パミスを中量含むにぶい褐色のローム層

で，鹿沼層純層への漸移層である。粘性・締まりともに強

い。層厚は１０～３５�である。

　第６層は，明黄褐色の鹿沼層純層で，粘性は弱く締まり

は強い。層厚は２０～４０�である。

　第７層は，鹿沼パミスを微量含む褐色のローム層で，粘

性は強く締まりは普通である。層厚は１５～３０�である。

　第８層は，黒色粒子を少量含む褐色のローム層で，粘性・

締まりはともに強い。層厚は１５～２５�である。
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第１節　遺跡の概要

第２節　基 本 層 序
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第３図　基本土層図



　第９層は，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，粘性・締まりはともに強い。層厚は１０～２５�である。

　第１０層は，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，粘性は強く締まりは普通である。層厚は１５～２５�である。

　第１１層は，赤色粒子を中量，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，鉄分を含み，粘性・締まりはともに強

い。層厚は１０～２０�である。

　第１２層は，粘土粒子を中量，赤色粒子・黒色粒子を少量含む褐色のローム層で，粘性・締まりともに特に強

い。層厚は１５�前後である。常総粘土層の漸移層と考えられる。

　第１３層は，鉄分を含んだ灰黄褐色の粘土層で，常総粘土層と考えられる。未掘のため層厚は不明である。

　なお，遺構の多くは第２層上面で確認され，第２～４層にかけて掘り込まれている。

１　縄文時代の遺構と遺物

　陥し穴２基が確認された。以下，遺構と遺物について記述する。

　第１４号陥し穴（第４図）

位置　調査区北部のＣ３ｂ６区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１１７号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸２．５�，短軸１．０�ほどの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８７°－Ｅである。深さは１００�で，壁

は外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，深さ１５�ほどの逆茂木跡と考えられるピット２か所が確認され

ている。

覆土　９層に分層される。ロームブロックが多く含まれ，不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積

と考えられる。
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第３節　遺構と遺物

土層解説
１  黒　褐　色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒　褐　色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミ

ス微量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗　褐　色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミ

ス微量

５  暗　褐　色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
６　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７  褐　 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
８  褐　 色 ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
９　黒　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス微量
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第４図　第１４号陥し穴実測図



遺物出土状況　重複関係により混入した土師器片１点（坏），須恵器片３点（坏）が出土している。　

所見　時期は，縄文時代であること以外不明である。

　第１５号陥し穴（第５図）

位置　調査区南部のＥ６ｈ０区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸２．５�，短軸０．８�ほどの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－７５°－Ｗである。深さは１９６�で，東

西壁はオーバーハングしている。底面は皿状である。

覆土　７層に分層される。各層にロームブロックが多く含まれていることから，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，縄文時代であること以外不明である。
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表２　縄文時代陥し穴一覧表

重複関係
（旧→新）

備　　考
（時　期）

主な出土遺物覆土底面
規　　　模

平面形長径方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）（�）

本跡→ＳＩ１１７縄文時代－人為平坦１００〔２．５〕×１．０〔隅丸長方形〕Ｎ－８７°－ＥＣ３b６１４

縄文時代－人為皿状１９６２．５×０．８隅丸長方形Ｎ－７５°－ＷＥ６h０１５

土層解説
１  黒　褐　色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  黒　褐　色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  暗　褐　色 ローム粒子・炭化粒子少量
４  褐　 色 ロームブロック中量

５  褐　 色 ロームブロック少量
６  明　褐　色 ロームブロック中量
７  にぶい褐色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
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第５図　第１５号陥し穴実測図



２　弥生時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡１軒が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　

　第１１５号住居跡（第６・７図）

位置　調査区南部のＥ７ｊ９区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸３．２５�，短軸３．１７�の隅丸方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｅである。壁高は３５～４９�で，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南部から西部にかけて踏み固められている。

炉　中央部やや北寄りに位置し，長径８５�，短径５３�の楕円形を呈し，床面を８�掘りくぼめた地床炉である。

炉床は中央部から北側にかけて火熱を受け，赤変硬化している。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４４～６０�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３０�で，Ｐ

１とＰ４の間に位置し，形状から柱穴と推測される。Ｐ６は深さ２５�で，炉と向かい合う位置にあり，出入り

口施設に伴うピットと考えられる。
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第６図　第１１５号住居跡実測図
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炉土層解説
１  黒　褐　色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量 ２  暗　褐　色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量



覆土　５層に分層される。レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片２５７点（壺類，高坏），粘土塊３点のほか，混入と考えられる須恵器片１点（甕類），

鉄製品２点（不明）が出土している。５９９は南部の床面から斜位で出土している。５９６～５９８・６００は中央部から

北部にかけての覆土中層からの出土であり，住居廃絶後の埋没途中に，住居跡の北側から流れ込み又は投棄さ

れたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。
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土層解説
１  暗　褐　色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

４  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５  黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック微量
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第７図　第１１５号住居跡出土遺物実測図

第１１５号住居跡出土遺物観察表（第７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％中層
頸部，上位に軽い押圧のある隆帯　櫛歯状工具（６本）
による縦区画（３分割）内に充填波状文　胴部，附加
条二種縄文による羽状構成　底部布目痕

普通にぶい黄橙石英・雲母５．８（１０．４）―壺弥生土器５９６

１０％中層
口唇部，棒状工具による刻み　口辺部櫛歯状工具（５本）
による波状文　頸部，上位に軽い押圧のある３本の隆帯　
櫛歯状工具による縦区画（４分割ヵ）内に充填波状文

普通灰褐長石・雲母―（９．５）［１７．６］壺弥生土器５９７

５％中層頸部，上位に軽い押圧のある３本の隆帯　附加
条一種縄文による施文　羽状構成ヵ普通にぶい橙長石・石英―（８．２）―壺弥生土器５９８

２０％床面
頸部，上位軽い押圧のある隆帯　櫛歯状工具（５
本）による縦区画（４区画ヵ）内に充填波状文 
胴部，附加条二種縄文による施文

普通にぶい褐長石・石英・雲
母―（１５．４）―壺弥生土器５９９

１０％中層胴部，附加条二種縄文による羽状構成　底部布
目痕普通にぶい褐長石・石英・雲

母・黒色粒子8．５（２．９）―壺弥生土器６００
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３　弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭の遺構と遺物

　竪穴住居跡５軒が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　

　第１１０号住居跡（第８・９図）

位置　調査区南部のＥ７ｄ３区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．６２�，短軸４．４４�の隅丸方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｅである。壁高は２５～３４�で，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

炉　ほぼ中央部に位置し，径７０�ほどの円形を呈し，床面を１０�掘りくぼめた地床炉である。炉床は中央部か

ら南部にかけて火熱を受け，赤変硬化している。
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第８図　第１１０号住居跡実測図

炉土層解説
１  黒　褐　色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ２  褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子少量



－　　－13

大 塚 遺 跡

601

603

602

604

605

 TP31

606

10cm0

第９図　第１１０号住居跡出土遺物実測図
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５７～７０�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ５２�で，炉

と向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　３層に分層される。レンズ状の堆積状況を呈していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片１０９点（壺類），土師器片５０９点（坏２，甕類５０７），石器２点（敲石，磨石）のほか，

混入と考えられる須恵器片４点（坏３，甕１），陶器片１点，鉄製品１点（不明）が出土している。６０３・６０４

は床面から出土した破片，６０５は覆土中層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。ＴＰ３１は床面

から出土している。ほとんどの遺物は破片で，広範囲に散らばっている状況から，住居の廃絶時に投棄された

ものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭と考えられる。

　第１１１号住居跡（第１０・１１図）

位置　調査区南部のＥ７ｇ３区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．８０�，短軸３．８４�の隅丸長方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｅである。壁高は１６～２９�で，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部及びＰ５の北側が踏み固められている。

炉　ほぼ中央部に位置し，長径７８㎝，短径５５㎝の楕円形で，床面を１５㎝掘りくぼめた地床炉である。炉床は，

中央部が火熱を受け赤変硬化している。

ピット　１１か所。Ｐ１は深さ７０�，Ｐ２～Ｐ４は深さ４０～４２�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５

は深さ３６�で，炉と向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１１は深

さ１３～４１�で，壁に沿うように検出されていることから壁柱穴の可能性が考えられる。

覆土　６層に分層される。不規則な堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３  褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

炉土層解説
１  黒　褐　色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第１１０号住居跡出土遺物観察表（第９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１５％覆土中層胴部，縄文による施文　羽状構成ヵ　底部布目
痕普通にぶい橙長石・石英８．５（１０．１）―壺弥生土器６０１

１５％床面口辺部横ナデ　体部外面刷毛目調整　内面ヘラ
ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―（１１．３）［１７．６］甕土師器６０２

１５％床面口縁部内外面横ナデ　体部外面ヘラ磨き　内面
ナデ普通明赤褐長石・石英―（９．２）１１．９甕土師器６０３

３５％床面口縁部内外面刷毛目調整後横ナデ　体部外面刷
毛目調整　内面ヘラナデ　輪積み痕普通にぶい橙長石・石英・赤

色粒子―（２０．８）［１７．８］甕土師器６０４

６０％ ＰＬ１４中層～床面口辺部外面ヘラ磨き　内面横ナデ　体部外面刷
毛目調整後ヘラ磨き　内面ヘラナデ普通橙長石・雲母５．５２４．６［１５．４］甕土師器６０５

１０％覆土中層体部外面刷毛目調整　内面ヘラナデ　底部多方
向横ナデ普通にぶい褐長石・石英・雲母６．９（３．０）―甕土師器６０６

５％床面頸部，櫛歯状工具（５本）による縦区画内に充填
波状文　胴部，附加条一種縄文による羽状構成普通にぶい橙長石・雲母―（１１．６）―壺弥生土器ＴＰ３１
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大 塚 遺 跡
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遺物出土状況　弥生土器片２１２点（壺類），土師器片７５点（甕類），石器５点（炉石２，不明３）のほか，混入

と考えられる須恵器片５点（坏３，甕２），陶器片１点（擂鉢）が出土している。６０７は南西コーナー部の床面

から逆位で出土している。６０８～６１１は，床面から出土した破片が接合したものである。Ｑ８９・Ｑ９０は中央部の

床面から出土し，火熱による赤変部や煤の付着があることから炉石と考えられる。中央部を中心に遺物の破片

が床面に散らばっている状況から，住居の廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

４  褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子微量
６  黒 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

第１０図　第１１１号住居跡実測図
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第１１図　第１１１号住居跡出土遺物実測図



－　　－17

大 塚 遺 跡

　第１１２号住居跡（第１２・１３図）

位置　調査区南部のＥ７ｊ５区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．４９�，短軸４．２４�の隅丸方形で，主軸方向はＮ－７９°－Ｗである。壁高は１２～１８�で，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

第１１１号住居跡出土遺物観察表（第１１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％床面頸部，下方櫛歯状工具による波状文で区画　胴
部，附加条二種縄文による羽状構成　底部布目痕普通にぶい褐長石・石英・雲母６．４（１３．８）―壺弥生土器６０７

６０％ ＰＬ１３床面
頸部，櫛歯状工具（４本）による縦区画（４分
割）内に充填波状文　胴部，附加条二種縄文によ
る羽状構成　底部布目痕

普通にぶい橙長石７．６（２７．０）―壺弥生土器６０８

８０％ ＰＬ１３床面
頸部，櫛歯状工具（４本）による縦区画（４分
割）内に充填波状文　胴部，附加条二種縄文によ
る羽状構成　底部布目痕

普通にぶい黄橙長石・石英８．５（２７．６）―壺弥生土器６０９

２０％床面口縁部・体部外面刷毛目調整　体部外面下位ヘ
ラ削り普通にぶい褐長石・石英・赤

色粒子―（１７．８）［１６．８］甕土師器６１０

５％床面口辺部内外面刷毛目調整後ナデ普通橙長石・石英―（９．１）―甕土師器６１１

備　　考出土位置特　　　　　　徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

床面被熱赤変　砥石からの転用ヵ砂岩（４３０．０）５．８（６．１）９．８炉石Ｑ８９

床面煤付着　砥石からの転用ヵ砂岩３７７．０５．２５．４９．８炉石Ｑ９０
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第１２図　第１１２号住居跡実測図
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ピット　７か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ２０�で，位置と形状から柱穴と考えられる。Ｐ３～Ｐ７は深さ１１～２２�で，

性格は不明である。

覆土　４層に分層される。不規則な堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片１６点（壺類），土師器片３０点（甕類）のほか，混入と考えられる須恵器片１点（坏），

陶器片１点が出土している。６１２は床面と覆土下層から出土した破片が接合したものである。ＴＰ３３は床面から

出土している。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭と考えられる。

　第１１３号住居跡（第１４～１７図）

位置　調査区南部のＦ７ｄ８区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南側が調査区域外に延びているため，長軸５．６１�，短軸５．２３�が確認され，隅丸方形の形状と推

測される。主軸方向はＮ－２４°－Ｅである。壁高は２８～３８�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

炉　ほぼ中央部に位置し，長径５８�，短径５２�の楕円形を呈し，床面を１５�掘りくぼめた地床炉である。炉床

は，中央部から北部にかけて火熱を受け赤変硬化している。

ピット　１２か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４７～５７�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ１１は深さ２３�で，炉

と向かい合う位置にあることから，出入口施設に伴うピットの可能性がある。Ｐ５～Ｐ１０・Ｐ１２は深さ１７～７２�

で，性格は不明である。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

612

 TP33

10cm0

第１３図　第１１２号住居跡出土遺物実測図

第１１２号住居跡出土遺物観察表（第１３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％下層～床面口辺部内外面・体部外面刷毛目調整普通明赤褐長石・石英―（１３．０）［２１．４］甕土師器６１２

５％床面底部布目痕普通にぶい橙長石・石英・雲母［６．８］（１．６）―壺弥生土器ＴＰ３３

炉土層解説
１  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量 ２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
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大 塚 遺 跡
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第１４図　第１１３号住居跡実測図
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覆土　９層に分層される。レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片２８２点（壺），土師器片３０９点（甕類２８４，器台４，坩１６，高坏３，甑２），石器１９点が

出土している。遺物の多くは，北部から北西部にかけて出土している。６１６は西部，６２１は北東コーナー部の床

面からそれぞれ出土している。６１７・６２０・Ｑ９１は覆土中層，６１８は覆土上層からそれぞれ出土している。６１３～

６１５は覆土中層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。接合した遺物の破片が広範囲に散乱し

ていることから，ほとんどの遺物は住居の廃絶時に北側から投棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭と考えられる。

土層解説
１  黒 色 ローム粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３  黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック微量
５  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

６  明 褐 色 ローム粒子中量
７  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
９  褐 色 ローム粒子少量
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第１５図　第１１３号住居跡出土遺物実測図（１）
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大 塚 遺 跡
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第１６図　第１１３号住居跡出土遺物実測図（２）
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第１７図　第１１３号住居跡出土遺物実測図（３）

　第１１４号住居跡（第１８・１９図）

位置　調査区南部のＦ７ｄ０区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．６８�，短軸３．７７�の隅丸長方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は１３～２０�で，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南部にかけて踏み固められている。

ピット　１０か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１３～２４�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１７�で，Ｐ

２とＰ３の間の南壁際にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１０は深さ１０～３４�

第１１３号住居跡出土遺物観察表（第１５～１７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％中層～床面
口唇部，ヘラ状工具による刻み　頸部，上位に
軽い押圧のある３本の隆帯櫛歯状工具（５本）
による縦区画（３分割）内に充填波状文

普通浅黄橙長石・石英・赤
色粒子―（１７．６）１７．２壺弥生土器６１３

２０％中層～床面胴部，附加条二種縄文による羽状構成普通にぶい橙長石・石英・雲母―（１０．２）―壺弥生土器６１４

７０％ ＰＬ１３中層～床面
口唇部，縄文原体押圧　口辺部，縄文による施文　頸
部，上位に縄文原体押圧の３本の隆帯　頸部から胴
部，数種の縄文による施文　底部木葉痕

普通橙長石・石英・雲母９．０２５．２１３．８壺弥生土器６１５

８０％ ＰＬ１３床面
頸部，上位に軽い押圧のある３本の隆帯　櫛歯状工具
（４本）による縦区画（４分割）内に充填波状文　胴
部，数種の縄文による羽状構成　底部砂目痕

普通にぶい黄橙長石・石英・雲母８．３（３２．８）―壺弥生土器６１６

１０％中層頸部，ヘラ磨き　頸部下位，縄文原体押圧のあ
る１本の隆帯普通にぶい褐長石・石英―（５．５）―壺弥生土器６１７

３０％上層坏部内外面ヘラ磨き　脚部外面ヘラ磨き　内面
ヘラナデ普通明赤褐長石・石英・雲母―（５．６）―器台土師器６１８

８０％ ＰＬ１４中層口縁部内外面横ナデ　体部外面ヘラ磨き　内面
ヘラナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―（９．９）１１．３坩土師器６１９

７０％ ＰＬ１４中層体部外面ヘラ磨き　内面上位横ナデ・下位刷毛
目調整　外面煤付着普通明赤褐長石・石英・赤

色粒子３．８（１０．３）―坩土師器６２０

１０％床面脚部内外面ヘラナデ　坏部内面ナデ普通橙長石・石英―（６．２）―高坏土師器６２１

５５％ ＰＬ１３中層口辺部内外面横ナデ　体部外面刷毛目調整　内
面ナデ普通にぶい橙長石・石英５．３１６．５［１６．８］甕土師器６２２

８０％ ＰＬ１３上層～中層口辺部内外面横ナデ　体部外面刷毛目調整・一
部摩滅　内面ナデ普通橙長石・石英５．６２４．９１６．７甕土師器６２３

２０％中層胴部，附加条二種縄文による施文　底部砂目痕普通にぶい黄褐長石・石英・雲母１６．５（４．１）―壺弥生土器ＴＰ３４

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

中層被熱赤変　中央部と側面に殴打痕　敲石からの転用ヵ礫岩（７７０．０）（６．３）（９．６）（１５．０）炉石Ｑ９１
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大 塚 遺 跡
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で，性格は不明である。

覆土　３層に分層される。レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片４１点（壺），土師器片９５点（甕類６３，器台２５，坩７）が出土している。６２４はＰ７の

覆土中層から出土した破片が接合したものである。６２５は北部，６２６・６２７・ＴＰ３６は西部の床面からそれぞれ出

土している。６２８は覆土中層から床面にかけて，ＴＰ３５・ＤＰ４６は覆土中層から出土していることから，埋没の途中

で投棄された可能性が考えられる。南東コーナー部の床面からは炭化物が出土しているが，性格は不明である。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量

３  褐　 色 ローム粒子中量

第１８図　第１１４号住居跡実測図
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第１９図　第１１４号住居跡出土遺物実測図

第１１４号住居跡出土遺物観察表（第１８・１９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％Ｐ７上層口縁部内外面ヘラナデ後，丁寧なナデ普通橙長石・石英―（７．２）１４．４坩土師器６２４

９５％ ＰＬ１４床面器受部横方向ナデ　脚部外面ヘラ磨き　赤彩普通橙長石・石英・雲母・
赤色粒子９．５７．２７．４器台土師器６２５

９０％ ＰＬ１４床面器受部外面横ナデ　内面ヘラ磨き　脚部外面ヘ
ラ磨き　内面ナデ普通にぶい橙石英・長石・雲母・

赤色粒子１１．２９．１８．５器台土師器６２６

８０％ ＰＬ１３床面坏部・脚部外面ヘラ磨き　赤彩普通にぶい黄橙長石・石英・礫１２．８１２．６２０．２高坏土師器６２７

４０％中層～床面口辺部内外面刷毛目調整　普通明赤褐長石・石英・雲母―（１１．８）［１４．６］甕土師器６２８

５％中層口唇部，縄文原体押圧　口辺部，櫛歯状工具（５
本）による波状文普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―（４．０）―壺弥生土器ＴＰ３５

５％床面頸部，櫛歯状工具（５本）による縦区画内に充填
波状文　胴部，附加条二種縄文による羽状構成普通橙長石・石英―（７．８）―壺弥生土器ＴＰ３６

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ孔径最大径器種番号

ＰＬ２０中層指頭圧痕を残すナデ　一方向からの穿孔長石・石英２８．２３．００．８３．３球状土錘ＤＰ４６

表３　弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭住居跡一覧表

 備　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物覆土
内　　部　　施　　設

床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
炉貯蔵穴ピット 出入口主柱穴壁溝

弥生土器　土師器　石器自然炉――１４―平坦２５～３４４．６２×４．４４隅丸方形Ｎ－３２－゚ＥＥ７ｄ３１１０

弥生土器　土師器　石器人為炉―６１４―平坦１６～２９４．８０×３．８４隅丸長方形Ｎ－１６－゚ＥＥ７ｇ３１１１

弥生土器　土師器人為――５―２―平坦１２～１８４．４９×４．２４隅丸方形Ｎ－７９－゚ ＷＥ７ｊ５１１２

弥生土器　土師器　石器自然炉―７１４―平坦２８～３８５．６１×（５．２３）［隅丸方形］Ｎ－２４－゚ＥＦ７ｄ８１１３

弥生土器　土師器自然――５１４―平坦１３～２０４．６８×３．７７隅丸長方形Ｎ－３０－゚ＥＦ７ｄ０１１４

４　古墳時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡８軒が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　

　第１０８号住居跡（第２０図）

位置　調査区北部のＢ２ｂ０区で，平坦な台地上に位置している。
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重複関係　第５５号掘立柱建物と第６ピット群に掘り込まれている。

規模と形状　削平されているため，長軸３．７�，短軸３．０�ほどの長方形と推測される。主軸方向はＮ－８°－Ｅ

で，壁は遺存していない。

床　平坦で，炉の周囲から南部にかけて踏み固められている。

炉　中央部やや北寄りに位置し，長径９０�，短径７７�の楕円形で，床面を７�掘りくぼめた地床炉である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４７～５７�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１５�で，炉

と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況　土師器片５点（甕類），石器１点（敲石ヵ）のほか，混入と考えられる弥生土器片２点（壺），

須恵器片６点（坏類３，甕類３）が出土している。いずれも細片のため図示できなかったが，細片の土師器１

点がＰ３の覆土中層から出土しており，本跡に伴うと考えられる。

所見　炉と柱穴及び床の一部が確認されたことから，住居跡と考えた。時期は，出土土器や形状から古墳時代

中期以降と考えられる。

　第１０９号住居跡（第２１図）

位置　調査区南部のＥ６ｃ８区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸３．１１�，短軸２．７５�の隅丸長方形で，主軸方向はＮ－６５°－Ｗである。壁高は６～１８�で外傾

して立ち上がっているが，東コーナー部の壁は緩やかである。

床　ほぼ平坦で，西部がわずかに高くなっている。

炉　中央部やや北寄りに位置している。地床炉で，火床面のみの検出のため規模及び形状は不明である。

炉土層解説
１  にぶい赤褐色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２  にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
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第２０図　第１０８号住居跡実測図
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覆土　５層に分層される。ブロック状の不自然な堆積状況の層があることから人為堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片４２点（甕類），石器１点（砥石ヵ）のほか，混入と考えられる弥生土器片６点（壺類），

陶器片１点が出土している。６２９・６３０は東部覆土中から出土した破片が接合したもので，埋没の途中に投棄さ

れたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から４世紀代と考えられる。

土層解説
１  黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子微量

４  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
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第２１図　第１０９号住居跡・出土遺物実測図

第１０９号住居跡出土遺物観察表（第２１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中外面刷毛目調整　内面ヘラナデ普通橙長石・石英―（６．５）［１２．４］甕土師器６２９

１０％覆土中口辺部内外面横ナデ　体部外面刷毛目調整　赤彩普通にぶい黄橙長石・石英・赤
色粒子―（８．４）［１４．２］甕土師器６３０

５％覆土中頸部，軽い押圧のある隆帯普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―（２．９）―壺弥生土器ＴＰ３７
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中
口唇部，縄文原体押圧　口辺部，附加条一種縄
文による施文，下位単節縄文押圧による施文 
頸部，上位櫛歯状工具（６本）による連弧文

普通にぶい赤褐長石・石英・雲母―（６．３）―壺弥生土器ＴＰ３８

５％覆土中頸部，上位縄文原体押圧のある隆帯，櫛歯状工
具（５本）による縦区画内に充填波状文普通にぶい黄橙長石・石英―（４．８）―壺弥生土器ＴＰ３９

　第１１６号住居跡（第２２・２３図）

位置　調査区北部のＢ２ｅ９区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第６４号掘立柱建物と第９ピット群に掘り込まれている。

規模と形状　長軸５．７０�，短軸５．３３�の隅丸方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｅである。壁高は１２～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

ピット　４か所。深さ７６～８４�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。
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第２２図　第１１６号住居跡実測図
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覆土　５層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片４７６点（坏類１，甕類４５９，坩１４，器台２）のほか，混入と考えられる縄文土器片２２点，

弥生土器片８８点，須恵器片７点（坏類４，蓋１，甕類２）が出土している。土師器片は，全域の覆土上層から

床面にかけて出土している。６３１・６３７は中央部の床面，６３４は覆土下層とＰ４の覆土上層，６３５は北壁際とＰ４

の覆土上層，６３６は南東部覆土中層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から４世紀前半と考えられる。

土層解説
１  灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

４  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
５  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
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第２３図　第１１６号住居跡出土遺物実測図

第１１６号住居跡出土遺物観察表（第２３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％床面口縁部内外面ヘラ磨き　内面赤彩普通にぶい橙長石・石英―（３．３）［２３．２］壺土師器６３１

５％覆土中口辺部外面刷毛目調整後横ナデ　内面横ナデ普通灰褐長石・雲母―（３．５）［１４．８］甕土師器６３２

１０％覆土中口縁部外面ナデ　内面横ヘラナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―（４．１）［１８．４］甕土師器６３３

５％下層～Ｐ４上層体部内面ヘラナデ　外面摩滅により調整不明普通浅黄橙長石・石英・雲母―（６．７）―甕土師器６３４
６３４と同一ヵ
２０％床面～Ｐ４上層体部外面横ナデ　内面ヘラナデ普通浅黄橙長石・石英・雲母［７．８］（５．４）―甕土師器６３５

５０％中層～床面体部外面刷毛目調整後ナデ　下位ヘラ削り普通にぶい橙長石・雲母６．４［１９．６］―甕土師器６３６

５％床面体部外面下位刷毛目調整　普通にぶい橙長石・石英・雲母・
赤色粒子６．０（２．０）―甕土師器６３７
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　第１１７号住居跡（第２４・２５図）

位置　調査区北部のＣ３ａ５区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１４号陥し穴を掘り込んでいる。

規模と形状　南西部は調査区域外に延びているため，長軸６．０５�，短軸６．０２�が確認され，隅丸方形又は隅丸

長方形と推測される。主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は２４～２６�で，外傾して立ち上がっている。
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第２４図　第１１７号住居跡実測図
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第２５図　第１１７号住居跡出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦である。

炉　中央部からやや北寄りに位置している。長径１０４�，短径７２�の楕円形で，床面を７�掘りくぼめた地床炉

である。炉床は，全面が火熱を受け赤変硬化している。また，炉の中央部には粘土粒子を多く含んでいる。

ピット　３か所。深さが６６～８６㎝で，位置と形状から主柱穴と考えられる。

覆土　１０層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３４４点（坏類３８，高台付坏４，甕類２９５，器台２，坩１，不明４），土製品１点（球状

土錘），石器２点（敲石，磨石），鉄製品３点（釘，火打金，不明）のほか，混入と考えられる弥生土器片１８点，

須恵器片１６点（坏類１１，高台付坏１，蓋３，壺類１）が出土している。南部は撹乱を受けており，床面の遺物

は中央部から北部に偏って出土している。６４３は中央部と北部の床面から出土した破片が接合したものである。

６３９・６４１は北西部の床面，ＤＰ４７は東壁際の床面から出土している。６４２は覆土中層から床面にかけて出土した

破片が接合したもので，埋没時に混入又は投棄されたものと考えられる。ＴＰ４０は北東コーナー部の床面，Ｑ９２

はＰ１の上層，Ｍ４８は南西部の覆土下層，Ｍ４７・Ｍ４９は北西部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土した土器から４世紀前半と考えられる。

炉土層解説
１  オリーブ褐色 粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２  暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１  黒 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４  褐　 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５  褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

６  褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
９  にぶい褐色 ロームブロック・炭化粒子微量
１０  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１１７号住居跡出土遺物観察表（第２５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％中層口縁部内外面丁寧なナデ普通橙石英・雲母・赤
色粒子―（３．３）［１２．０］坩土師器６３８

６０％床面器受部内外面，脚部外面ヘラ磨き　内面刷毛目
調整普通橙長石・雲母―（５．６）［７．９］器台土師器６３９

６０％中層器受部外面，脚部外面ヘラ磨き普通にぶい橙長石・石英・雲母―（５．６）―器台土師器６４０

５％床面底部内面ナデ普通明赤褐長石・石英［９．０］（１．８）―甕土師器６４１

５％中層～床面外面刷毛目調整　内面ナデ普通明赤褐長石・石英―（７．４）［２８．２］甕土師器６４２

７０％床面口辺部横ナデ　体部外面刷毛目調整　下位ヘラ
削り普通橙赤色粒子４．７２３．２１７．０甕土師器６４３

５％床面胴部，附加条二種縄文による施文普通にぶい黄橙長石・石英―（４．１）―壺弥生土器ＴＰ４０

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ孔径最大径器種番号

ＰＬ２０床面指頭圧痕を残すナデ　一方向からの穿孔石英２４．８３．００．８２．９球状土錘ＤＰ４７

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０Ｐ１上層全側面を使用瑪瑙９３９．５４．８１０．１１４．３敲石Ｑ９２

上層全側面を使用砂岩６１８．０４．７７．４１３．６磨石Ｑ９３

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

中層刃部欠損　鉄（１１．１）０．４２．１（５．６）刀子Ｍ４７

下層頭部屈曲　断面方形鉄７．２０．５１．０６．７釘Ｍ４８

中層頂部遺存　断面扁平鉄（３．１）０．１（４．４）（２．４）火打金ヵＭ４９
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　第１１８号住居跡（第２６図）

位置　調査区南部のＥ６ｃ４区で，なだらかに傾斜する台地の縁辺部に位置している。

重複関係　第１４８号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南西コーナー部が調査区域外に延びているため，長軸５．８８�，短軸５．２４�が確認され，長方形又

は方形と推測される。主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１８～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

ピット　３か所。Ｐ１は深さ６８�で，位置と形状から柱穴と考えられる。Ｐ２・Ｐ３は深さ３７・１２�で，性格

は不明である。

覆土　７層に分層される。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。
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第２６図　第１１８号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片１２０点（甕類１１９，高坏１），土製品１点（土玉），石器２点（磨石），鉄製品１点（鎌）

のほか，流れ込んだ弥生土器片１２点，混入した須恵器片１点（甕類）が出土している。６４４は南壁際の床面，

６４５は西部の床面から出土している。いずれも破片であることから，住居の廃絶時に投棄されたと考えられる。

ＴＰ４１は覆土下層，ＤＰ４８は覆土中層から出土しており，埋没途中に混入又は投棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土した土器から４世紀代と考えられる。

　第１１９号住居跡（第２７・２８図）

位置　調査区南部のＥ７ｉ０区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　北東側が調査区域外に延びているため，長軸４．４０�，短軸３．７５�が確認され，長方形又は方形と

推測される。主軸方向はＮ－２８°－Ｅである。壁高は２５～２８�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部からやや北西寄りに位置している。長径４０�，短径３４�の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた

地床炉である。炉床は，中央部から西側が火熱を受け赤変硬化している。

　　

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１４～２９�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１４�，Ｐ２

とＰ３の間で，炉と向かい合う位置にあり，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ８は深さ１６～５３�

で，性格は不明である。

覆土　５層に分層される。レンズ状の堆積状況であることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２８１点（坏類３３，高坏３，甕類１３７，坩１０８），石器１点（磨石）のほか流れ込んだ弥生

土器片２７点と混入した須恵器片２点（坏類）が出土している。遺物は南東コーナー部から多く出土している。

６４６・６４９は正位で南東コーナー部の床面，６４７は西部の床面，６４８は南部の床面から出土している。Ｑ９４は覆土

中層から出土しており，埋没の途中に投棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から４世紀後半と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
２  褐 色 ロームブロック微量
３  褐　 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  褐　 色 ローム粒子多量

５  暗 褐 色 ロームブロック微量
６  褐　 色 ローム粒子多量
７  暗 褐 色 ローム粒子微量

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

第１１８号住居跡出土遺物観察表（第２６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％床面坏部内外面ナデ　坏部成形後，脚部貼り付け普通橙長石・石英・雲母―（２．０）―高坏土師器６４４

５％床面口辺部内外面刷毛目調整　口唇部ナデ普通橙長石・石英・雲母―（３．８）［１４．８］甕土師器６４５

５％下層胴部附加条二種縄文による羽状構成普通橙長石・石英・雲母―（４．８）―壺弥生土器ＴＰ４１

備考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ孔径最大径器種番号

ＰＬ２０中層指頭圧痕を残すナデ　一方向からの穿孔長石・雲母２２．３２．６０．６２．９球状土錘ＤＰ４８

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４  褐　 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
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第２８図　第１１９号住居跡出土遺物実測図

第１１９号住居跡出土遺物観察表（第２７・２８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％ ＰＬ１４床面口辺部内外面ヘラ磨き　体部外面ヘラ削り普通にぶい橙長石・石英・雲母・
赤色粒子―６．７１２．２坩土師器６４６

２０％床面口辺部外面ヘラ磨き　内面丁寧なナデ普通にぶい橙長石・石英―（７．４）［１１．８］坩土師器６４７

８５％床面体部外面刷毛目調整　内面ヘラナデ普通橙長石・石英・雲母・
赤色粒子２．２１２．５１０．４小形甕土師器６４８

７０％床面体部外面刷毛目調整後ヘラ削り普通橙長石・石英・雲母４．６１７．４１４．３甕土師器６４９

５％中層口唇部，棒状工具による刻み　口辺部櫛歯状工
具（５本）による波状文普通にぶい黄橙長石・石英―（３．４）―壺弥生土器ＴＰ４２

５％中層胴部，附加条一種縄文による施文　底部布目痕普通橙長石・石英［６．６］（２．４）―壺弥生土器ＴＰ４３

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

中層全側面を使用砂岩５５２．３３．９８．４１１．９磨石Ｑ９４

　第１２０号住居跡（第２９図）

位置　調査区南部のＦ８ｅ３区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南側が調査区域外に延びているため，長軸４．４５�，短軸２．２６�が確認され，方形又は長方形と推

測される。主軸方向はＮ－３３°－Ｅである。北コーナー部の壁は削平されており，残存している壁高は２～６

�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さが３０・４６�で，位置と形状から柱穴と考えられる。Ｐ３は深さが１６�で，

性格は不明である。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片８点（甕類）と混入した弥生土器片１点（壺）が出土している。６５０はＰ１内の底面

と覆土下層から出土した破片が接合したもので，廃絶時に投棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から４世紀代と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
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　第１５０号住居跡（第３０～３３図）

位置　調査区南部のＥ７ｃ１区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２３７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸４．７８�，短軸４．６１�の方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は４７～６５�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。

竈　北壁の中央部やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１２�，袖部幅は１．６８�であ

る。袖部は地山の高まりを基部として，砂質粘土を混ぜたローム土で構築されている。火床部は床面を皿状に

掘りくぼめており，火床面は全体が火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に２８㎝ほど三角形状に掘り込

まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。第３・４層は天井部の崩落層である。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子

微量
３  にぶい褐色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

５  にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
７  褐　 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
８  明 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量

第１２０号住居跡出土遺物観察表（第２９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５０％底面～Ｐ１下層体部外面下位ヘラ削り　内面ナデ普通橙長石・石英・雲母２．４７．７［１０．４］坩土師器６５０
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ピット　９か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ７５～９８�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１９�で，竈

と向かい合う位置にあり，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９は深さ２３～３９�で，性格は不明

である。

９  赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム
粒子微量

１０  暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子
微量

１１  褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量

１２  暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

C

A

D

SK237

P3

P5 P7

P2
P6

652

654

655

P9

P8

P4 P1

Q96

653

E7c1

G G

C

A
D

F
F

B E

B E

A A

C

D

C

D

29.2m

15
14

13 12

5 3

2

5

4 7
8

15
6

1 1 1 1K K K K K K

B
B

E
E

K

5

1
1

2
3

9 10

10

11

65
3

65
5

65
4

65
2

Q
96

15

K
K

K

2m0

第３０図　第１５０号住居跡実測図（１）



－　　－38

F F G G
29.2m

1

2

3

4

5

7

12

1

6

10
10

11
8

8

9 9

5

7

4

3

K
1

2

1m0

第３１図　第１５０号住居跡実測図（２）

651

652

653

655
10cm0

第３２図　第１５０号住居跡出土遺物実測図（１）

覆土　１５層に分層される。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片５８点（坏類１，甕類５７），須恵器片１４点（坏類９，甕類２，壺類３），陶器片１点（不

明），石器２点（砥石，不明），鉄製品２点（釘ヵ）のほか，流れ込んだ縄文土器片２点，弥生土器片７点が出

土している。遺物は中央部から北部にかけて多く出土している。６５３は竈の右袖部の基部から出土しており，

竈の構築材にしたと考えられる。６５２・６５４は床面から出土している。６５５は覆土中層から床面にかけて出土した

破片が接合したものである。Ｑ９５・Ｑ９６は覆土上層から出土している。ともに，埋没の途中に投棄されたと考

えられる。

所見　時期は，出土土器から７世紀後半と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  黒　褐　色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
６  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７  褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８  褐　 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
９  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

１０  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土
粒子微量

１１  黒　褐　色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土
粒子微量

１２  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３  褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１４  暗　褐　色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
１５  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第３３図　第１５０号住居跡出土遺物実測図（２）

第１５０号住居跡出土遺物観察表（第３２・３３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中口縁部内外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通明黄褐長石・石英―（２．６）［１１．２］坏土師器６５１
２５％　自然釉

ＰＬ１４床面頸部成形後胴部貼り付け普通灰オリーブ長石―（１１．５）１１．５長頸壺須恵器６５２

５％竈袖部内口辺部内外面横ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―（５．４）［１４．１］甕土師器６５３

２０％床面口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り普通橙長石・石英・雲母―（１５．０）［２２．６］甕土師器６５４

７０％ ＰＬ１４中層～床面口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り普通にぶい橙長石・石英・雲母［８．０］２７．２１７．０甕土師器６５５

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

上層表面と側面に擦痕　裏面は剥離面　砥石の破片ヵ凝灰岩（４．８）（０．４）２．５（２．４）不明Ｑ９５

上層砥面３面砂岩（３１３．８）４．６（９．６）（６．８）砥石Ｑ９６

表４　古墳時代住居跡一覧表

 備　　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物覆土
内　　部　　施　　設

床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
炉・竃貯蔵穴ピット 出入口主柱穴壁溝

本跡→ＳＢ５５土師器　石器―炉――１４―平坦―［３．７］×［３．０］［長方形］Ｎ－８ －゚ＥＢ２ｂ０１０８

土師器　石器人為炉―――――平坦６～１８３．１１×２．７５長方形Ｎ－６５－゚ ＷＥ６ｃ８１０９
本跡→ＳＢ６４・
ＰＧ９土師器人為――――４―平坦１２～２０５．７０×５．３３方形Ｎ－４５－゚ＥＢ２ｅ９１１６

ＴＰ１４→本跡土師器　土製品　石器　鉄製品人為炉―――３―平坦２４～２６６．０５×６．０２［方形］Ｎ－１ －゚ ＷＣ３ａ５１１７

本跡→ＳＩ１４８土師器　土製品　石器　鉄製品自然――２―１―平坦１８～２２５．８８×５．２４［長方形］Ｎ－７ －゚ＥＥ６ｃ４１１８

土師器　石器自然炉―３１４―平坦２５～２８４．４０×（３．７５）［方形］Ｎ－２８－゚ＥＥ７ｉ０１１９

土師器不明――１―２―平坦２～６（４．４５）×（２．２６）［長方形］Ｎ－３３－゚ＥＦ８ｅ３１２０

ＳＫ２３７→本跡土師器　須恵器　陶器　石器　
鉄製品自然竈―４１４全周平坦４７～６５４．７８×４．６１方形Ｎ－８ －゚ＥＥ７ｃ１１５０

５　奈良・平安時代の遺構と遺物

　奈良・平安時代の遺構は，竪穴住居跡３２軒，掘立柱建物跡１０棟，井戸跡１基，柵跡１列，土坑５基が確認

された。以下，遺構と遺物について記述する。

　

　（１）竪穴住居跡
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　第１２１号住居跡（第３４～３７図）

位置　調査区北部のＢ３ｅ２区で，平坦な台地上に位置している。

第３４図　第１２１号住居跡実測図
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規模と形状　長軸５．０２�，短軸４．８０�の方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｅである。壁高は２８～３０�で，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，ほぼ全周している。　

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．００�，袖部幅は１．８０�である。袖部は床

面と同じ高さの地山面の上に，ロームブロック主体の褐色土を基部として，その上に砂質粘土を含む土を用い

て構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，燃焼部全体が火熱により赤変硬化している。とくに火床

面は赤変硬化が顕著である。煙道部は壁外に３４�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６２～８８�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１５�で，竈と向か

い合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　６層に分層される。ロームブロックが多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３９８点（坏類４，甕類３８６，甑８），須恵器片１６５点（坏類１１１，高台付坏１９，蓋１２，盤

１３，短頸壺１，甕類９），石器１点（砥石），流れ込んだ弥生土器片１７点が全域の覆土上層から床面にかけて出

土している。６５６・６５７・６６７は北東コーナー部の覆土下層から床面にかけて，６６０・６６２・６６３・６６５・６６６・６６９

は中央部の覆土上層から床面にかけて，６７１はＰ２の覆土中層から立位の状態で，Ｑ９７は中央部の床面からそれ

ぞれ出土している。いずれも住居の廃絶時に投棄又は遺棄されたものと考えられる。

所見　竈の使用痕跡や８世紀後葉から９世紀前葉にかけての土器が出土していることから，比較的長期間の居

住が考えられる。廃絶時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化粒子微量
２  黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子

少量，ローム粒子微量　
３  赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，砂質粘土ブ

ロック・ローム粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土ブロック・

ローム粒子微量　
５  褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量，

焼土粒子微量
６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

７  褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量　
８  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９  にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量　
１０  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１  暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２  にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量　
１３  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
１４  褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５  褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物・粘
土粒子少量

６  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

10cm0

656 657 659

第３５図　第１２１号住居跡出土遺物実測図（１）
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第３６図　第１２１号住居跡出土遺物実測図（２）

658

660

662

661

664

666

663

665

667

668

669
671

10cm0



－　　－43

大 塚 遺 跡

670

Q97

10cm0

第３７図　第１２１号住居跡出土遺物実測図（３）

　第１２２号住居跡（第３８・３９図）

位置　調査区北部のＢ３ｆ４区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸３．４１�，短軸２．８７�の長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は２６～３０�で，ほぼ直

立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで０．８２�，袖部幅は１．０５�である。袖部は床

面と同じ高さの地山面の上に，ロームブロック主体の褐色土を基部として，その上に細礫と砂質粘土を混ぜた

土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，火床面が火熱により赤変硬化している。煙道部

は壁外へ２３�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。第２・６層は天井部の崩落層である。

第１２１号住居跡出土遺物観察表（第３５～３７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１００％ ＰＬ１５下層内面ヘラ磨き後ナデ　体部下端回転ヘラ削り　
底部回転ヘラ切り普通浅黄橙長石・石英・黒

雲母８．１４．７１５．１坏土師器６５６

１００％ ＰＬ１５床面直上底部回転ヘラ切り後ナデ普通オリーブ灰長石・石英・針
状鉱物８．８４．２１４．４坏須恵器６５７

８０％
油煙付着 ＰＬ１５下層底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰黄長石・石英７．２５．０１３．２坏須恵器６５８

４０％　底部墨書
「高宍公」・ヘラ
書き　 ＰＬ１９

下層底部一方向のヘラ削り普通黄灰長石・針 状 鉱
物・細礫８．０４．５［１３．４］坏須恵器６５９

２０％
底部刻書上層底部ナデ普通灰石英・針状鉱物７．２（２．１）－坏須恵器６６０

９０％ ＰＬ１７床面直上体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英・針
状鉱物９．８５．３１４．７高台付坏須恵器６６１

３０％
底部墨書「□」床面体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り普通灰白長石・石英・針

状鉱物［１０．０］（４．４）－高台付坏須恵器６６２

８０％　底部ヘ
ラ書き　墨書
「八田□」

中層体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英１１．９７．２［１８．４］高台付坏須恵器６６３

４０％　Ｐ３上層底部回転ヘラ切り普通灰白長石・石英・針
状鉱物１０．３４．２［１６．２］盤須恵器６６４

３０％　床面底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英・針
状鉱物［９．８］３．５［１７．０］盤須恵器６６５

４０％　下層底部回転ヘラ切り普通暗灰黄長石・石英・針
状鉱物［９．３］３．８［１５．６］盤須恵器６６６

１００％ ＰＬ１７床面天井部回転ヘラ削り良好灰長石・石英・針
状鉱物－２．７１３．６蓋須恵器６６７

５０％中層天井部回転ヘラ削り普通にぶい黄長石・石英・黒
色粒子－５．３［１８．６］蓋須恵器６６８

５％
外面自然釉上層ロクロ成形普通灰長石・石英・針

状鉱物－（３．７）［１１．２］短頸壺須恵器６６９

１０％中層口縁部内外面ナデ　内面ヘラナデ普通にぶい橙長石・石英・雲母・
赤色粒子－（１４．６）［２３．６］甕土師器６７０

４０％Ｐ２中層口縁部内外面ナデ　内面ヘラナデ　輪積み痕　
外面上端ヘラナデ　下端ヘラ削り　単孔普通橙長石・石英・雲母［１１．８］２８．２［２６．８］甑土師器６７１

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０床面砥面４面酸性凝灰岩（７９．６）（２．１）４．５（６．２）砥石Ｑ９７



－　　－44

D

B B

B B

K

C

C

D

E
E

D D E E

A

A

C

C

A

A

2m0

1m0

673

P1
P2

P3

B3f5

29.0m

29
.2

m

67
3

1
2

3
4

5

1

2

3

5

67

8
9

10

11

7

8 10

1

1

2

2
2

2

3
4

5
5

5

K

K

K

K

第３８図　第１２２号住居跡実測図

ピット　３か所。Ｐ１は深さ２７�で，竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Ｐ２・Ｐ３は性格不明である。

覆土　５層に分層される。ロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考え

られる。

遺物出土状況　土師器片１２点（甕類），須恵器片９点（坏類４，蓋３，高盤１，甕類１），流れ込んだ弥生土器

片１点が出土している。６７２は覆土中，６７３は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２  にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量
３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
４  褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物焼土

粒子微量　
５  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量

６  にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子少量

７  明 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・細礫少量，
焼土ブロック・炭化物微量

８  褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化物・焼土粒子微量
９  褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１０  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１１  明 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１  暗　褐　色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗　褐　色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  褐　 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子粘土粒

子微量

４  オリーブ色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，炭化粒
子少量，焼土粒子微量

５  褐　 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第３９図　第１２２号住居跡出土遺物実測図

第１２２号住居跡出土遺物観察表（第３９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中底部回転ヘラ切り普通黄灰長石・石英［７．１］（３．８）－坏須恵器６７２

３０％中層天井部回転ヘラ削り普通黄灰長石・石英・針
状鉱物－２．７［１４．２］蓋須恵器６７３

　第１２３号住居跡（第４０・４１図）

位置　調査区北部のＢ３ｈ５区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第６０号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．０８�で，短軸３．６２�の方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｅである。壁高は２５～３８�で，直立し

ている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで０．９６�，袖部幅は１．８０�ほどである。袖部

は床面と同じ高さの地山面の上に，砂質粘土主体の褐色土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼ

められ，燃焼部全体が火熱により赤変硬化している。とくに火床面は赤変硬化が顕著である。煙道部は壁外に

３７�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第２層は，天井部の崩落層である。

ピット　３か所。Ｐ１は深さ１５�で，竈に向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

その他のピットは性格不明である。

覆土　３層に分層される。各層にロームブロックが多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片１９６点（坏類１３，高台付坏２，甕類１８１），須恵器片１０９点（坏類５０，高台付坏１，蓋１０，

盤３，甕類４５），土製品１点（紡錘車），石器１点（磨石），鉄器１点（鎌），流れ込んだ弥生土器片５点が全域

の覆土上層から床面にかけて出土している。６７４・６８０・６８３は覆土中，６７６・６７９・Ｑ９８は中央部の床面，６７８・

６８１・ＤＰ４９は南部壁際の覆土上層から下層，６７５・６７７は西壁際の覆土上層から下層にかけて，ＴＰ４４は竈内，Ｍ

５０は北東部の覆土上層からそれぞれ出土している。６８２は竈内と竈前から出土した破片が接合している。火熱

竈土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，粘土

粒子微量
２  オリーブ色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化物・焼

土粒子微量
３  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，粘土粒

子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子・粘土粒

子少量　
５  黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

少量
 

６  褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化物少量，ローム粒子
微量

７  暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子
少量，ローム粒子微量

８  褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９  にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量，炭化粒子微量
１０  黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子中量，ローム粒

子・焼土粒子微量
１１  明 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量，ロームブ

ロック微量

土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子・粘土粒子少量，

焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
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は受けていない。いずれも住居の廃絶時に投棄又は遺棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第４０図　第１２３号住居跡出土遺物実測図
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第１２３号住居跡出土遺物観察表（第４０・４１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％
体部墨書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通橙金雲母・黒雲母・

針状鉱物－（２．３）－坏類土師器６７４
８０％
底部ヘラ書き下層底部回転ヘラ切り後ヘラナデ普通灰長石・石英・針

状鉱物６．７４．８［１４．０］坏須恵器６７５

７０％ ＰＬ１５床面体部下端・底部手持ちヘラ削り普通暗灰黄長石・石英・雲母７．３５．２１４．３坏須恵器６７６
１０％
底部ヘラ書き上層底部回転ヘラ削り不良橙長石・石英［７．７］（３．２）－坏須恵器６７７

８０％ ＰＬ１５中層内面摩耗　体部下端ヘラ削り　底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英・雲母［６．１］５．３［１０．９］高台付坏土師器６７８

７０％　床面内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英・雲母６．３５．１［１１．６］高台付坏土師器６７９

１０％覆土中内面ヘラ磨き普通橙長石・石英・黒
雲母－（３．６）［１５．６］高台付坏土師器６８０

４０％床面直上底部回転ヘラ削り不良明赤褐長石・石英・雲母［１０．４］３．０［２１．５］盤須恵器６８１

３０％竈内～床面天井部回転ヘラ削り良好黒褐長石・石英・針
状鉱物－２．６［１８．４］蓋須恵器６８２

５％覆土中ロクロナデ　透かし有り良好黒褐長石・石英・針
状鉱物［１４．４］（１．６）－高盤須恵器６８３

５％上層ロクロナデ　焼成後穿孔普通灰長石・石英・針
状鉱物－（１０．６）［３１．３］甑須恵器６８４

５％竈内内面ナデ　外面横位の叩き普通橙長石・雲母－（１２．０）－甕須恵器ＴＰ４４

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ孔径最大径器種番号

ＰＬ２０上層ナデ石英・雲母１８．４１．１０．７３．９紡錘車ＤＰ４９

第４１図　第１２３号住居跡出土遺物実測図
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備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

床面全面使用石英１，１２０７．０７．５１４．０磨石Ｑ９８

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１上層刃先部欠損　基部は全体を折り返す鉄（３０．９）０．３３．０（１０．０）鎌Ｍ５０

　第１２４号住居跡（第４２・４３図）

位置　調査区北部のＢ２ａ２区で，緩やかな傾斜地に位置している。

規模と形状　南西部は調査区域外に延びている。確認できた範囲は長軸５．７０�，短軸５．０３�の不定方形で，主

軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は４４～５０�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，東壁下を巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで０．９５�，袖部幅は１．５２�である。袖部は床

面と同じ高さの地山面の上に，砂質粘土主体の土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，

燃焼部全体が火熱により赤変硬化している。とくに火床面は赤変硬化が顕著である。煙道部は壁外に１２�掘り

込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第１層は，天井部の崩落層である。第１５層以下は，竈の掘り

方の埋土である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ５２～６７�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４・Ｐ５は深さ２４～２６�で，

性格は不明である。

覆土　４層に分層される。各層にロームブロックが多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１９９点（坏類６，甕類１９３），須恵器片５８点（坏類２６，高台付坏１０，蓋４，甕類１７，円

面硯１），石製品１点（紡錘車），鉄製品４点（釘３，不明１），流れ込んだ弥生土器片３点が東部の覆土上層

から床面にかけて多く出土している。６８５は北西部の床面，６８６は北東部の覆土中層，Ｑ９９・Ｍ５１～Ｍ５４は覆土

中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１  にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量
３  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・砂

質粘土粒子微量
４  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量　
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子少量
６  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子少量
７  褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
８  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
９  にぶい橙色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック多量，ローム粒

子・炭化粒子微量

１０  にぶい褐色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
１１  明 褐 灰 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
１２  褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子・鹿沼パミス微量
１３  明 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１４  褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１５  赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子・

粘土粒子微量
１６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒子・

砂質粘土粒子微量
１７  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子・鹿沼パミス微量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化物少量
２  黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

３  褐 色 ロームブロック中量
４  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
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第４２図　第１２４号住居跡実測図
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第４３図　第１２４号住居跡出土遺物実測図

第１２４号住居跡出土遺物観察表（第４３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％ ＰＬ１５床面底部回転ヘラ削り普通灰長石・石英・針
状鉱物８．２４．２１３．６坏須恵器６８５

３０％中層天井部回転ヘラ削り普通オリーブ灰長石・石英－（２．５）［１６．２］蓋須恵器６８６

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中全面摩耗泥岩（７．２）０．６（２．６）（４．２）紡錘車Ｑ９９

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１覆土中断面方形鉄（４．７）０．３２．０（７．３）不明Ｍ５１

ＰＬ２１覆土中頭部断面長方形　先端部断面方形鉄（９．８）０．４１．１（８．４）釘Ｍ５２

覆土中断面方形　先端欠損　鉄（２．６）０．４０．８（３．０）釘Ｍ５３

覆土中断面方形　両端欠損鉄（２．４）０．４０．４（３．２）釘Ｍ５４

　第１２５号住居跡（第４４・４５図）

位置　調査区北部のＡ２ｊ３区で，緩やかな傾斜地に位置している。

重複関係　第１３７号住居に掘り込まれている。

規模と形状　西側を第１３７号住居に掘り込まれているため，南北軸２．８９�，東西軸は３．０�ほどの方形または長

方形と推測される。主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は１４�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，北東コーナー部を巡っている。

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで０．９１�，火床面は皿状に掘りくぼめられている。

煙道部は壁外に７１�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第２層は，天井部の崩落層である。

　

ピット　１か所。深さ２９�で，竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分層される。壁際から土砂が流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

竈土層解説
１  暗　褐　色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量，ロー

ム粒子微量
２  にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・

炭化材少量

３  暗　褐　色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗　褐　色 ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　土師器片６４点（坏類６，甕類５８），須恵器片２０点（坏類１８，蓋２），流れ込んだ弥生土器片１点，

混入した瓦片１点が出土している。６８７は北東部の床面から，つぶれた状態で出土している。

所見　時期は，出土土器と重複関係から，８世紀後半と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３  褐 色 ロームブロック中量

４  褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量
５  明 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
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第４４図　第１２５・１３７号住居跡実測図
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10cm0687

第１２５号住居跡出土遺物観察表（第４５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％床面口縁部横ナデ　内面ヘラナデ　外面下端ヘラ磨き普通にぶい褐石英・雲母－（２４．７）［２１．８］甕土師器６８７

　第１２６号住居跡（第４６・４７図）

位置　調査区北部のＡ２ｉ４区で，緩やかな傾斜地に位置している。

重複関係　第１２７号住居跡を掘り込み，第１８４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．３０�，短軸４．２７�の方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は４～２１�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部と西壁際の中央部が踏み固められている。壁溝が，北部を除いて巡っている。中央部

には粘土と焼土の範囲が確認されている。床面が火熱により赤変しているため，竈部材の流れ込みとは考えに

くく，炉の可能性が考えられる。

竈　北壁中央部に付設されている。撹乱を受けているため，残存部分で，焚口部から煙道部まで０．７５�である。

右袖部は床面と同じ高さの地山面の上に，粘土で構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，燃焼部は

火熱により赤変している。とくに火床面は赤変硬化が顕著である。煙道部は壁外に４９�掘り込まれ，火床面か

ら外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴　北西コーナー部に位置し，長径８９�，短径７３�の楕円形で，深さ５１�である。東壁は段を持ち，外傾

して立ち上がっている。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

３  にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量

第４５図　第１２５号住居跡出土遺物実測図
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ピット　６か所。Ｐ３・Ｐ５は竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。その他

のピットは性格不明である。

覆土　２層に分層される。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片１３５点（坏類１５，高台付坏１，甕類１１９），須恵器片２６点（坏類５，蓋２，甕類１，甑

１８），流れ込んだ弥生土器片１点が出土している。６８８は東壁際の壁溝中から斜位で，６８９はＰ１の覆土上層から

正位で，６９０は貯蔵穴の覆土下層，６９１は竈右袖跡の覆土下層から出土している。６９２は竈の補強材として用いら

れており，縦に半割した破片を，それぞれ口縁部が逆位の状態で両袖に貼り付けられて出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２  暗 褐 色 ローム粒子微量

第４６図　第１２６号住居跡実測図

貯蔵穴土層解説
１  黒 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・ローム粒子微量
２  暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

３  褐 色 鹿沼パミス多量，ローム粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量
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第４７図　第１２６号住居跡出土遺物実測図
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第１２６号住居跡出土遺物観察表（第４７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
９０％　体部墨書
「志万」　ＰＬ１５・１９壁溝内内面ヘラ磨き　体部下端・底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英５．５４．５１２．６坏土師器６８８
１００％　油煙付着
 ＰＬ１６Ｐ１上層底部回転ヘラ切り普通灰石英・雲母・針

状鉱物６．８４．７１４．１坏須恵器６８９

５％貯蔵穴下層ロクロ成形普通灰黄長石・石英・黒色
粒子・針状鉱物－（９．６）－短頸壺須恵器６９０
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％竈前下層口縁部横ナデ　内面ヘラナデ　外面ヘラ磨き普通橙長石・石英・雲母－（１１．６）［２１．２］甕土師器６９１

４０％　竈補強材竈袖部ロクロ成形　内面ヘラナデ　下端ヘラ削り　外
面ヘラナデ普通黄灰長石・石英・雲

母・針状鉱物［１４．４］２９．１［２７．３］甑須恵器６９２

　第１２７号住居跡（第４８・４９図）

位置　調査区北部のＡ２ｉ４区で，緩やかな傾斜地に位置している。

重複関係　第１２６号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸３．７８�，短軸３．６７�の方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は１４～３０�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，北東部の壁下を除いて巡っている。
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第４８図　第１２７号住居跡実測図
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竈　北壁中央部に付設されている。左袖部は第１２６号住居に掘り込まれている。残存している部分で，焚口部

から煙道部まで０．９６�で，袖部は床面と同じ高さの地山面の上に，砂質粘土を用いて構築されている。火床部

は皿状に掘りくぼめられている。煙道部は壁外に２１㎝掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第

８層以下は，竈の掘り方の埋土である。

竈土層解説
１  褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，

焼土粒子微量
２  褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒

子・焼土粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，砂質粘土ブロッ

ク・ローム粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック・砂

質粘土ブロック微量
５  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒

子・鹿沼パミス微量

６  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼
パミス微量

７  明 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

８  明 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子微量

９  明 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子・鹿沼パミス微量
１０  にぶい赤褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子微量
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第４９図　第１２７号住居跡出土遺物実測図
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ピット　２か所。ともに竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　４層に分層される。壁際から土砂が流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１２７点（坏１，甕類１２６），須恵器片１５点（坏類９，蓋１，盤２，甕類３），土製品１点

（支脚），流れ込んだ弥生土器片５点が出土している。６９３・６９６・６９７・ＤＰ５０は竈の支脚として使用されたもの

で，下から６９６・６９３・６９７・ＤＰ５０の順でそれぞれ逆位で出土している。６９４は北東部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子微量

第１２７号住居跡出土遺物観察表（第４９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％ ＰＬ１７竈内体部下端・底部回転ヘラ削り普通灰長石・石英９．０５．０１３．０高台付坏須恵器６９３

８０％　床面底部回転ヘラ切り普通灰オリーブ長石・石英・針
状鉱物９．１３．７１６．２盤須恵器６９４

５％竈内被熱により調整不明普通明赤褐長石・石英・小礫－（１５．６）［２０．０］甕土師器６９５

２０％竈内内面ヘラナデ 普通橙長石・石英・雲母７．７（６．０）－甕土師器６９６

１０％竈内内面ヘラナデ　輪積み痕　外面ヘラ磨き普通にぶい赤褐長石・石英・赤
色粒子８．９（７．５）－甕土師器６９７

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ幅長さ器種番号

竈内指頭圧痕の残るナデ赤色粒子・砂粒（１６２．９）（７．４）（７．１）（６．２）支脚ＤＰ５０

　第１２８号住居跡（第５０図）

位置　調査区北部のＢ２ｄ５区で，緩やかな傾斜地に位置している。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びているため，確認できた範囲は長軸５．５２ｍ，短軸５．０９ｍの方形又は長方

形と推測され，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は最大１６�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈　北壁中央部に付設されている。遺構確認の段階で床面が一部露出しており，竈も火床面のみの確認である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ８６～９４�で，規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４・Ｐ５は性格不明

である。

覆土　３層に分層される。大部分が撹乱を受けており，層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片２３点（坏類５，甕類１６，甑２），須恵器片１１点（坏類１０，甕１），流れ込んだ弥生土器

片３点が東部の覆土下層から床面を中心に出土している。６９８は北東コーナー部の床面，６９９は東壁際の床面か

らそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１  黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
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第５０図　第１２８号住居跡出土遺物実測図
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第１２８号住居跡出土遺物観察表（第５０図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％　床面口縁部横ナデ　内面ナデ　外面ヘラ削り普通橙長石・赤色粒子－４．７１４．９坏土師器６９８

３０％床面直上底部回転ヘラ削り普通黄灰長石・石英・針
状鉱物［８．２］４．４［１４．０］坏須恵器６９９

　第１２９号住居跡（第５１・５２図）

位置　調査区北部のＢ２ｆ０区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１３０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸４．７８�，短軸４．７２�の方形で，主軸方向はＮ－１４°－Ｅである。壁高は２０～２５�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，南壁下を除いて巡っている。南部のＰ５付近は貼り

床で，褐色土（覆土土層断面図，第１１層）を埋め土してつくられている。

竈　北壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで１．０７�，袖部幅は１．３８�である。袖部は床面と同じ

高さの地山面の上に，粘土と褐色土を混ぜた土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は

火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外へ５９�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第

９・１０層は，竈の掘り方の埋土である。

ピット　１０か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ７２～９０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ４４�で，竈

と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１０は，位置から壁柱穴と考えら

れる。

覆土　１１層に分層される。ロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と

考えられる。第１１層は貼り床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片４４６点（坏類４，高台付坏４，甕類４３８），須恵器片７９点（坏類２２，高台付坏４，蓋２０，

高盤１，甕類２８，甑４），鉄器１点（刀子），鉄滓３点，流れ込んだ弥生土器片１３点が全域の覆土上層から床面

にかけて出土している。７０２・７０５・７０６は竈内からそれぞれ出土している。７０４は北東コーナー部の床面と竈内

から出土した破片が接合したものである。７０７は中央部の床面と南部中央の覆土下層，Ｐ２の覆土中，竈内から

出土した破片が接合したものである。７０８は南西部の床面，Ｍ５５・Ｍ５６は東壁際の覆土下層からそれぞれ出土し

ている。竈以外から出土した遺物は，接合関係や出土状況から，住居の廃絶に伴い遺棄又は投棄されたものと

竈土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２  にぶい黄褐色 粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
３  暗 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック・

炭化物微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量　
５  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物・

粘土粒子微量

６  にぶい黄褐色 粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化
粒子微量

７  黒 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒
子微量

８  にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
１０  褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

６  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
７  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
９  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１０  褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
１１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第５１図　第１２９号住居跡実測図
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考えられる。竈内から出土した遺物は，二次焼成を受けておらず，破片で出土している状況から竈内にまとめ

て廃棄されたものと考えられる。

所見　出土土器から比較的長期間の居住が考えられる。廃絶時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。
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第５２図　第１２９号住居跡出土遺物実測図

第１２９号住居跡出土遺物観察表（第５２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％　体 部 墨
書「□」　覆土中内面ヘラ磨き普通橙石英・黒雲母・

針状鉱物－（２．０）－坏土師器７００

１０％下層体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向のヘラ削り普通黒石英・雲母［８．０］４．６［１５．３］坏須恵器７０１

１０％竈内体部下端ヘラ削り 底部ナデ普通灰長石・石英［７．５］３．７［１２．４］坏須恵器７０２
５％　体 部 墨
書「□」　覆土中ロクロナデ普通灰黄長石・石英・針

状鉱物－（２．１）［１４．６］坏須恵器７０３
２０％　内面ヘ
ラ書き床面～竈内天井部回転ヘラ削り普通灰長石・石英・針

状鉱物－（３．６）［２６．０］蓋須恵器７０４
５％　外 面 墨
書「□」竈内天井部回転ヘラ削り普通暗灰黄長石・石英・針

状鉱物－（１．４）－蓋須恵器７０５

５％ 竈内天井部回転ヘラ削り普通灰長石・石英・黒
色粒子－（２．９）－蓋須恵器７０６

５％床面～下層口縁部内外面ナデ　内面ヘラナデ普通にぶい褐石英・雲母－（９．６）［２２．８］甕土師器７０７

５％床面内面下端ヘラ削り　外面下端格子目叩き後ヘラ
削り普通にぶい黄褐長石・石英・雲母［１３．８］（１１．２）－甑須恵器７０８

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

下層刃先部・茎部欠損鉄（１４．６）０．４１．２（５．２）刀子Ｍ５５

下層錆化している　着磁性は弱い　鉄（２２．０）（１．５）（２．９）（３．８）鉄滓Ｍ５６
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　第１３０号住居跡（第５３・５４図）

位置　調査区北部のＢ２ｇ０区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１２９・１３３号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．８０�，短軸４．７１�の方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は２４～４６�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南部の中央が踏み固められている。壁溝が，北壁下を除いて巡っている。中央部は火熱によ

り赤変硬化しており，火を焚いた痕跡が確認された。

竈　北壁中央部に付設されている。第１２９号住居に掘り込まれているため，遺存状態が悪く，火床面の焼土がわ

ずかに残るのみである。

ピット　１６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３２～７４�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ４４�で，竈
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と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ８は配置と，Ｐ１～Ｐ４との重

複関係から，Ｐ１～Ｐ４より古い柱穴と考えられる。その他のピットは位置から，壁柱穴と考えられる。

覆土　７層に分層される。不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１４５点（坏類３２，高台付坏６，甕類１０７），須恵器片６０点（坏類２２，高台付坏５，蓋２，

甕類２６，甑５），焼成粘土塊１４点，石器１点（磨石），鉄器２点（刀子），流れ込んだ弥生土器片８点が全域の

覆土上層から床面にかけて出土している。７０９・Ｑ１０１は覆土中，７１０・Ｍ５７はＰ２内，７１１はＰ１０の覆土中，７１２

は南壁際の覆土中層から出土した破片が接合したものである。Ｑ１００は中央部の覆土下層，Ｍ５８は中央部の床

面からそれぞれ出土している。

所見　本跡には７本の柱穴が確認された。柱穴同士の重複関係がみられることから，建て替えが行われた可能

性が考えられる。時期は，出土土器と重複関係から８世紀後葉と考えられる。
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第５４図　第１３０号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量

５  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
６  褐 色 ロームブロック中量
７  黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量
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第１３０号住居跡出土遺物観察表（第５４図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％　
底部ヘラ書き覆土中底部ナデ普通黄灰長石・黒色粒子６．６（０．９）－坏須恵器７０９

６０％Ｐ２内底部回転ヘラ削り　二次焼成不良にぶい赤褐長石・石英・針
状鉱物［８．２］５．３１４．１高台付坏須恵器７１０

３０％　Ｐ１０内底部回転ヘラ削り普通にぶい黄橙長石・針状鉱物［６．４］（３．２）－高台付坏須恵器７１１

３０％中層内面ヘラナデ　外面上端横位の平行叩き　下端
斜位の平行叩き後ヘラ削り　普通褐灰長石・石英・針

状鉱物［１２．９］２２．６［２８．２］甑須恵器７１２

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０下層砥面１面　　筋溝状の研磨痕砂岩８４５５．０７．３１４．９砥石Ｑ１００

ＰＬ２０覆土中砥面１面砂岩３８９３．９５．３１４．６砥石Ｑ１０１

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｐ２上層刃先部・基部欠損鉄（５．８）０．２（１．０）（３．７）刀子Ｍ５７

床面断面方形　茎部鉄（１０．４）０．２（０．９）（３．８）刀子Ｍ５８

　第１３１号住居跡（第５５図）

位置　調査区北部のＢ３ｆ２区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１３２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸２．５７�，短軸２．３２�の方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は１２～２２�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１０�，袖部幅は１．０５�である。袖部は凹

凸に掘り込まれた地山面の上に，砂質粘土とローム土を混ぜて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめら

れ，火床面及び袖の燃焼部側が火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に４８�掘り込まれ，火床面から直

立している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１２～２１�で，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２３�で，竈と向か

い合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片７５点（坏類３，高台付坏１，甕類７１），須恵器片５３点（坏類３８，高台付坏１，蓋７，

盤１，甕類６），流れ込んだ弥生土器片８点が全域の覆土上層から床面にかけて出土している。７１３は中央部の

床面，７１４は北東コーナー部のＰ１確認面，７１５は西部中央の覆土下層，７１６は竈内からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
３  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４  にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

６  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土

粒子微量
８  橙 色 ロームブロック中量

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第５５図　第１３１号住居跡・出土遺物実測図

第１３１号住居跡出土遺物観察表（第５５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％床面底部回転ヘラ切り普通灰長石・針状鉱物７．４４．７１３．３坏須恵器７１３

９０％ ＰＬ１７Ｐ１確認面ロクロナデ　底部回転ヘラ削り後高台貼り付け普通灰長石・針 状 鉱
物・細礫８．８４．０１６．２盤須恵器７１４

２０％下層天井部自然釉により調整不明普通灰長石・黒色粒子－（２．３）［１６．２］蓋須恵器７１５

５％竈内口縁部内外面横ナデ普通にぶい橙長石・雲母－（５．６）［１８．８］甕土師器７１６
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　第１３２号住居跡（第５６～５８図）

位置　調査区北部のＢ３ｇ２区で，平坦な台地上に位置している。

第５６図　第１３２号住居跡実測図
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重複関係　第１３１・１３３号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．５４�，短軸４．２４�の方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｗである。壁高は１８～２４�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，全周していると推測される。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１８�，袖部幅は１．３０�である。袖部は凹

凸に掘り込んだ地山面に暗褐色の土を埋め戻し，粘土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめら

れ，火床面は火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に６１�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっ

ている。第２層は，天井部の崩落層である。第８層は，竈の掘り方の埋土である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５２～６１�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１７�で，竈

と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分層される。レンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１３９点（高台付坏２，甕類１３７），須恵器片４２点（坏類２１，高台付坏１，蓋１２，高盤１，

甕類７），鉄器１点（刀子）のほか，流れ込んだ弥生土器片１１点が全域の覆土中層から床面にかけて出土して

いる。７１７・７１８は西壁際の床面から正位で，重なった状態で出土している。７１９は中央部の覆土下層と竈内から

出土した破片が接合しており，竈の天井部崩落と共に竈前に流れたと考えられる。７２２は南西コーナー部の覆

土中層と下層から出土した破片が逆位で，７２１・７２３は北西コーナー部，南部の中央壁際の床面，Ｍ５９は東部中

央の覆土下層からそれぞれ出土している。７２２・Ｍ５９は住居の廃絶後，早い段階で流れ込んだと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器や重複関係から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，砂質粘

土粒子微量
２  暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土

粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

５  褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子
少量

６  褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土粒
子・炭化粒子微量

７  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微
量

８  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
 

３  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子
少量

４  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
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第５７図　第１３２号住居跡出土遺物実測図（１）
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第５８図　第１３２号住居跡出土遺物実測図（２）

第１３２号住居跡出土遺物観察表（第５７・５８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１００％　床面底部回転糸切り良好灰長石５．５４．３１０．３坏須恵器７１７

１００％　床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰黄長石・石英７．７４．５１１．６坏須恵器７１８

７０％ ＰＬ１６下層～竈内底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰白長石・針状鉱物７．１４．２［１１．６］坏須恵器７１９

４０％床面底部回転ヘラ削り普通灰長石・針状鉱物［９．７］３．５［１３．４］坏須恵器７２０

７０％ ＰＬ１７床面天井部回転ヘラ削り普通黄灰長石・石英・黒
色粒子－３．８１６．０蓋須恵器７２１

８０％　皿部内
面墨書ヵ「□」中層～下層皿部外面下位回転ヘラ削り　透かし有り普通灰長石・石英－（４．８）２３．３高盤須恵器７２２

５％床面口縁部内外面横ナデ　内面ヘラナデ普通橙長石・石英・雲母－（６．２）［２０．５］甕土師器７２３

備考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１下層刃先・茎尻欠損　両関鉄（１３．１）０．４１．３（１０．４）刀子Ｍ５９

　第１３３号住居跡（第５９図）

位置　調査区北部のＢ３ｇ１区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１３０・１３２号住居跡を掘り込み，第５９号掘立柱建物と第１２ピット群に掘り込まれている。

規模と形状　長軸２．７６�，短軸２．６３�の方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｅである。壁高は２４�で，外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈　北壁の東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで０．５０�，袖部幅は１．０６�である。袖部は

床面と同じ高さの地山面の上に，砂質粘土主体の土で構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，燃焼

部全体が火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に５�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がってい

る。第５層は，天井部の崩落層である。

竈土層解説
１  褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化物微量
２  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子・砂質粘

土粒子微量

３  赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土ブロッ

ク微量
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６  褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
７  褐 色 ローム粒子微量

８  灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化
粒子微量

ピット　１か所。深さ１１�で，竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　４層に分層される。土砂が壁際から流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３２点（甕類），須恵器片３点（高台付坏２，甕１），流れ込んだ弥生土器片９点が出土

している。いずれも細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器と重複関係から９世紀前半と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土
粒子微量

　第１３４号住居跡（第６０・６１図）

位置　調査区北部のＢ３ｉ３区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第７ピット群に掘り込まれている。

規模と形状　長軸３．６８�，短軸３．５６�の方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は２５～４６�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北東壁際と西部中央を除いて踏み固められている。壁溝が，ほぼ全周している。

竈　北壁中央に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１９�，袖部幅は１．３５�である。袖部は地山

面を床面より高く掘り残し，その上に暗褐色土，粘土と細礫を混ぜた土を用いて構築されている。火床部は皿
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第５９図　第１３３号住居跡実測図
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状に掘りくぼめられ，煙道部付近が火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，火床面か

ら外傾して立ち上がっている。第１１層は，竈の掘り方の埋土である。

覆土　７層に分層される。不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
４  褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

５  黒 褐 色 ローム粒子微量
６  褐 色 ロームブロック少量
７  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
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竈土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量，

砂質粘土粒子微量
３  褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
４  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土

粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒

子微量

６  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８  黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
９  明 黄 褐 色 粘土ブロック・細礫多量，ローム粒子・焼土粒

子・炭化粒子微量
１０  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第６０図　第１３４号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片３７８点（坏類８，甕類３７０），須恵器片１２４点（坏類８７，高台付坏７，蓋２，盤１１，甕類

１６，瓶類１），鉄器２点（刀子），銅製品１点（丸鞆），鉄滓１点，流れ込んだ弥生土器片１２点が全域の覆土上

層から床面にかけて出土している。７２４は南西部の覆土中層，７２５は竈前の床面と南西部の覆土上層から出土し

た破片が，７２８は竈内と北東コーナー部の覆土中層から出土した破片が接合している。７２６・７２７は同一個体と考

えられ，北西部の覆土中層から竈内にかけて，７２９は竈内，Ｍ６０・Ｍ６１は中央部の覆土下層から床面直上，Ｍ

６２は覆土中から出土している。破片が広範囲に出土している状況から，いずれも住居の廃絶に伴い投棄された

ものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

10cm0

724

725

727

728

729

726

M62

M61
M60

第６１図　第１３４号住居跡出土遺物実測図

第１３４号住居跡出土遺物観察表（第６１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５０％中層底部回転ヘラ切り後高台貼り付け不良にぶい橙長石・石英９．２５．５［１４．５］高台付坏須恵器７２４

５％床面～上層底部回転ヘラ切り後高台貼り付け普通灰黄長石・石英・針
状鉱物９．４（２．９）－盤須恵器７２５

３０％　中層～竈内ロクロナデ普通灰長石・石英・針
状鉱物［１１．６］（１３．８）－長頸瓶須恵器７２６

５％　中層～竈内ロクロナデ　自然釉付着普通暗灰黄長石・石英・黒
色粒子－（５．４）［８．８］長頸瓶須恵器７２７

５％中層～竈内口縁部内外面横ナデ 普通橙石英・雲母－（９．１）［２２．０］甕土師器７２８

５％竈内口縁部内外面横ナデ 普通にぶい橙長石・石英・雲母－（８．５）［１９．８］甕土師器７２９
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備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

床面直上刃先・茎部欠損　両関鉄（７．６）０．２１．１（４．９）刀子Ｍ６０

下層刃先・茎尻欠損 鉄（５．５）０．３１．１（５．１）刀子Ｍ６１

ＰＬ２１覆土中鋲二か所　長方形の垂孔が開く銅（２．８）０．５（２．４）［１．７］丸鞆Ｍ６２

　第１３５号住居跡（第６２・６３図）

位置　調査区北部のＣ３ｄ８区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びているため，確認できた範囲は長軸２．８１�，短軸２．４２�の方形又は長方

形と推測され，主軸方向はＮ－１８°－Ｅである。壁高は２０�ほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

竈　北壁中央に付設されている。撹乱により全容は不明である。確認された袖部幅は１．３７�である。袖部は凹

凸した地山面の上に，砂質粘土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられている。第５層は，

竈の掘り方の埋土である。

竈土層解説
１  暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２  にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

４  にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子微量

５  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
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覆土　３層に分層される。大部分が撹乱を受けているため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片１０３点（坏１，高台付坏２，甕類９９，甑１），須恵器片７８点（坏類５６，高台付坏２，蓋

３，盤４，甕類１３），石器１点（砥石），流れ込んだ弥生土器片５点が出土している。７３０は覆土中，７３２は竈内

からそれぞれ出土している。７３１は覆土中と竈内から出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  にぶい黄褐色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土

粒子微量
 

２  暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土
粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第６３図　第１３５号住居跡出土遺物実測図

　第１３６号住居跡（第６４～６６図）

位置　調査区北部のＣ３ｂ０区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　東部が調査区域外へ延びているため，確認できた範囲は長軸４．２０�，短軸２．９０�の方形又は長方

形と推測される。主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は７～１８�である。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲が踏み固められている。壁溝が，北壁下を除いて巡っている。

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．４５�，袖部幅は１．５０�である。袖部は砂質粘土

を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられている。火床面は焼土の遺存が少ないが，火床面と

煙道部の間は火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に４３�掘り込まれ，火床面から直立している。第

１０・１１層は，竈の掘り方の埋土である。

第１３５号住居跡出土遺物観察表（第６３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英［７．６］４．２［１２．８］坏須恵器７３０

１０％竈内～覆土中底部回転ヘラ削り後高台貼り付け普通灰長石・針状鉱物［１０．５］３．８［１６．２］盤須恵器７３１

５％竈内口縁部内外面横ナデ普通にぶい褐石英・雲母－（７．１）［１４．４］甕土師器７３２

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

中層全面使用ホルンフェルス１２．８０．８３．５３．６磨石Ｑ１０２
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ピット　４か所。Ｐ１は深さ２２�で，竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

その他のピットは位置が不規則で，性格は不明である。

貯蔵穴　北西コーナー部に位置し，長径５９�，短径３８�の楕円形で，深さ２９�である。底面は皿状で，壁は外

傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒

子微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
３  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量
４  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子・
砂質粘土粒子微量

７  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒
子微量

８  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
９  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１０  黒 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１１  赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量
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覆土　４層に分層される。壁際から土砂が流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２４８点（坏類５７，高台付坏１，甕類１８２，甑８），須恵器片２５点（坏類１０，蓋４，甕類

１１），石器１点（砥石），鉄器・鉄製品２点（刀子，釘），流れ込んだ弥生土器片１点が竈内及び北部の覆土中

層から床面にかけて多く出土している。７３３～７３６・７３９・Ｑ１０３は竈内，７３８は貯蔵穴の覆土上層からそれぞれ

出土している。７４０は中央部の覆土下層，Ｍ６３・Ｍ６４は北西部の覆土中層から出土しており，埋没途中に混入

したと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後半と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

焼土粒子微量

４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・砂質
粘土粒子微量
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第６５図　第１３６号住居跡出土遺物実測図（１）
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Q103 10cm0

第６６図　第１３６号住居跡出土遺物実測図（２）

第１３６号住居跡出土遺物観察表（第６５・６６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％竈内内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙長石・石英・赤
色粒子－４．３［１４．６］坏土師器７３３

５％竈内内面ヘラ磨き普通橙長石・石英・雲母［７．４］４．０［１３．８］坏土師器７３４

５％竈内内面ヘラ磨き普通橙石英・雲母－（４．５）［１７．２］坏土師器７３５

１０％竈内内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回
転ヘラ削り普通橙長石・石英・雲母［５．６］４．３［１２．０］坏土師器７３６

５％　猿投産黒
笹１４号窯式期覆土中口縁部内外面刷毛塗り良好明 オ リ ー

ブ灰・灰白緻密－（２．８）［１４．０］碗灰釉陶器７３７

５％貯蔵穴上層口縁部内外面ナデ　内面ヘラナデ　外面ヘラ削り普通橙長石・石英・雲母・
赤色粒子－（９．５）［２２．９］甕土師器７３８

５％竈内口縁部内外面ナデ　内面ヘラナデ　外面ヘラ削り普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・
赤色粒子－（１１．０）－甑土師器７３９

５％下層内外面輪積み痕普通にぶい橙長石・雲母・赤
色粒子－（９．９）［１９．０］置き竈ヵ土師器７４０

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

竈内砥面４面花崗岩１，８２０１０．５１０．６１４．５砥石Ｑ１０３

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

中層刃先部欠損鉄（１８．６）０．３１．１［１１．６］刀子Ｍ６３

中層両端欠損　断面方形鉄（１２．７）０．４０．５（６．５）釘Ｍ６４

　第１３７号住居跡（第４４・６７図）

位置　調査区北部のＡ２ｊ２区で，緩やかな傾斜地に位置している。

重複関係　第１２５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　西部は調査区域外に延びているため，確認された範囲は長軸４．４４�，短軸２．６６�で，方形又は長

方形と推測される。主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は２２～４４�で，直立している。

床　ほぼ平坦で，鹿沼軽石層を踏み固めているが，軟弱である。



－　　－77

大 塚 遺 跡

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで０．５５�である。火床面は皿状に掘りくぼめられて

いる。煙道部は壁外に１５�掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ１４�で，竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　６層に分層される。各層にロームブロックや鹿沼粒子を多く含んでいることや不規則な堆積状況から，

人為堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片５７点（坏類５，甕類５２），須恵器片１１点（坏類６，甕類４，甑１）が竈周辺から出土

している。７４１～７４３は竈内から出土しており，７４１と７４３は逆位で重なった状態で出土しており，竈の支脚とし

て使用されている。７４２は煮炊き用と考えられる。いずれも竈内に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器と重複関係から９世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１  褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量
２  黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
 

４  にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・鹿沼
パミス微量　

５  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６  明 褐 色 鹿沼パミス中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
７  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２  褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量
３  褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量，焼土ブ

ロック・炭化物微量

４  褐 色 ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス少量
５  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

10cm0

741

743

742

第６７図　第１３７号住居跡出土遺物実測図

第１３７号住居跡出土遺物観察表（第６７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％竈内内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り普通にぶい橙長石・石英・雲母５．９（１．０）－坏土師器７４１

５％竈内体部下端ヘラ削り　底部被熱により剥落普通にぶい橙長石・石英７．６（３．３）－甕土師器７４２

５０％竈内内面ヘラナデ　外面ヘラ削り　底部木葉痕普通橙長石・石英６．９（１０．５）－甕土師器７４３
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　第１３８号住居跡（第６８～７１図）

位置　調査区中央部のＣ４ｃ２区で，緩やかな傾斜地に位置している。

規模と形状　西部は調査区域外に延びているため，確認された範囲は長軸５．２１�，短軸４．１６�で，方形又は長

方形と推測される。主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は３３～４６�で，直立している。

床　ほぼ平坦で，東部のＰ１とＰ２の間が硬化している。中央部には粘土と焼土が床面に貼り付いた状態で確

認されている。

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．６９�，火床部は皿状に掘りくぼめられ，燃焼部

内が火熱により赤変硬化している。とくに火床面の赤変硬化は顕著である。煙道部は壁外に９４�掘り込まれ，

火床面から直立している。第６層以下は，竈の掘り方の埋土である。

ピット　１３か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６１～９９�で，規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ６～Ｐ９は深さ７９～

１１９�である。配置と柱穴同士の重複関係から，Ｐ１～Ｐ４より古い柱穴と考えられる。Ｐ５は竈と向かい合

う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。その他のピットは性格不明である。

覆土　５層に分層される。大部分が撹乱を受けているため，堆積状況は不明である。第５層は貼り床の層である。

遺物出土状況　土師器片８４８点（坏類１０１，高台付坏１８，高台付皿２，鉢２，甕類７２４，甑１），須恵器片４８９点

（坏類１１２，高台付坏１３，高台付皿２，蓋２０，盤１，高盤１，甕類３３３，甑５，円面硯１，コップ形土器１），灰

釉陶器片７点（碗・皿類），土製品２点（支脚，紡錘車），鉄製品１点（刀子）のほかに，流れ込んだ鉄滓１点，

縄文土器片１点，弥生土器片５点が全域の覆土上層から床面にかけて出土している。とくに土師器の坏類は西

部に，土師器甕類，須恵器は北西部を除いて多く出土している。７５２は北東コーナー部の覆土下層，Ｍ６５は中央

部の覆土下層から出土している。７４４・７５０・７５３・７６５はそれぞれ南部中央，東壁際中央，中央部の粘土塊下，

中央部の床面から出土している。７６７はＰ９の覆土中層から斜位で出土しており，柱を抜き取った後の土中に

混入したものと考えられる。ＤＰ５２はＰ７の覆土上層から出土しており，「子」，「家」，「新」，「新」の文字が刻

書されている。

所見　本跡には８本の柱穴が確認された。柱穴同士の重複関係がみられることから，建て替えが行われた可能

性が考えられる。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１  褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
３  黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
４  にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量　
５  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
６  褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少

量，鹿沼パミス微量
７  褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物・砂

質粘土粒子少量，鹿沼パミス微量
８  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量

９  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，
炭化粒子微量　

１０  黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子・鹿沼パミス少量

１１  褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少
量，炭化粒子微量

１２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質
粘土粒子・鹿沼パミス微量

１３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１４  にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少

量，炭化粒子微量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量

４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量　
５  褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
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第６８図　第１３８号住居跡実測図（１）
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第６９図　第１３８号住居跡実測図（２）
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第７１図　第１３８号住居跡出土遺物実測図（２）

第１３８号住居跡出土遺物観察表（第７０・７１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ１５床面内面摩耗　体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘ
ラ削り普通にぶい橙長石・石英・雲母５．９４．２１３．０坏土師器７４４

２０％　体 部 墨
書「東」ヵ ＰＬ１９覆土中内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回

転ヘラ削り普通にぶい黄橙長石・石英・雲母・
赤色粒子６．０３．７［１３．８］坏土師器７４５

５％　体 部 墨
書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通にぶい橙長石・雲母－（１．６）－坏土師器７４６
５％　体 部 墨
書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通橙雲母－（１．４）－坏土師器７４７
５％　体部墨
書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通にぶい橙長石・雲母－（３．７）－坏土師器７４８
５％　体部墨
書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通橙長石・石英・雲母－（２．５）－坏土師器７４９
２０％　底部ヘ
ラ書き床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石・石英・針

状鉱物［６．６］４．５［１３．９］坏須恵器７５０
２０％　底部ヘ
ラ書き覆土中底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石・石英・細礫６．６５．１［１３．４］坏須恵器７５１
１０％　体部墨
書「□」下層ロクロナデ普通灰黄長石・石英・針

状鉱物［７．０］４．９［１３．４］坏須恵器７５２

５％床面ロクロナデ普通灰黄長石・雲母－（４．８）［１４．０］坏須恵器７５３

１０％覆土中ロクロナデ普通灰長石・石英－（３．３）［６．９］コップ形
土器須恵器７５７

１０％　
体部墨書「□」覆土中体部下端回転ヘラ削り普通灰長石・石英・針

状鉱物－（３．６）［１２．０］高台付坏須恵器７５８

４０％覆土中底部回転ヘラ切り後高台貼り付け普通灰長石・石英７．０３．７［１３．８］高台付皿須恵器７５９
５％　猿投産黒笹
１４～９０号窯式期覆土中口縁部内外面刷毛塗り良好灰白・浅黄緻密－（１．８）－碗灰釉陶器７６１

５％　覆土中外面施釉良好灰黄・灰黄緻密－（１．７）－瓶類灰釉陶器７６２

５％　覆土中二次的な被熱　把手部欠損　良好灰オリーブ・
淡黄緻密－（３．８）－手付瓶灰釉陶器７６３

５％覆土中ロクロ成形普通黄灰長石・石英－（１．９）－高盤須恵器７６４

２０％床面内面ヘラ磨き　外面ヘラ削り普通にぶい橙長石・石英・雲母・
赤色粒子１４．３（６．０）－鉢土師器７６５

１０％Ｐ９中層ロクロナデ　内外面下端ヘラ削り普通灰褐長石［１５．２］（１６．８）－甑須恵器７６７

１０％ ＰＬ１８覆土中ロクロナデ　体部に方形の透かし　綾杉状のヘ
ラ書き普通灰黄褐長石・石英－（４．８）［１３．４］円面硯須恵器７６８

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ幅長さ器種番号

床面ヘラ状工具痕の残るナデ長石・石英（２８５．０）（６．３）９．１（８．５）支脚ＤＰ５１

刻書 ＰＬ２０Ｐ７上層ナデ　刻書上面「新」　横面右回りに「家」「子」「新」長石・石英（４７．３）２．１孔径0.9最大径
5.3紡錘車ＤＰ５２

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１下層刃先部・茎尻部欠損　茎尻部は断面長方形　茎部は断面方形鉄（１０．８）０．４～
　０．７１．２（８．５）刀子ヵＭ６５
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　第１３９号住居跡（第７２・７３図）

位置　調査区中央部のＣ４ｄ４区で，緩やかな傾斜地に位置している。

規模と形状　大部分が撹乱を受けており，確認された範囲は長軸４．３７�，短軸３．８６�で，長方形と推測される。

主軸方向はＮ－１８°－Ｅである。壁高は３７～４０�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１６�，火床部は床面と同じ高さである。煙道部

は壁外に９４�掘り込んでおり，火床面からほぼ直立している。第３層は，竈の掘り方の埋土である。

ピット　１か所。深さ３４�で，竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　３層に分層される。大部分が撹乱を受けているため，堆積状況は不明である。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子微量

３  にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２  黒 色 炭化物少量，ローム粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第７２図　第１３９号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片７１１点（坏類１９６，高台付坏１２，鉢７，甕類４９４，甑２），須恵器片１５８点（坏類５２，高

台付坏１，蓋１，甕類９２，甑３，短頸壺１，長頸壺５，高盤２，円面硯１），鉄器・鉄製品４点（鏃，刀子，

鎌，釘），流れ込んだ弥生土器片１１点が全域の覆土上層から床面にかけて出土している。７７２は撹乱による混入

と考えられる。７６９・７７６・Ｍ６６は床面，７７０・７７３・７７７は竈内，７７１・７７５・７７８は覆土中，Ｍ６７は南西コーナー

部の覆土上層からそれぞれ出土している。７７４は南部中央の覆土下層と床面から出土した破片が接合したもの

である。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。
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第７３図　第１３９号住居跡出土遺物実測図

第１３９号住居跡出土遺物観察表（第７３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％床面内面ヘラ磨き普通にぶい橙長石・石英・雲
母－（３．１）［１４．９］坏土師器７６９

５％竈内内面ヘラ磨き普通にぶい褐長石・石英・雲
母－（３．９）［１４．８］坏土師器７７０

５％　
体部墨書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通にぶい橙雲母－（３．１）－坏土師器７７１
５％
底部刻書「□」竈内底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰黄長石・石英［８．０］（１．４）－坏須恵器７７２

５％竈内底部回転ヘラ切り後ヘラナデ普通暗灰黄長石・石英［６．６］（１．５）－坏須恵器７７３

５％下層～床面内面ヘラ磨き　外面下端回転ヘラ削り普通にぶい橙長石・石英・雲
母［９．８］（９．４）－鉢土師器７７４

５％
猿投産覆土中内外面施釉良好淡黄・灰白緻密－（４．４）－長頸瓶灰釉陶器７７５

５％ 床面無釉 良好灰白・灰白緻密［１４．３］（４．０）－長頸瓶灰釉陶器７７６

５％竈内口縁部内外面横ナデ良好橙長石・石英・雲
母－（４．９）［２５．６］甑土師器７７７

５％覆土中ロクロナデ　透かし有り普通黄灰長石・石英・針
状鉱物－（２．１）－円面硯須恵器７７８

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１床面鏃身部から茎部鉄（２６．６）０．４３．５（７．０）鏃Ｍ６６

上層両端欠損　釘又は紡錘車の軸ヵ鉄（６．２）０．４０．５（６．７）不明Ｍ６７
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　第１４０号住居跡（第７４～７６図）

位置　調査区中央部のＣ４ｆ５区で，緩やかな傾斜地に位置している。
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第７５図　第１４０号住居跡実測図（２）

重複関係　第１５４号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸６．８５�，短軸６．７７�の方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｅである。壁高は４６～４８�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

竈　北壁の西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．０４�である。袖部は床面とほぼ同じ高

さの地山面の上に，粘土を用いて構築されている。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火熱により赤変硬化

している。第７層以下は竈の掘り方の埋土である。

ピット　４か所。深さは６８～８２�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北西コーナー部に位置し，長径９４�，短径７０�の楕円形で，深さは１４�である。底面は皿状で，緩や

かに立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量 ２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

竈土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
２  黒 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
３  にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
４  黒 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック微量
５  褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子・細礫少量，焼土

ブロック・炭化物微量

６  にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子微量

７  黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ロームブロック
微量

８  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
９  褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
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覆土　３層に分層される。ロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と

考えられる。

遺物出土状況　土師器片４９７点（坏類６２，高台付坏１８，甕類４１７），須恵器片４２１点（坏類１８４，高台付坏３５，蓋

７１，盤１０，甕類１２０，長頸瓶１），鉄製品１点（釘），流れ込んだ弥生土器片３点が全域の覆土上層から床面に

かけて出土している。７８２・７８４は覆土中，７８０は南壁際の覆土中層，Ｍ６８は南西部の覆土下層，７７９は貯蔵穴の

覆土上層，７８３はＰ４の覆土中，７８１は床の掘り方からそれぞれ出土している。いずれも住居の廃絶に伴い投棄

又は遺棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器と重複関係から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼

パミス微量
２  褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

３  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼
パミス微量
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第７６図　第１４０号住居跡出土遺物実測図

第１４０号住居跡出土遺物観察表（第７６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％貯蔵穴上層底部回転ヘラ切り後ヘラナデ普通灰長石・石英［７．３］５．０［１２．５］坏須恵器７７９

１００％ ＰＬ１７中層体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け普通灰長石・石英・針

状鉱物８．４６．３１４．１高台付坏須恵器７８０

５％掘り方ロクロナデ普通灰白長石・石英－（１．５）－蓋須恵器７８１

４０％覆土中天井部回転ヘラ削り　二次焼成普通にぶい褐長石・石英－（２．２）－蓋須恵器７８２

５％Ｐ４覆土中ロクロナデ　脚部透かし有り普通灰長石・石英－（４．３）－高盤須恵器７８３

５％覆土中透かし有り　内面自然釉普通黄灰長石・黒色粒子－（５．１）－円面硯須恵器７８４

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

下層両端欠損　断面方形　先端がやや細い鉄（８．２）０．４０．６（７．１）釘Ｍ６８

　第１４１号住居跡（第７７図）

位置　調査区中央部のＣ４ｉ６区で，緩やかな傾斜地に位置している。

規模と形状　確認された範囲は長軸３．９６�，短軸２．５６�で，隅丸長方形と推測され，主軸方向はＮ－４１°－Ｗと

推定される。壁高は１２～２６�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。
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ピット　１か所。深さ７７�で，性格は不明である。

覆土　５層に分層される。不規則な堆積状況を示しているため，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１０７点（坏類１０，甕類９７），須恵器片１０６点（坏類３９，高台付坏１１，蓋８，盤４，甕類

４０，甑１，高盤２，コップ形土器１），鉄器１点（鏃），流れ込んだ弥生土器片１点，灰釉陶器片２点（碗・皿

類ヵ）が全域の覆土上層から床面にかけて出土しているが，北西部にはやや少ない。７８５・７８６は覆土中，Ｍ６９

は南東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。いずれも住居の廃絶に伴い投棄されたものと考えら

れる。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４  褐 色 ロームブロック多量
５  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
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第７７図　第１４１号住居跡・出土遺物実測図
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中底部回転ヘラ削り普通黄灰石英・黒色粒子［６．０］（２．２）－コップ形
土器須恵器７８５

８０％ ＰＬ１７覆土中天井部回転ヘラ削り普通灰長石・石英－３．２［１２．６］蓋須恵器７８６

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

下層鏃身部柳葉鉄（７．０）０．４０．９（８．９）鏃Ｍ６９

第１４１号住居跡出土遺物観察表（第７７図）

　第１４２号住居跡（第７８～８２図）

位置　調査区中央部のＣ４ｈ０区で，傾斜地に位置している。

重複関係　第２０１・２０２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸４．８８�，短軸４．６４�の方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は３４～５３�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北西部にかけて硬化している。壁溝が，西部と東部の一部に巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．４７�，袖部幅は１．３６�である。袖部は床

面と同じ高さの地山面の上に，暗褐色・黒褐色・褐色の土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼ

められている。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，煙道部付近は火熱により赤変硬化している。第１９層は，竈の

掘り方の埋土である。

棚状施設　竈の西脇に確認された。床面より１６�高く地山面を掘り残し，奥行きは３０�である。壁下には壁溝

が巡っており，壁はほぼ直立している。

ピット　１か所。深さは４０�で，北部にオーバーハングしている。竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設

に伴うピットと考えられる。

覆土　１３層に分層される。不規則な堆積状況や砂質粘土・鹿沼パミスが混在していることから，人為堆積と考

えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２  黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・粘

土粒子微量
４  黒 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ロームブロック

微量
５  にぶい黄褐色 炭化物・粘土粒子少量，焼土粒子微量
６  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
７  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
８  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

少量
９  暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・ロー

ム粒子微量
１０  暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒

子微量
１１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
１２  褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・炭化物・焼

土粒子微量
１３  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４  暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１５  褐 色 ロームブロック中量
１６  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１８  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
１９  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３  灰 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量
４  暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
５  暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量

６  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
８  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・鹿沼パミス

微量
９  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１０  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
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１１  黒 色 ローム粒子微量
１２  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

１３  極 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化
粒子微量
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第７８図　第１４２号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片５４８点（坏類１６９，高台付坏３１，高台付皿１，甕類３４６，甑１），須恵器片３０８点（坏類

１４８，高台付坏２２，皿１，盤２，蓋１３，甕類１１７，甑４，瓶類１），灰釉陶器片５点（碗・皿類２，長頸瓶３），

石器１点（磨石），鉄製品１点（釘），鉄滓１点が全域の覆土上層から床面にかけて出土している。７８８・７９０～

７９５・８０５・８１６・８１７・８１９・８２８・Ｑ１０４・Ｍ７１は覆土中，８２０・８３０は東部壁際の覆土中層，８２６は東部壁際の掘

り方からそれぞれ出土している。７８７・７９６・８０２・８１０・Ｍ７０は南西部，７９９・８０４・８０６・８１３・８３１は南東部，

７８９・７９７・７９８・８００・８０１・８０３・８０７～８０９・８１１・８１２・８１４・８１５・８１８・８２１・８２２・８２５・８２７・８２９・８３２は 中

央部の覆土上層から床面にかけて出土している。８２４は竈内からつぶれた状態で出土している。接合関係が覆

土上層から床面に及び，離れた破片が接合している状況もみられることから，住居の廃絶後に投棄されたもの

と考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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第７９図　第１４２号住居跡出土遺物実測図（１）
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第８１図　第１４２号住居跡出土遺物実測図（３）
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第８２図　第１４２号住居跡出土遺物実測図（４）

第１４２号住居跡出土遺物観察表　（第７９～８２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％下層内面ヘラ磨き　体部下端・底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英・金
雲母・針状鉱物［７．０］３．８［１６．５］坏土師器７８７

４０％　体部墨
書「�」　覆土中内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回

転ヘラ切り後ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・金
雲母・針状鉱物［４．６］５．０［１５．８］坏土師器７８８

１０％下層内面ヘラ磨き　体部下端・底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英・金
雲母・針状鉱物６．２（２．５）－坏土師器７８９

５％　
底部墨書「□」覆土中内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回

転ヘラ切り後ナデ普通橙雲母・針 状 鉱
物・細礫［８．８］（２．７）－坏土師器７９０

５％　体部墨
書「�」　ＰＬ１９覆土中内面ヘラ磨き普通明赤褐石英・雲母・針

状鉱物－（３．４）－坏土師器７９１

５％ 覆土中内面ヘラ磨き 普通にぶい橙雲母・針状鉱物－（３．５）－坏土師器７９２
５％　体部墨
書「�」　ＰＬ１９覆土中内面ヘラ磨き普通橙石英・雲母・針

状鉱物－（３．９）－坏土師器７９３
５％　体部墨
書「�」覆土中内面ヘラ磨き普通橙雲母・針状鉱物－（１．６）－坏土師器７９４
５％　体部墨
書「�」覆土中内面ヘラナデ普通にぶい橙金雲母・針状鉱

物－（２．３）－坏土師器７９５
１００％　底部ヘラ
書き「�」・墨書「□」上層～中層底部回転ヘラ切り後ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・針

状鉱物７．４５．３１３．４坏須恵器７９６
１００％　油煙付着
 ＰＬ１６中層体部下端回転ヘラ削り　底部手持ちヘラ削り普通にぶい黄橙長石・石英・雲母５．１４．７１３．８坏須恵器７９７

８０％上層～中層体部下端・底部手持ちヘラ削り普通灰黄長石・石英・針
状鉱物［７．６］５．０［１４．４］坏須恵器７９８

４０％　体部墨
書「�」・「□」
油煙付着

中層底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰黄長石・石英・針
状鉱物７．１５．０［１３．９］坏須恵器７９９
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
８０％　底部ヘ
ラ書き中層底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ普通灰長石・石英・針

状鉱物６．７５．０１２．５坏須恵器８００

６０％上層～中層体部下端・底部手持ちヘラ削り普通灰黄長石・石英・雲母５．２４．７１３．２坏須恵器８０１
３０％　体部墨
書「�」 ＰＬ１９上層底部多方向の手持ちヘラ削り普通灰黄長石・石英・針

状鉱物［６．０］５．５［１３．４］坏須恵器８０２
１０％　底部ヘ
ラ書き上層底部回転ヘラ切り普通灰長石・針 状 鉱

物・黒色粒子［６．４］４．８［１３．２］坏須恵器８０３
２０％　底部ヘ
ラ書き下層～床面底部回転ヘラ切り普通黄灰長石・黒色粒子６．３４．７［１３．１］坏須恵器８０４

２０％覆土中底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰黄長石・石英・針
状鉱物６．７４．５［１４．０］坏須恵器８０５

１０％　底部ヘ
ラ書き床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰オリーブ長石・石英・針

状鉱物６．６（３．７）－坏須恵器８０６
１０％　底部ヘ
ラ書き中層底部一方向のヘラ削り普通灰長石・石英６．４（３．１）－坏須恵器８０７
５％ 底部ヘラ
書き床面底部ナデ普通灰長石・石英・針

状鉱物［６．２］（２．８）－坏須恵器８０８
９０％　体部墨
書「�」 ＰＬ１５中層内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回

転ヘラ切り普通橙長石・石英・金
雲母・針状鉱物６．７４．４１３．６高台付坏土師器８０９

３０％　体部墨
書ヵ「□」下層体部下端回転ヘラ削り　内面・底部摩耗により

調整不明普通浅黄橙長石・石英・白・
黒雲母７．０５．３［１３．２］高台付坏土師器８１０

３０％中層内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回
転ヘラ切り後ナデ普通橙長石・石英・針

状鉱物６．０４．０［１２．６］高台付坏土師器８１１
５％ 底部墨書
「□」上層内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英・針

状鉱物６．８（１．５）－高台付坏土師器８１２
２０％　底部ヘ
ラ書き上層底部回転ヘラ削り普通灰黄長石・石英・黒

色粒子８．０５．２［１４．６］高台付坏須恵器８１３
２０％　底部ヘ
ラ書き上層底部回転ヘラ削り普通黄灰長石・黒 色 粒

子・針状鉱物７．５５．７［１３．６］高台付坏須恵器８１４
５％ 底部ヘラ
書き上層底部ナデ普通褐灰長石・石英・黒

色粒子７．０（１．５）－高台付坏須恵器８１５

５％覆土中ロクロナデ普通黄灰長石９．６（１．６）－高台付坏須恵器８１６
５％　
体部墨書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通橙雲母・針状鉱物－（１．８）－皿土師器８１７
１０％　体部墨
書「�」　ＰＬ１９中層体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り後ナデ普通明赤褐長石・石英・金

雲母・針状鉱物６．０（２．２）－高台付皿土師器８１８
５％ 天井部墨
書「□」覆土中ロクロナデ普通黄灰長石・針状鉱物－（１．４）［１７．４］蓋須恵器８１９

５％中層ロクロナデ普通灰長石・石英・黒
色粒子［１１．５］（８．７）－長頸瓶須恵器８２０

５％ 猿投産上層外面施釉良好オ リ ー ブ
黄・灰白緻密－（２．７）－瓶類灰釉陶器８２１

５％ 猿投産黒
笹14号窯式期中層外面刷毛塗り　９３９と接合良好灰白・淡黄緻密－（７．５）－長頸瓶灰釉陶器８２２
５％ 猿投産黒笹
14号窯式期 PL18上層～中層外面刷毛塗り良好灰白・灰黄緻密［９．８］（７．１）－長頸瓶灰釉陶器８２３

５０％竈内口縁部横ナデ　内面ヘラナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲
母・赤色粒子－（１３．５）１５．０甕土師器８２４

２０％中層内面ヘラナデ　外面ヘラ削り普通にぶい褐長石・石英・雲
母・赤色粒子 ７．８（１０．６）－甕土師器８２５

５％掘り方内面ヘラナデ　外面ヘラ削り普通にぶい赤褐長石・石英・雲母７．４（１．４）－甕土師器８２６

５％上層～下層ロクロ成形　口縁部内外面ナデ　外面縦位の平
行叩き普通にぶい褐長石・石英・雲母－（７．６）２０．５甕須恵器８２７

５％覆土中ロクロ成形普通黄灰長石・石英－（５．５）［２４．４］甕須恵器８２８

３０％中層ロクロ成形　内面輪積み痕　外面縦位の平行叩き普通オリーブ灰長石・石英・雲母－（１５．６）［３０．２］甑須恵器８２９

５％中層ロクロ成形　内面輪積み痕　外面格子目叩き普通灰長石・石英・雲母－（９．５）［３０．８］甑須恵器８３０

５％床面直上ロクロ成形　外面横位の平行叩き普通明褐長石・石英・雲母－（７．１）［２５．４］甑須恵器８３１

１０％上層ロクロ成形　把手破損　外面斜位の叩き後ナデ
下端ヘラ削り普通灰長石・白色粒子［１２．６］（１８．９）－甑須恵器８３２

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

中層一面使用砂岩（１３９．８）（２．６）（７．５）（６．４）磨石Ｑ１０４

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中断面長方形鉄（７．０）０．４０．６（６．８）釘Ｍ７０

覆土中椀形　着磁性なし鉄（１５４．３）（２．９）（７．８）（６．４）鉄滓Ｍ７１

　第１４３号住居跡（第８３～８５図）

位置　調査区中央部のＣ５ｊ１区で，傾斜地に位置している。

規模と形状　長軸４．８５�，短軸４．０２�の長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は最大３２�で，ほぼ直

立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。
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竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１９�，袖部幅は１．５�ほどである。袖部は

床面とほぼ同じ高さの地山面の上に，粘土を混ぜた土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめら

れ，火床面は火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に７５�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっ

ている。
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第８３図　第１４３号住居跡実測図
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ピット　５か所。位置が不規則であるため，性格は不明である。

覆土　３層に分層される。ブロック状の含有物が多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２５８点（坏類５２，椀２，甕類１９９，甑５），須恵器片１０８点（坏類４４，蓋４，甕類４６，甑

１４），灰釉陶器片３点（碗・皿類２，瓶類１），石製品１点（鉈尾），鉄製品１点（不明）が確認面から床面に

かけて出土している。とくに土師器・須恵器の甕は北部から多く出土している。８３５・８３７・８３９は北壁西部の

覆土上層から床面にかけて，Ｑ１０５は南西コーナー部の覆土中層から斜位で，８４３・８４４は竈内，８４２は竈右袖付

近に散らばった状態で出土している。８３３は西部壁際の覆土上層から床面にかけての破片と北壁東部の覆土上

層から出土した破片が接合している。いずれも住居の廃絶に伴い投棄又は遺棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  にぶい黄褐色 粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子微量
３  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
４  黒 色 炭化物多量，ローム粒子・焼土粒子微量
５  にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
６  黒 褐 色 炭化物・ローム粒子微量

７  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒
子微量

８  にぶい黄褐色 粘土粒子多量，ローム粒子少量
９  褐 色 ローム粒子多量
１０  赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土粒子少量，ローム粒子微量
１１  褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，

炭化粒子微量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量
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第８４図　第１４３号住居跡出土遺物実測図（１）
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第８５図　第１４３号住居跡出土遺物実測図（２）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
７０％　
体部墨書「�」上層～床面内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回

転ヘラ切り普通橙長石・石英・金
雲母・針状鉱物６．７４．０１２．６坏土師器８３３

２０％　体部
墨書「尤」　

覆土中
内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り
底部回転ヘラ削り

普通橙
長石・石英・金
雲 母・針 状 鉱
物・細礫

［７．３］４．３［１６．０］坏土師器８３４

４０％　床面内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り　底部回
転ヘラ切り普通にぶい橙長石・石英・金

雲母・針状鉱物［７．２］３．８［１３．６］坏土師器８３５
５％　　体部墨
書「□」　ＰＬ１９覆土中内面ヘラ磨き 普通橙長石・石英・金

雲母・針状鉱物－（３．０）［１２．４］坏土師器８３６

１００％ ＰＬ１６床面直上底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石・石英・針
状鉱物６．７５．２１３．３坏須恵器８３７

１０％　体部墨
書「□」覆土中内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後ヘラナデ普通橙長石・金雲母・

針状鉱物６．０（１．６）－椀土師器８３８
３０％　猿投産黒
笹１４号窯式期上層内面刷毛塗り　三叉トチン痕　角高台　底部ヘ

ラ削り　９１７と接合良好灰白・灰黄緻密８．７（３．９）－碗灰釉陶器８３９

５％ 上層外面刷毛塗り　９３８と接合良好灰白・浅黄緻密－（５．５）－瓶類灰釉陶器８４０
５％　猿投産黒笹
１４～９０号窯式期覆土中外面刷毛塗り良好灰黄・灰白緻密－（４．８）－瓶類灰釉陶器８４１

２０％上層～中層内面ナデ　外面縦位の叩き　一部に縦位の叩き
後のヘラナデ痕　体部下端ヘラ削り　普通にぶい橙石英・雲母［１２．８］１９．１［２６．７］鉢須恵器８４２

５％竈内口縁部ナデ　内面ヘラナデ　普通橙長石・石英・金
雲母－（７．８）［２１．１］甕土師器８４３

５％竈内ロクロナデ　外面の一部にヘラナデ痕　把手部
指頭痕普通にぶい赤褐長石・石英－（１４．３）－甑須恵器８４４

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１中層全面研磨　両端からの穿孔蛇紋岩（２９．１）０．７３．８（５．２）鉈尾Ｑ１０５

第１４３号住居跡出土遺物観察表（第８４・８５図）
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　第１４４号住居跡（第８６・８７図）

位置　調査区中央部のＤ５ｉ０区で，傾斜地に位置している。

規模と形状　長軸３．４０�，短軸３．２１�の方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｅである。壁高は１６～４２�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。壁溝が，南東壁下に巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１１�，袖部幅は１．４３�である。袖部は凹

凸に掘り込んだ地山面の上に，粘土を主体とした土を用いて構築されている。火床面は火熱により赤変硬化し

ている。煙道部は壁外に５８�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第９層は，竈の掘り方の埋

土である。

竈土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
３  にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量
４  黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子

微量
５  黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

６  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７  明 灰 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子少量
８  明 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子少量
９  にぶい褐色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
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第８６図　第１４４号住居跡実測図
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１０～３２�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１９�で，竈と向か

い合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　７層に分層される。壁際から土砂が流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１７３点（坏類２６，高台付坏２，甕類１４５），須恵器片７７点（坏類６７，盤２，高盤１，甕

類７），鉄器２点（刀子，鎌），流れ込んだ弥生土器片１点が北東の覆土下層から床面にかけて多く出土してい

る。８４５は中央部の覆土下層と竈内から出土した破片が接合しており，竈天井部の崩落に伴い流れ込んだ状況

を示している。８４６・８４７・Ｍ７２・Ｍ７３は北東部，東壁際の中央，北西部の床面からそれぞれ出土している。Ｍ

７２は刃部を上にした立位の状態で出土している。いずれも住居の廃絶に伴い遺棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子・粘土粒

子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

５  褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子少量

６  赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子・砂質粘
土粒子少量

７  褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

846
845

847

M73

M72

10cm0

第８７図　第１４４号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％下層～竈内底部回転ヘラ切り後ヘラナデ普通灰長石・石英・針
状鉱物７．３５．６［１４．０］坏須恵器８４５

６０％ ＰＬ１６床面底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英７．６５．０１４．０坏須恵器８４６

１０％床面内面ヘラナデ　外面ナデ普通橙長石・石英・雲母－（１４．８）［１６．９］甕土師器８４７

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１床面切先部から茎部　両関鉄２１．６０．４１．３２０．０刀子Ｍ７２

床面両端欠損鉄（３２．８）０．１（３．９）（８．５）鎌Ｍ７３

第１４４号住居跡出土遺物観察表（第８７図）
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　第１４５号住居跡（第８８～９０図）

位置　調査区中央部のＤ６ｊ１区で，傾斜地に位置している。

規模と形状　長軸４．４１�，短軸３．７５�の長方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｅである。壁高は１９～５２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲が硬化している。壁溝が，ほぼ全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１２�，袖部幅は１．４７�である。袖部は床

面とほぼ同じ高さの地山面の上に，砂質粘土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられてい

る。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第１０層は，竈の掘り方の埋土である。
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第８８図　第１４５号住居跡実測図
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ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ９～１８�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ４４�で，竈と向か

い合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　７層に分層される。ロームブロックや粘土粒子が含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片９９点（高台付坏１，甕類９７，甑１），須恵器片４６点（坏類２６，高台付坏１２，盤１，蓋

４，高盤１，甕２），石器１点（磨石），鉄器・鉄製品４点（鎌２，鏃ヵ１，鎹１）が北部の覆土上層から床面

にかけて出土している。８４８は南西コーナー部，Ｍ７５・Ｍ７６は北西部，Ｍ７４・Ｍ７７は東部中央の床面，Ｑ１０６は

東壁際の覆土上層からそれぞれ出土している。８５６・８５７は竈内から，土圧でつぶれた状態で出土している。８５２

～８５５は覆土上層から床面にかけて破片が広い範囲で出土し，それぞれ接合関係にあるため，住居の廃絶後に投

棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３  赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子・

砂質粘土粒子微量
４  暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化

粒子微量
 

５  褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，
炭化粒子微量

６  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
７  橙 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
８  明 褐 色 砂質粘土ブロック多量
９  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
１０  黒 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
３  褐 色 ロームブロック中量

 

４  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量

５  褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
６  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
７  褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
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第８９図　第１４５号住居跡出土遺物実測図（１）
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第９０図　第１４５号住居跡出土遺物実測図（２）
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石・石英・針
状鉱物［７．２］４．５［１３．０］坏須恵器８４８

７０％　中層底部回転ヘラ切り後多方向のヘラ削り普通灰長石・石英・細礫７．６４．６１３．３坏須恵器８４９
５％　体部下端
油煙付着覆土中底部摩耗のため調整不明普通にぶい黄橙長石［７．６］（３．７）－坏須恵器８５０
５％　体部油煙
付着覆土中ロクロナデ普通灰長石・石英－（２．６）－坏須恵器８５１

４０％中層～床面底部回転ヘラ切り後高台貼り付け不良灰褐長石・石英・針
状鉱物［１０．８］７．１［１６．５］高台付坏須恵器８５２

２０％　底部ヘラ
書き　転用硯床面内面研磨　墨痕付着　底部回転ヘラ切り普通灰黄長石・石英８．８（３．９）－高台付坏須恵器８５３

８０％ ＰＬ１７下層～床面底部回転ヘラ削り普通灰長石・石英・針
状鉱物９．５４．０１６．６盤須恵器８５４

９０％ ＰＬ１８中層～床面ロクロナデ 良好黒褐長石・石英・針
状鉱物９．５１０．４１６．８高盤須恵器８５５

５％竈内口縁部ナデ普通明赤褐長石・石英・雲母－（５．１）［２０．８］甕土師器８５６

１０％竈内内面ナデ　外面ヘラナデ　外面下端ヘラ磨き普通にぶい黄橙長石・石英・雲
母・赤色粒子－（２０．４）［２４．８］甕土師器８５７

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

上層全面使用　端部敲打痕　被熱痕凝灰角礫岩（１９８．２）４．４５．７（６．６）磨石Ｑ１０６

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

床面両端欠損　断面不整方形鉄（１３．５）０．７０．７（６．５）鏃ヵＭ７４

床面柄付部欠損鉄（４０．６）０．２（５．５）（１２．０）鎌Ｍ７５

床面両端欠損鉄（３０．９）１．１（２．６）（３．３）鎌Ｍ７６

床面両端欠損　一端Ｌ字状に湾曲鉄（３．２）０．４（１．１）（３．９）鎹Ｍ７７

第１４５号住居跡出土遺物観察表（第８９・９０図）
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　第１４６号住居跡（第９１・９２図）

位置　調査区中央部のＤ６ｊ３区で，傾斜地に位置している。

規模と形状　西部が削平されているため，確認できた範囲は長軸４．６８�，短軸３．４２�で，方形又は長方形と推

測される。主軸方向はＮ－２７°－Ｅである。壁高は２４～５５�で，壁はほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲が硬化している。壁溝が，全周していると推測される。

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．２０�，袖部幅は１．７２�である。袖部は地山面を

凹凸に掘り込み，その上に砂質粘土と褐色土を混ぜた土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめ

られ，火床面は火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上

がっている。第２層は，天井部の崩落層である。第８・９層は，竈の掘り方の埋土である。

竈土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４  赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

６  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
７  暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
８  にぶい褐色 鹿沼パミス少量，砂質粘土ブロック・ローム粒子・

焼土粒子・炭化粒子微量
９  褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
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第９１図　第１４６号住居跡実測図
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ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４０～４５�で，位置から主柱穴の可能性が考えられる。Ｐ３は深さ１２�で，

竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　１０層に分層される。不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１８点（甕類），須恵器片１７点（坏類８，蓋１，甕類８），石器１点（磨石），流れ込ん

だ弥生土器片２点が東部の覆土中層から下層にかけて出土している。８５８は中央部の覆土中層，Ｑ１０７は覆土下

層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前半と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，鹿沼ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼パミス少量

７  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミ

ス微量
９  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒

子・鹿沼パミス微量
１０  暗 褐 色 ロームブロック少量

858

Q107

10cm0

第９２図　第１４６号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％中層底部一方向の手持ちヘラ削り普通黄灰長石［６．８］（２．２）－坏須恵器８５８

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

下層砥面１面石英斑岩ヵ（４８０．０）５．９６．４（１１．４）砥石Ｑ１０７

第１４６号住居跡出土遺物観察表（第９２図）

　第１４７号住居跡（第９３～９５図）

位置　調査区中央部のＥ６ａ２区で，傾斜地に位置している。

規模と形状　長軸３．４８�，短軸３．４１�の方形で，主軸方向はＮ－２１°－Ｅである。壁高は３４～４４�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１２�，袖部幅は０．９８�である。袖部は地

山面を凹凸に掘り込み，褐色土で床面と同じ高さに埋め戻し，その上に砂質粘土とローム土を混ぜた土を用い
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て構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，火床面は火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に

１７�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。第７・８層は，竈の掘り方の埋土である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ９～４４�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２０�で，竈と向か

い合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　１０層に分層される。ロームブロックが多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２  赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
３  暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
４  明 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量

６  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

７  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
ブロック微量

８  明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質
粘土粒子微量
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第９３図　第１４７号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片９７点（坏類３，甕類９４），須恵器片３６点（坏類２７，高台付坏３，蓋２，甕類３，瓶類

１），土製品２点（支脚），流れ込んだ弥生土器片１点が全域の覆土上層から床面にかけて出土している。８５９

は竈前の覆土下層，８６０・８６１・ＤＰ５３・ＤＰ５４はいずれも竈前の床面，８６２は南部中央の床面，８６３は中央部の覆

土中層，８６６はＰ１の覆土上層，８６７は南部の覆土中層からそれぞれ出土している。８６４は東壁際中央の覆土上層

から床面にかけて，８６５は中央部の覆土中層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。いずれも

住居の廃絶に伴い投棄又は遺棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

６  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
９  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
１０  極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
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第９４図　第１４７号住居跡出土遺物実測図（１）
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第９５図　第１４７号住居跡出土遺物実測図（２）

　第１４８号住居跡（第９６・９７図）

位置　調査区中央部のＥ６ｂ４区で，緩やかな傾斜地に位置している。

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ１６下層底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英７．１３．９［１０．６］坏須恵器８５９

９０％ ＰＬ１６床面体部下端・底部回転ヘラ削り普通灰黄長石・黒色粒子７．４４．１［１２．８］坏須恵器８６０

８０％ ＰＬ１６床面底部回転ヘラ切り後ヘラナデ普通灰長石７．６４．５［１３．８］坏須恵器８６１

９０％ ＰＬ１７床面体部下端・底部回転ヘラ削り　普通灰長石・石英・針
状鉱物９．０５．１１４．４高台付坏須恵器８６２

５％ ＰＬ１８中層底部回転ヘラ削り　焼成時に内面に鉄分付着普通灰白長石・黒色粒子８．４（４．６）－鉢須恵器８６３

５％　上層～床面内面ヘラナデ　外面摩耗のため調整不明普通にぶい橙長石・石英・雲
母－（１６．０）［２７．０］甕土師器８６４

３０％中層～床面内面ヘラナデ　外面ナデ普通橙長石・石英・雲
母－（１５．３）［２０．４］甕土師器８６５

２０％Ｐ１上層内面ナデ　外面ヘラナデ普通橙長石・石英・雲
母－（１７．６）［２７．８］甕土師器８６６

５％中層内面ナデ　外面斜位の叩き普通灰黄細礫－（６．７）－甕須恵器８６７

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ幅長さ器種番号

床面指頭圧痕を残すナデ長石・石英・雲母・
赤色粒子（２１２）（５．６）７．４（７．３）支脚ＤＰ５３

床面指頭圧痕を残すナデ長石・石英・雲母・
赤色粒子（２７４）（４．４）７．４（９．８）支脚ＤＰ５４

第１４７号住居跡出土遺物観察表（第９４・９５図）
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重複関係　第１１８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸２．９２�，短軸２．８３�の方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は４０～４９�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．０８�，袖部幅は１．２１�である。袖部は

地山面を凹凸に掘り込み，その上に砂質粘土主体の土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめら

れ，火床面は火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に１７�掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。

第１３層は，竈の掘り方の埋土である。　　

竈土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微

量
４  にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒

子少量，炭化粒子微量
５  黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量
６  褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
７  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

８  黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子
微量

９  黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１０  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒

子微量
１１  にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量
１２  黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子・細礫微量
１３  暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
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第９６図　第１４８号住居跡実測図



－　　－109

大 塚 遺 跡

ピット　１か所。深さ３０�で，竈と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　７層に分層される。壁際から土砂が流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片４４点（坏類２，甕類４２），須恵器片２３点（坏類６，蓋４，甕類１３），混入した磁器片１

点，流れ込んだ弥生土器片３点が竈周辺を中心に出土している。８６８は竈内から出土している。８６９は竈内と北

東壁際の床面から出土した破片が接合したものである。８６８は二次焼成を受けておらず，８６９は破片が散在して

いるため，いずれも竈内に一括して廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７  褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

10cm0

868

869

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％竈内天井部回転ヘラ削り普通灰褐長石・石英・針
状鉱物－（２．３）［１３．２］蓋須恵器８６８

５％竈内～床面内面ヘラナデ　体部下端ヘラ磨き普通にぶい橙長石・石英・雲
母－（２２．９）［２４．８］甕土師器８６９

第１４８号住居跡出土遺物観察表（第９７図）

　第１４９号住居跡（第９８・９９図）

位置　調査区南部のＥ６ｅ９区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１３号溝に掘り込まれている。

規模と形状　西部が第１３号溝に掘り込まれているため，確認された範囲は長軸３．１５�，短軸２．５０�で，方形又

は長方形と推測される。主軸方向はＮ－１６°－Ｅである。壁高は１８～３７�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竈前が硬化している。壁溝が，全周していると推測される。

第９７図　第１４８号住居跡出土遺物実測図
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竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．００�，袖部幅は１．４５�である。袖部は地山面を

凹凸に掘り込み，その上に砂質粘土主体の土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，燃焼

部全体が火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　１か所。深さ１０�の楕円形で，中央部に位置している。性格は不明である。

覆土　６層に分層される。土砂が壁際から流れこんだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２４点（甕類），須恵器片２点（坏，高台付坏）が南東部の覆土中層から下層にかけて

多く出土している。８７０は竈内から南部にかけての広い範囲で接合関係にあり，覆土上層から中層にかけて出

土していることから，住居の廃絶後ある程度埋没してから投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，投棄された遺物から，９世紀中葉以前と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４  褐 色 ロームブロック中量
５  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第９８図　第１４９号住居跡実測図

竈土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子多量，砂質粘土粒子中量，ロームブロッ

ク・焼土粒子少量
２  黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少

量，炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒

子少量
４  にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量

５  黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

６  暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化
粒子微量

７  黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子微量

８  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子・炭化粒子
微量
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10cm0
870

第９９図　第１４９号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５０％上層～中層内面ナデ 外面ヘラ削り普通橙石英・細礫８．０１４．８［１５．６］甕土師器８７０

第１４９号住居跡出土遺物観察表（第９９図）

　第１５１号住居跡（第１００・１０１図）

位置　調査区南部のＦ７ｂ７区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．２４�，短軸４．１５�の方形で，主軸方向はＮ－１２２°－Ｅである。壁高は４５～４８�で，直立し

ている。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。壁溝が，北壁の一部を除いて巡っている。

竈　東壁のやや北寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．１３�，袖部幅は０．９４�である。袖

部は地山面を凹凸に掘り込み，砂質粘土主体の土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，

火床面が火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に４１�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がってい

る。第８層以下は，竈の掘り方の埋土である。　　

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３０～５４�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２５�で，位

置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。その他のピットは，位置から柱を支える補助的な柱穴と考え

られる。

覆土　９層に分層される。不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子・細礫微量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
４  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少量，

焼土粒子微量

６  黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒
子・炭化粒子微量

７  黄 褐 色 砂質粘土ブロック・細礫中量，焼土ブロック・ロー
ム粒子少量

８  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
１０  褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

６  黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒
子・炭化粒子微量

７  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
８  黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
９  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　土師器片１０６点（甕），須恵器片１３点（坏類１１，高台付坏２），鉄器１点（鏃），流れ込んだ弥生

土器片１２点が全域の覆土上層から床面にかけて出土している。８７１は南東壁際の床面から出土し，口縁部に油

煙が付着している。８７２は左袖外側の床面，８７３・８７４は中央部の覆土中層，Ｍ７８は覆土中からそれぞれ出土して

いる。８７５は竈内と中央部の床面から出土した破片が接合している。いずれも住居の廃絶に伴い投棄又は遺棄

されたものと考えられる。

所見　東部に竈を有する住居で，当遺跡においては他には見られない住居の形態である。油煙が付着した土器

も出土しており，同時期の住居としては特異な様相を示している。廃絶時期は，出土土器から８世紀後葉から

９世紀前葉と考えられる。
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第１００図　第１５１号住居跡実測図
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第１０１図　第１５１号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
９０％　油煙付
着 ＰＬ１６床面体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り普通灰白長石・石英７．４４．９１３．２坏須恵器８７１

９０％ ＰＬ１６床面底部回転ヘラ削り普通灰長石・針状鉱物８．４４．２１３．５坏須恵器８７２

３０％　底部外
面ヘラ書き　
転用硯ヵ

中層底部回転ヘラ削り　底部外面墨痕ヵ普通灰黄長石・針状鉱物［９．０］５．１［１３．６］高台付坏須恵器８７３

３０％中層底部回転ヘラ削り普通にぶい黄長石・石英［１２．９］（４．８）－高台付坏須恵器８７４

５％竈内～床面内面ヘラナデ　外面ヘラ磨き普通にぶい黄橙長石・石英－（１７．２）［２０．８］甕土師器８７５

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中上端の断面が長方形で膨らむ鉄（９．０）０．４０．９（６．６）鏃Ｍ７８

第１５１号住居跡出土遺物観察表（第１０１図）

　第１５３号住居跡（第１０２・１０３図）

位置　調査区中央部のＣ４ｃ４区で，緩やかな傾斜地に位置している。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため，確認できた範囲は長軸６．２０�，短軸５．８５�の方形又は長方

形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。壁高は３０～４０�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦である。

ピット　３か所。深さ６５～１０２�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　２層に分層される。大部分が撹乱を受けており，堆積状況は不明である。
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遺物出土状況　土師器片３１４点（坏類３０，高台付坏３，甕類２８１），須恵器片２１７点（坏類１２５，高台付坏８，蓋

３２，壺１，高盤２，甕類４５，甑３，円面硯１），石器１点（砥石），鉄器・銅製品２点（鎌，鉈尾），流れ込ん

だ弥生土器片３点が全域の覆土上層から床面にかけて出土している。撹乱により混入した遺物が多くみられ，

８７６の墨書土器「尤」も混入と考えられる。８７６～８７９・Ｍ８０は覆土中，８８０はＰ２の北側の床面，８８１は中央部

の覆土中層，Ｍ７９はＰ１の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量 ２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

10cm0
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第１０３図　第１５３号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％　体 部 墨
書「尤」 ＰＬ１９覆土中内面ヘラ磨き普通橙長石・石英・黒

雲母－（４．２）［１３．５］坏土師器８７６

５％覆土中底部回転ヘラ削り普通灰長石・石英［８．０］（２．６）－坏須恵器８７７
５％　内面自
然釉覆土中ロクロナデ良好灰長石－（２．５）－高盤ヵ須恵器８７８

５％覆土中ロクロナデ 　透かし有り普通黄灰長石・石英・黒
色粒子－（２．２）－高盤須恵器８７９

５％床面ロクロナデ普通灰長石・黒色粒子－（７．８）－壺須恵器８８０

５％床面ロクロナデ　透かし有り普通黄灰長石・黒色粒子－（３．６）－円面硯須恵器８８１

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１Ｐ１上層柄付部を折り返す鉄４７．１０．４３．４１７．２鎌Ｍ７９

ＰＬ２１覆土中表裏に漆の付着ヵ銅１９．１０．９３．０３．６鉈尾Ｍ８０

第１５３号住居跡出土遺物観察表（第１０３図）

　第１５４号住居跡（第１０４～１０７図）

位置　調査区中央部のＣ４ｆ６区で，緩やかな傾斜地に位置している。

重複関係　第１４０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸６．５０�，短軸５．７０�の方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｅである。壁高は２０～５４�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。
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第１０５図　第１５４号住居跡実測図（２）

竈　北壁の西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．３８�である。袖部は床面とほぼ同じ高

さの地山面の上に，粘土主体の土を用いて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられ，火床面から外傾

して立ち上がっている。火床面は火熱により赤変硬化している。

棚状施設　竈の右脇に確認された。床面より６�高い地山面を凹凸に掘り込み，褐色土で埋め戻している。奥

行きは１．１�ほどである。第５層は，掘り方の埋土である。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
３  にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量

４  にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
ク・炭化物微量

５  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・灰少量，ローム粒子微量
６  黒 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子微量
７  にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量

棚状施設土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・鹿

沼パミス微量
２  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

３  褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量



－　　－118

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さは７３～９０�で，規模や配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は竈と向かい合

う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は規模が小さく，性格は不明である。

覆土　１１層に分層される。各層にブロック状の堆積物を多く含み，不規則な堆積状況を示していることから，

人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２０３点（坏類３９，高台付坏６，蓋１，甕類１５６，甑１），須恵器片２０３点（坏類９８，高台

付坏２２，蓋２７，盤３，甕類３８，甑２，長頸瓶２，高盤１，コップ形土器７，円面硯３），土製品１点（支脚），

金属製品７点（刀子２，鎌１，釘１，棒状金具１，不明１，不明銅製品１），流れ込んだ弥生土器片１点が全

域の覆土上層から床面にかけて出土している。８９４は竈内，８９５・８９７・９００・９０３・９０６・ＤＰ５５・Ｍ８４は住居の掘

り方内，８８８はＰ２の覆土中からそれぞれ出土している。８８４・８８７・８９３・８９８・９０４・Ｍ８２・Ｍ８５は南部中央の

覆土上層から床面にかけて，８８５・８８６・８９９・Ｍ８１は北西部の覆土上層から下層にかけて出土している。いず

れも住居の廃絶に伴い投棄又は遺棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼

パミス微量
３  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
４  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
５  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼

パミス微量
６  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼

パミス微量

７  褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

８  褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，
砂質粘土粒子微量

９  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１０  褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量，砂

質粘土粒子微量
１１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子少量
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第１０６図　第１５４号住居跡出土遺物実測図（１）
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％
体部墨書「□」覆土中内面ヘラ磨き普通橙長石－（１．９）－坏土師器８８２

６０％掘り方底部ヘラナデ普通にぶい橙長石・石英・針
状鉱物８．２４．７［１４．３］坏須恵器８８３

３０％床面底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英６．８４．７［１３．６］坏須恵器８８４

３０％下層体部下端・底部手持ちヘラ削り 普通黄灰長石・石英・雲母６．５４．７［１３．６］坏須恵器８８５

１００％ ＰＬ１８中層体部下端・底部ヘラナデ 普通黄灰長石・黒色粒子５．６４．５７．８コップ形
土器須恵器８８６

１００％ ＰＬ１８中層体部・底部手持ちヘラ削り 普通灰褐長石・石英・黒
色粒子５．２３．３６．５コップ形

土器須恵器８８７

３０％Ｐ２覆土中底部回転ヘラ削り良好黄灰長石・黒色粒子［５．８］３．３［６．８］コップ形
土器須恵器８８８

５％覆土中外面・底部自然釉により調整不明 普通灰黒色粒子・細礫［６．２］（２．６）－コップ形
土器須恵器８８９

１０％覆土中ロクロナデ普通暗赤灰長石［５．７］（２．２）－コップ形
土器須恵器８９０

１０％　８９２と
同一個体覆土中ロクロナデ　底部降灰のため調整不明良好灰長石・黒色粒子［５．８］（２．４）－コップ形

土器須恵器８９１
１０％　８９１と
同一個体覆土中ロクロナデ普通黄灰長石・黒色粒子－（３．１）［６．２］コップ形

土器須恵器８９２

３０％下層底部回転ヘラ削り普通灰長石・石英・針
状鉱物７．６５．４［１３．４］高台付坏須恵器８９３

２０％竈内底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英［８．２］６．１［１３．８］高台付坏須恵器８９４

５％掘り方ロクロナデ普通褐灰長石－（３．４）［１１．０］高台付坏須恵器８９５
２０％　
底部墨書「尤」中層体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り普通にぶい黄長石・雲母［７．２］（４．２）－高台付坏須恵器８９６

１０％掘り方底部回転ヘラ削り普通黄灰長石・石英６．７（２．９）－高台付坏須恵器８９７
５％　
底部ヘラ書き上層底部回転ヘラ削り普通にぶい赤褐長石・石英６．３（２．６）－高台付坏須恵器８９８

９０％ ＰＬ１７中層天井部回転ヘラ削り普通黄灰長石・石英－２．１［９．４］蓋須恵器８９９

５％掘り方天井部回転ヘラ削り普通灰長石・石英－（２．８）［１４．８］蓋須恵器９００

５％覆土中ロクロナデ　方形の透かし有り普通黒長石・石英［１３．８］（２．６）－高盤須恵器９０１

５％中層ロクロナデ　外面横位の叩き普通褐灰長石・石英・雲母－（５．５）［２８．０］甑須恵器９０２

５％掘り方ロクロナデ普通灰褐長石・石英－（５．３）［２２．６］甑須恵器９０３

５％床面ロクロナデ　線刻あり普通黒褐長石・黒色粒子－（６．５）－円面硯須恵器９０４

５％ ＰＬ１８中層ロクロナデ普通灰黄褐長石・石英［１９．４］（２．４）－円面硯須恵器９０５

５％ ＰＬ１８掘り方ロクロナデ　透かし有り　線刻有り普通灰長石・石英・黒
色粒子［１７．２］（３．４）－円面硯須恵器９０６

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ幅長さ器種番号

掘り方指頭圧痕を残すナデ長石・赤色粒子（５９１）６．１８．４１３．０支脚ＤＰ５５

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１中層両端欠損　刃関鉄（１３．８）０．２１．６（７．７）刀子Ｍ８１

ＰＬ２１中層刃先部から茎部　両関　鉄（１４．３）０．２１．９６．７刀子ヵＭ８２

ＰＬ２１中層両端欠損 鉄（６１．４）０．４２．９（８．７）鎌Ｍ８３

掘り方両端欠損　鎌ヵ鉄２１．７０．１３．４８．４不明Ｍ８４

下層断面方形　先端部先細り鉄（１４．４）０．４０．３（５．５）釘Ｍ８５

中層断面長方形　両端欠損鉄（１３．６）０．５０．８（４．５）棒状金具Ｍ８６

ＰＬ２１上層鍍金銅６．７０．３２．０２．１不明Ｍ８７

第１５４号住居跡出土遺物観察表（第１０６・１０７図）

表５　奈良・平安時代住居跡一覧表

 備　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物覆土
内　　部　　施　　設

床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
竈貯蔵穴ピット 出入口主柱穴壁溝

土師器　須恵器　砥石人為竈――１４全周平坦２８～３０５．０２×４．８０方形Ｎ－１２゚－ＥＢ３ｅ２１２１

須恵器人為竈―２１―全周平坦２６～３０３．４１×２．８７長方形Ｎ－２７゚－ＷＢ３ｆ４１２２
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 備　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物覆土
内　　部　　施　　設

床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
竈貯蔵穴ピット 出入口主柱穴壁溝

本跡→ＳＢ６０土師器　須恵器　土製品　石器　
鉄製品人為竈―２１―全周平坦２５～３８４．０８×３．６２方形Ｎ－１２゚－ＥＢ３ｈ５１２３

土師器　須恵器　石製品　鉄製品人為竈―２―３一部平坦４４～５０５．７０×（５．０３）［不定方形］Ｎ－２２゚－ ＷＢ２ａ２１２４
本跡→ＳＩ
１３７土師器自然竈――１―一部平坦１４３．００×（２．８９）［方・長方形］Ｎ－４ －゚ＥＡ２ｊ３１２５
ＳＩ１２７→本
跡→ＳＫ１８４土師器　須恵器　不明竈１４２―一部平坦４～２１４．３０×４．２７方形Ｎ－８ －゚ＥＡ２ｉ４１２６
本跡→ＳＩ
１２６土師器　須恵器　土製品自然竈――２―一部平坦１４～３０３．７８×３．６７方形Ｎ－６ －゚ＥＡ２ｉ４１２７

土師器　須恵器　不明竈―２―３―平坦０～１６（５．５２）×（５．０９）［方・長方形］Ｎ－５ －゚ＥＢ２ｄ５１２８
ＳＩ１３０→本
跡土師器　須恵器　鉄製品　鉄滓人為竈―５１４一部平坦２０～２５４．７８×４．７２方形Ｎ－１４゚－ＥＢ２ｆ０１２９
本跡→ＳＩ
１２９・１３３土師器　須恵器　石器　鉄製品人為竈―８１７一部平坦２４～４６４．８０×４．７１方形Ｎ－６ －゚ＥＢ２ｇ０１３０
ＳＩ１３２→本
跡土師器　須恵器　自然竈――１４―平坦１２～２２２．５７×２．３２方形Ｎ－１０゚－ＥＢ３ｆ２１３１
本跡→ＳＩ
１３１・１３３土師器　須恵器　鉄製品自然竈――１４［全周］平坦１８～２４４．５４×４．２４方形Ｎ－１１゚－ ＷＢ３ｇ２１３２
ＳＩ１３０・１３２→
本跡→ＰＧ１２－自然竈――１――平坦２４２．７６×２．６３方形Ｎ－１２゚－ＥＢ３ｇ１１３３

土師器　須恵器　鉄製品　銅製品人為竈――――全周平坦３５～３６３．６８×３．５６方形Ｎ－５ －゚ＥＢ３ｉ３１３４

須恵器　土師器　石器不明竈―――――平坦［２０］２．８１×（２．４２）［方・長方形］Ｎ－１８゚－ＥＣ３ｄ８１３５
土師器　須恵器　灰釉陶器　石器
鉄製品自然竈１３１―一部平坦７～１８４．２０×（２．９０）［方・長方形］Ｎ－９ －゚ＥＣ３ｂ０１３６

ＳＩ１２５→本
跡土師器人為竈――２――平坦２２～４４４．４４×（２．６６）［方・長方形］Ｎ－８ －゚ＥＡ２ｊ２１３７

土師器　須恵器　灰釉陶器　土製
品　鉄製品不明竈―８１４―平坦［３３～４６］５．２１×（４．１６）［方・長方形］Ｎ－１０゚－ＥＣ４ｃ２１３８
土師器　須恵器　灰釉陶器　鉄製
品不明竈――１――平坦［３７～４０］（４．３７）×（３．８６）［長方形］Ｎ－１８゚－ＥＣ４ｄ４１３９

本跡→ＳＩ
１５４須恵器　鉄製品　人為竈１――４―平坦４６～４８［６．８５］×［６．７７］［方形］Ｎ－２７゚－ＥＣ４ｆ５１４０

須恵器　鉄製品人為――１―――平坦１２～２６３．９６×（２．５６）［隅丸長方形］Ｎ－４１゚－ ＷＣ４ｉ６１４１
ＳＫ２０１・２０２
→本跡

土師器　須恵器　灰釉陶器　石器 
鉄製品人為竈――１―一部平坦３４～５３４．８８×４．６４方形Ｎ－４ －゚ＥＣ４ｈ０１４２
土師器　須恵器　灰釉陶器　石製
品人為竈―５―――平坦０～３２４．８５×４．０２長方形Ｎ－７ －゚ＥＣ５ｊ１１４３

土師器　須恵器　鉄製品自然竈――１４一部平坦１６～４２３．４０×３．２１方形Ｎ－２８゚－ＥＤ５ｉ０１４４

土師器　須恵器　石器　鉄製品人為竈―――４全周平坦１９～５２４．４１×３．７５長方形Ｎ－２８゚－ＥＤ６ｊ１１４５

須恵器　石器人為竈――１２[全周]平坦２４～５５４．６８×（３．４２）［方・長方形］Ｎ－２７゚－ＥＤ６ｊ３１４６

土師器　須恵器　土製品人為竈――１４―平坦３４～４４３．４８×３．４１方形Ｎ－２１゚－ＥＥ６ａ２１４７
ＳＩ１１８→本
跡須恵器　土師器自然竈――１――平坦４０～４９２．９２×２．８３方形Ｎ－９ －゚ＥＥ６ｂ４１４８
本跡→ＳＤ
１３土師器自然竈―１――[全周]平坦１８～３７３．１５×（２．５０）［方・長方形］Ｎ－１６゚－ＥＥ６ｅ９１４９

土師器　須恵器　鉄器人為竈―２１４一部平坦４５～４８４．２４×４．１５方形Ｎ－１２２゚  －ＥＦ７ｂ７１５１

土師器　須恵器　鉄器　鉄製品　銅製品不明――――３―平坦３０～４０（６．２０）×（５．８５）［方・長方形］Ｎ－１３゚－ＥＣ４ｃ４１５３
ＳＩ１４０→本
跡土師器　須恵器　鉄器　鉄製品人為竈―１１４―平坦２０～５４６．５０×５．７０方形Ｎ－２７゚－ＥＣ４ｆ６１５４

　（２）掘立柱建物跡

　第５５号掘立柱建物跡（第１０８図）

位置　調査区北部のＢ２ｂ０区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１０８号住居跡を掘り込み，第６ピット群に掘り込まれている。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びている。桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－８°－Ｅの南北

棟である。規模は，桁行６．１５�，梁行４．１８�で，柱間寸法は桁行が１．８�～２．２�，梁行は２．１�を基調として

いる。面積は２５．７１�である。

柱穴　７か所。平面形は円形又は楕円形で，深さは１５～４０�である。土層は，いずれも柱抜き取り後の覆土で

ある。
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遺物出土状況　土師器片６点（甕）が出土している。いずれも細片のため，図示できなかった。

所見　本跡は，南東に１０�ほど離れた第１２１号住居跡，南に１５�ほど離れた第１２９・１３１号住居跡などの９世紀

代に比定される住居跡と軸方向を同じくしているため，同時期の集落に伴う「屋」と想定される。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック多量
４  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量　
５  褐 色 ロームブロック多量
６  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
７  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

８  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９  褐 色 ロームブロック中量・焼土粒子・炭化粒子微量
１０  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１１  明 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第１０８図　第５５号掘立柱建物跡実測図
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大 塚 遺 跡

　第５６号掘立柱建物跡（第１０９図）

位置　調査区北部のＢ３ｃ１区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため，詳細は不明である。桁行方向をＮ－１１°－Ｅとする総柱建

物で，規模は，確認できた範囲で，桁行３．６０�，梁行４．７３�で，柱間寸法は桁行が２．３�を基調とし，梁行は

２．３�～２．４�である。

柱穴　５か所。平面形は円形が主であるが，Ｐ５は不整形である。深さは１７～２７�である。土層は，いずれも

柱抜き取り後の覆土である。

所見　時期は，出土遺物がないため明確ではないが，隣接する第５５号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ同じであ

るため，時期は第５５号掘立柱建物跡に前後する時期と考えられる。集落に伴う「倉」と想定される。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

６  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
９  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１０  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第１０９図　第５６号掘立柱建物跡実測図

　第５７号掘立柱建物跡（第１１０図）

位置　調査区北部のＢ３ｇ６区で，平坦な台地上に位置している。
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規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため，確認できた範囲で，桁行２間，梁行３間の側柱建物で，桁

行方向をＮ－１７°－Ｅとする南北棟と推測される。規模は，確認できた範囲で，桁行３．７２�，梁行４．１０�で，

柱間寸法は桁行が１．７�，梁行は１．３�を基調としている。

柱穴　７か所。平面形は円形で，深さ２１～４０�である。土層は，いずれも柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況　土師器片３点（甕），須恵器片５点（坏２，高台付坏１，蓋１，甕類１）が出土している。９０７

はＰ５の覆土から出土している。

所見　本跡は，第５５・５６・５８・５９号掘立柱建物跡とともに北部に展開する建物群で，同時期の集落に付随する

「屋」と想定される。時期は，出土土器や建物群との関係から，９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５  褐 色 ロームブロック中量
６  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
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大 塚 遺 跡

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土中底部回転ヘラ削り普通灰長石・石英［６．４］５．３［１１．６］高台付坏須恵器９０７

第５７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１１０図）

　第５８号掘立柱建物跡（第１１１図）

位置　調査区北部のＢ３ｉ５区で，平坦な台地上に位置している。
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規模と形状　桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向をＮ－１°－Ｗとする南北棟である。規模は，桁行

５．７２�，梁行３．４２�で，柱間寸法は桁行が１．８�～２．０�，梁行は１．７�を基調としている。面積は１９．５６�である。

柱穴　１０か所。平面形は円形又は楕円形で，深さは８～３４�である。土層は，いずれも柱抜き取り後の覆土で

ある。

遺物出土状況　土師器片５点（坏２，甕３），須恵器片２点（坏）が出土している。いずれも細片のため図示

できなかった。

所見　本跡は，第５５～５７・５９号掘立柱建物跡とともに北部に展開する建物群で，同時期の集落に付随する「屋」

と想定される。時期は，出土土器や建物群との関係から，９世紀前葉と考えられる。

　第５９号掘立柱建物跡（第１１２図）

位置　調査区北部のＢ３ｈ２区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１３３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びているため，確認できた範囲で，桁行２間，梁行２間の側柱建物で，桁

行方向をＮ－９°－Ｅとする南北棟と推測される。規模は，確認できた範囲で，桁行４．１０�，梁行３．８４�で，

柱間寸法は桁行が１．５～１．７�で，梁行は１．９�を基調としている。

柱穴　６か所。平面形は円形又は楕円形で，深さ２８～５５�である。土層は，いずれも柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況　土師器片９点（坏類１，甕類８），須恵器片１７点（坏類３，高台付坏２，盤１，大甕１１），流れ

込んだ弥生土器片２点が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。大甕の須恵器片はすべてＰ１

から出土しており，廃絶後に一括して柱穴に投棄したものと考えられる。

所見　須恵器の大甕は本跡において使用された可能性が考えられるが，据え付けの痕跡などは確認できなかっ

た。廃絶時期は，出土土器や建物群との関係から，９世紀後半と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量
４  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

６  褐 色 ロームブロック少量
７  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８  褐 色 ロームブロック中量
９  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
５  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６  褐 色 ロームブロック多量
７  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

８  褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
９  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１３  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
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第１１２図　第５９号掘立柱建物跡実測図

　第６０号掘立柱建物跡（第１１３図）

位置　調査区北部のＢ３ｈ４区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１２３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向をＮ－８８°－Ｗとする東西棟である。規模は，桁行

５．８４�，梁行４．４０�で，柱間寸法は桁行が１．８�～２．２�で，梁行は２．２�を基調としている。面積は２５．７０�で

ある。

柱穴　８か所。平面形は円形又は楕円形で，深さは１９～４７�である。土層は，いずれも柱抜き取り後の覆土で

ある。

遺物出土状況　流れ込んだ弥生土器片２点が出土している。

所見　時期は，重複関係や周囲の遺構との関係から９世紀後半と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量　
５  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
６  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

７  暗 褐 色 ロームブロック中量
８  褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
９  褐 色 ロームブロック中量
１０  黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
１１  暗 褐 色 ロームブロック微量
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第１１３図　第６０号掘立柱建物跡実測図

　第６１号掘立柱建物跡（第１１４図）

位置　調査区中央部のＣ４ｈ８区で，東部に下がる緩やかな傾斜地に位置している。
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重複関係　第６２号掘立柱建物跡と第２３６号土坑を掘り込み，第２１３・２１８・２２１号土抗に掘り込まれている。第

２３２号土坑とも重複関係にあるが，切り合いは不明である。

規模と形状　桁行３間，梁行２間の総柱建物で，桁行方向をＮ－８°－Ｅとする南北棟である。規模は，桁行

６．３０�，梁行４．２１�で，柱間寸法は桁行，梁行ともに２．１�を基調としている。面積は２６．５２�である。

柱穴　１１か所。平面形は円形や楕円形及び不定形で，深さは２７～９４�である。土層は，いずれも柱抜き取り後

の覆土である。

遺物出土状況　土師器片１９点（坏類８，高台付坏２，甕類９），須恵器片１４点（坏類８，高台付坏１，蓋２，

盤１，甕類２），鉄滓１点が出土している。土師器の坏は内面黒色処理が施されている。９０８はＰ７の覆土中か

ら出土している。

所見　本跡は，第１４２・１４３号住居跡の９世紀後葉に比定される住居跡と軸方向がほぼ同じで，集落との関係か

ら同時期の集落に付随する「倉」と想定される。時期は，９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
２  褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量　
５  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
６  褐 色 ロームブロック多量
７  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
８  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
９  暗 褐 色 ロームブロック少量

１０  暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
１１  褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量　
１２  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
１３  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
１５  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７  暗 褐 色 ローム粒子少量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
２０％　
底部ヘラ書き覆土中底部回転ヘラ削り普通にぶい橙長石・針状鉱物－（５．１）［１５．６］高台付坏須恵器９０８

第６１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１１４図）

　第６２号掘立柱建物跡（第１１５図）

位置　調査区中央部のＣ４ｉ８区で，東部に下がる緩やかな傾斜地に位置している。

重複関係　第６１号掘立柱建物と第２３３・２５３・２５４号土坑に掘り込まれている。第２３４号土坑とも重複関係にある

が，切り合いは不明である。

規模と形状　桁行３間，梁行１間の側柱建物で，桁行方向をＮ－０°とする南北棟である。規模は，桁行５．４０�，

梁行４．３５�で，桁行の柱間寸法は１．８�を基調としている。面積は２３．４９�である。

柱穴　８か所。平面形は円形や楕円形及び不定形で，深さは４５～８０�である。土層は，いずれも柱抜き取り後

の覆土である。

遺物出土状況　土師器片２９点（坏類５，高台付坏１，甕類２３），須恵器片３５点（坏類２２，蓋６，盤１，甕類６），

鉄器１点（刀子）が出土している。９０９・Ｍ８８はＰ６の覆土中から出土している。９０９には「小□」と墨書され

ている。

所見　本跡は，第１４２・１４３号住居跡の９世紀前半に比定される住居跡と軸方向がほぼ同じで，集落との関係や

重複関係から，時期は，９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３  明 褐 色 鹿沼パミス中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス微量　

５  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７  暗 褐 色 ロームブロック少量
８  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
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第１１５図　第６２号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％　底部墨書
「小□」 ＰＬ１９覆土中底部多方向の手持ちヘラ削り普通灰白長石・石英［９．０］（０．９）－坏須恵器９０９

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中両端欠損鉄（６．１）０．５１．１（３．２）刀子Ｍ８８

第６２号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１１５図）
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　第６３掘立柱建物跡（第１１６図）

位置　調査区中央部のＤ５ｅ０区で，西部に下がる傾斜地に位置している。

規模と形状　桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向をＮ－２１°－Ｅとする南北棟である。規模は，桁行

５．４２�，梁行３．６５�で，柱間寸法は桁行，梁行ともに１．８�を基調としている。面積は１９．７８�である。

柱穴　１１か所。平面形は円形で，深さは２７～６６�である。土層は，いずれも柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況　土師器片１８点（坏類１，甕類１７），須恵器片１１点（坏類８，蓋３），鉄器１点（刀子）が出土し

ている。Ｍ８９はＰ３の覆土中から出土している。

所見　本跡は，南に１０�ほど離れた第１４４・１４５号住居跡と軸方向を同じくし，出土土器からも９世紀前葉の集

落に伴う「屋」と想定される。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３  褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量　
５  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
６  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

７  暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒
子微量

８  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
９  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１０  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１  褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量

第１１６図　第６３号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中両端欠損　刃関鉄（４．８）０．３１．０（５．５）刀子Ｍ８９

第６３号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１１６図）

　第６４号掘立柱建物跡（第１１７図）

位置　調査区北部のＢ２ｅ９区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１１６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－１０°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行５．２４�，

梁行３．７３�で，柱間寸法は桁行が１．６�～２．１�で，梁行は１．９�を基調としている。面積は１９．５５�である。

柱穴　７か所。平面形は円形又は楕円形で，深さは１４～５１�である。土層は，いずれも柱抜き取り後の覆土で

ある。

所見　本跡は，第５５・５６・５８・５９号掘立柱建物跡とともに北部に展開する建物群である。時期は，重複関係や

建物群との関係から，９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２  黒 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量　
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
６  褐 色 ロームブロック多量
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第１１７図　第６４号掘立柱建物跡実測図
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表６　掘立柱建物跡一覧表

備考（重複関係）主な出土遺物深さ（�）柱穴平面形梁行柱間（�）桁行柱間（�）構造面積（�）規模（�）柱間数（桁×梁）桁行方向位置番号

ＳＩ１０８→本跡→ＰＧ６土師器１５～４０円形
楕円形２．１１．８～２．２側柱２５．７１６．１５×４．１８３×２Ｎ―８°―ＥＢ２ｂ０５５

－１７～２７円形
不整形２．３～２．４２．３総柱－（３．６０）×４．７３（１）×２　Ｎ―１１°―ＥＢ３ｃ１５６

土師器　須恵器２１～４０円形１．３１．７側柱－（３．７２）×４．１０（２）×３　Ｎ―１７°―ＥＢ３ｇ６５７

土師器　須恵器８～３４円形
楕円形１．７１．８～２．０側柱１９．５６５．７２×３．４２３×２Ｎ―１°―ＷＢ３ｉ５５８

ＳＩ１３３→本跡土師器　須恵器２８～５５円形
楕円形１．９１．５～１．７側柱－（４．１０）×３．８４（２）×２　Ｎ―９°―ＥＢ３ｈ２５９

ＳＩ１２３→本跡－１９～４７円形
楕円形２．２１．８～２．２側柱２５．７０５．８４×４．４０３×２Ｎ―８８°―ＷＢ３ｈ４６０

ＳＢ６２　ＳＫ２３６→本跡
→ＳＫ２１３・２１８・２２１
ＳＫ２３２は新旧不明

土師器　須恵器
鉄滓２７～９４

円形
楕円形
不定形

２．１２．１総柱２６．５２６．３０×４．２１３×２Ｎ―８°―ＥＣ４ｈ８６１

本跡→ＳＢ６１，
ＳＫ２３３・２５３・２５４
ＳＫ２３４は新旧不明

土師器　須恵器
刀子４５～８０

円形
楕円形
不定形

４．３５１．８側柱２３．４９５．４０×４．３５３×１Ｎ―０°Ｃ４ｉ８６２

土師器　須恵器
刀子２７～６６円形１．８１．８側柱１９．７８５．４２×３．６５３×２Ｎ―２１°―ＥＤ５ｅ０６３

ＳＩ１１６→本跡－１４～５１円形
楕円形１．９１．６～２．１側柱１９．５５５．２４×３．７３３×２Ｎ―１０°―ＥＢ２ｅ９６４

　（３）井戸跡

　第３号井戸跡（第１１８・１１９図）

位置　調査区中央部のＥ５ｃ４区で，東に下がる傾斜地に位置している。

重複関係　第１１号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．５０�，短径１．３５�の楕円形で，長径方向はＮ－３２°－Ｅである。確認面からの深さは２．４８�

で，断面形は円筒状である。
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第１１８図　第３号井戸跡・出土遺物実測図
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912
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920

10cm0

第１１９図　第３号井戸跡出土遺物実測図

覆土　５層に分層される。ブロック状の含有物が多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１３３点（坏類５６，高台付坏４，高台付皿４，甕類６９），須恵器片６７点（坏類３６，高台付

坏３，蓋２，高盤１，瓶類４，甕類２１），灰釉陶器４点（段皿１，碗３）が覆土上層から底面にかけて出土し

ている。９１０は中央部の覆土上層，９１１・９１２・９１７・９１９は覆土下層から底面，９１３・９１４・９１８・９２０は覆土中層，

９１５・９１６は覆土上層と中層から出土した破片が接合している。いずれも廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。本跡は，旧谷津が埋没した後に掘削されている。

同様に旧谷津の上に掘られた遺構として，第１４２号住居跡があり，９世紀前半には谷津は埋没していたと考え

られる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
３  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

４  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子・
礫微量

５  黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ１５上層内面ヘラ磨き　体部下端・底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英・雲
母・赤色粒子７．０４．４１２．２坏土師器９１０

５０％下層～底面内面ヘラ磨き　体部下端・底部回転ヘラ削り普通にぶい橙長石・石英・黒
雲母・針状鉱物［６．８］４．３［１３．２］坏土師器９１１

５％下層～底面底部回転ヘラ削り普通灰長石［７．２］（３．８）－坏須恵器９１２
５％　
底部ヘラ書き中層底部ヘラナデ普通灰長石・針 状 鉱

物・黒色粒子［６．６］（１．５）－坏須恵器９１３

１０％中層ロクロナデ普通灰長石・石英［７．１］（４．１）－高台付坏須恵器９１４

１０％上層～中層内面ヘラ磨き　体部下端回転ヘラ削り普通にぶい橙長石・石英・金
雲母・針状鉱物－（１．１）［１３．４］皿土師器９１５

５％　猿投産黒
笹１４号窯式期上層～中層内面刷毛塗り　９１８と同一個体良好浅黄・浅黄緻密－（３．６）［１５．８］碗灰釉陶器９１６
５％　猿投産黒
笹１４号窯式期下層～底面内面刷毛塗り　８３９と接合　良好灰白・灰黄緻密－（４．３）－碗灰釉陶器９１７
５％　猿投産黒
笹１４号窯式期中層内面刷毛塗り　三叉トチン痕　角高台　９１６と

同一個体良好浅黄・浅黄緻密［８．２］（２．１）－碗灰釉陶器９１８
５％　猿投産黒笹
１４～９０号窯式期下層～底面内面刷毛塗り 良好灰白・灰黄緻密－（１．３）［１４．０］段皿灰釉陶器９１９

５％中層ロクロナデ普通灰長石・黒色粒子［１０．１］（７．４）－長頸瓶須恵器９２０

第３号井戸跡出土遺物観察表（第１１８・１１９図）
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　（４）柵跡

　第３号柵跡（第１２０図）

位置　調査区北部のＣ３ａ０区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南北方向（Ｎ－２°－Ｅ）に，直線状

に並んでいる。柱間寸法は１．６～２．０�である。

柱穴　４か所。径５４～８０�で，円形又は不整楕円形

を呈し，深さは３６～５２�である。土層は，いずれも

柱抜き取り後の覆土で，人為的に埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片２点（甕），須恵器片５点

（坏３，蓋１，甕１）が出土しているが，細片のため，

図示できなかった。

所見　廃絶時期は，出土土器や周囲との関係から９

世紀前葉と考えられる。第１３８号住居跡は円面硯や

灰釉陶器，コップ形土器などが出土しており，本跡

との関係が考えられる。また，柵跡より東部に位置

する第１３９～１４３・１５３・１５４号住居跡も同様な遺物が

見られ，柵跡を境に，集落の様相が異なる可能性が

考えられる。

　（５）土坑　

　第２０１号土坑（第１２１図）

位置　調査中央部のＣ５ｈ１区で，傾斜地に位置している。

重複関係　第１４２号住居に掘り込まれている。

規模と形状　径０．７�の円形で，深さは６８�である。底面は皿状

で，ほぼ直立している。

覆土　３層に分層される。不規則な堆積状況を示していることか

ら，人為堆積と考えられる。
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第１２０図　第３号柵跡実測図

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  明 褐 色 ローム粒子多量
６  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

1m0

A A

A A

SⅠ142

26.4m

1

2

3

第１２１図　第２０１号土坑実測図
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所見　時期は，重複関係から９世紀中葉以前と考えられる。

　第２０２号土坑（第１２２図）

位置　調査中央部のＣ５ｉ１区で，傾斜地に位置している。

重複関係　第１４２号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径０．９�，短径０．７�の楕円形で，長径方向はＮ－３１°－Ｗである。深さは６８�で，底面は凹凸し

ており，南側は緩やかに立ち上がっている。

覆土　４層に分層される。炭化物が多く含まれている状況から，

人為堆積と考えられる。

所見　時期は，重複関係から９世紀中葉以前と考えられる。

　第２０４号土坑（第１２３図）

位置　調査南部のＥ７ｆ３区で，平坦地に位置している。

規模と形状　長径０．９�，短径０．７�の楕円形で，長径方向はＮ－３０°－Ｗである。深さは１６�で，底面は皿状

で，緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１点（甕）が底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀から９世紀と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
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第１２２図　第２０２号土坑実測図

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３  黒 褐 色 炭化物多量，ローム粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ２  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
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第１２３図　第２０４号土坑・出土遺物実測図
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％底面内面ヘラナデ　外面ナデ普通にぶい褐長石・石英・雲母－（８．６）［２１．４］甕土師器９２１

第２０４号土坑出土遺物観察表（第１２３図）

　第２２２号土坑（第１２４図）

位置　調査中央部のＣ４ｈ９区で，傾斜地に位置している。

規模と形状　径０．３�の円形で，深さは５４�である。底面はＵ字状で，ほぼ直立している。

覆土　単一層である。ロームブロックが多い状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　須恵器片１点（坏）が覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀以前と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
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第１２４図　第２２２号土坑・出土遺物実測図

　第２３６号土坑（第１２５図）

位置　調査中央部のＣ４ｈ９区で，傾斜地に位置している。

重複関係　第６１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　径０．７�の円形で，深さは４１�である。底面は皿状で，緩やか

に立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。ロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況

を示していることから，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，重複関係から９世紀前半以前と考えられる。

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％　上層底部回転ヘラ削り普通灰長石・石英６．３（２．６）－坏須恵器９２２

第２２２号土坑出土遺物観察表（第１２４図）
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第１２５図　第２３６号土坑実測図

土層解説
１  褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス微量
２  褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
３  褐 色 ロームブロック多量
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表７　奈良・平安時代土坑一覧表

備　　考
重複関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　模

平面形長径方向位置番号
深さ(� )長径（軸）×短径（軸）（�）

本跡→ＳＩ１４２－人為皿状垂直６８０．７０円形－Ｃ５ｈ１２０１

本跡→ＳＩ１４２－人為凹凸緩斜６８０．９０×０．７０楕円形Ｎ－３１°－ＷＣ５ｉ１２０２

土師器自然皿状緩斜１６０．９０×０．７０楕円形Ｎ－３０°－ＷＥ７ｆ３２０４

須恵器人為Ｕ字状垂直５４０．３０円形－Ｃ４ｈ９２２２

本跡→ＳＢ６１－人為皿状緩斜４１０．７０円形－Ｃ４ｈ９２３６

６　その他の遺構と遺物

　住居跡１軒，溝跡５条，井戸跡１基，土坑６４基，ピット群９か所が確認された。

　　

　（１）住居跡

　第１５２号住居跡（第１２６図）

位置　調査区北部のＡ２ｊ６区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　削平により，竈のみが確認された。主軸方向は特定できない。

竈　北壁に位置し，規模は，焚口部から煙道部まで０．６�ほどである。火床部は皿状に掘りくぼめられ，煙道部

付近が火熱により赤変硬化している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片１点（甕）が出土している。細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，古墳時代後期以降と考えられる。

　（２）溝跡

　第１１Ａ号溝跡（第１２７・付図）

位置　調査区中央部のＤ５ｅ２区で，傾斜地に位置している。

竈土層解説
１  黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量 ２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第１２６図　第１５２号住居跡実測図
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重複関係　第１１Ｂ号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　Ｄ５ｅ２区から北東方向（Ｎ－２２゚ －Ｅ）に直線的に延びている。南西部は調査区域外へ延びてお

り，確認された長さは５．５�である。上幅０．５０～０．６０�，下幅０．１０～０．２８�，深さ約８�である。断面形はＵ字

状を呈し，緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。第１層に粘土粒子が多量に見られるため，人為

堆積と考えられる。

所見　時期及び性格は不明である。

　第１１Ｂ号溝跡（第１２８・付図）

位置　調査区中央部のＤ５ｅ２～Ｄ５ｃ５区で，傾斜地に位置している。

重複関係　第３号井戸跡を掘り込み，第１１Ａ号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北東方向（Ｎ－２５゚ －Ｅ）に直線的に延び，Ｄ５ｃ３区から東西方向（Ｎ－１００゚ －Ｅ）に屈曲する

Ｌ字状である。南部は調査区域外へ，東部は低湿地に向かって延びているため，全体の長さは不明であるが，

確認された長さは２１�である。上幅０．７２～１．８４�，下幅０．２２～０．７８�，深さ２０～４７�である。断面形はＵ字状

を呈しており，緩やかに立ち上がっている。

覆土　９層に分層される。炭化物や砂質粘土などの含有物が多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片６点（坏類２，高台付坏１，甕類３），須恵器片１０点（坏類４，盤１，甕類５）が出

土している。いずれも摩耗をうけており本跡に伴わないものと考えられる。

所見　時期は，重複関係により９世紀後半以降である。傾斜地に直交していることから，排水の機能を有して

いたとは考えられない。東部は低湿地へと傾斜が延びており，区画とも考えにくいため，性格については不明

である。

土層解説
１  にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３  暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５  極 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

６  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７  暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒

子微量
８  褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
９  暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
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第１２８図　第１１Ｂ号溝跡実測図

　第１２号溝跡（第１２９・付図）

位置　調査区中央部のＥ６ｂ５区で，緩やかな傾斜地に位置している。
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第１２７図　第１１Ａ号溝跡実測図
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規模と形状　Ｅ６ｂ５区から北東方向（Ｎ－３１゚－Ｅ）に直線的に延びている。長さ６．４３�で，上幅０．３０～０．６５�，

下幅０．１５～０．４９�で，深さは１０～１２�である。断面形はＵ字状を呈しており，緩やかに立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。ロームブロックを多く含んでいる状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　礫６点が出土している。

所見　時期及び性格は不明である。

　第１３Ａ号溝跡（第１３０・付図）

位置　調査区南部のＥ６ｆ８～Ｄ６ｊ８区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１４９号住居跡，第１３Ｂ号溝跡，第２号井戸跡，第２５２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　Ｅ６ｆ８区から南北方向（Ｎ－７ －゚Ｅ）に直線的に延びている。確認された長さは２５．６８�で，上

幅１．１０～１．２５�，下幅０．０８～０．１８�，深さ４８�である。断面形はＵ字状又は逆台形状を呈している。

覆土　４層に分層される。不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器２点，土師器片８点（甕類），須恵器片１４点（坏類３，高台付坏１，蓋３，甕類７），

土師質土器１点（内耳鍋）が出土している。９２５など多くの土器片は流れ込みである。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から中世以降と考えられる。性格については不明である。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量
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第１２９図　第１２号溝跡実測図
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
１０％　体部外
面ヘラ書き覆土中底部ヘラナデ普通にぶい黄橙長石・石英［７．０］（２．７）－坏須恵器９２５

第１３Ａ号溝跡出土遺物観察表（第１３０図）

　第１３Ｂ号溝跡（第１３０・付図）

位置　調査区南部のＥ６ｆ８～Ｄ６ｊ８区で，平坦な台地上に位置している。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３  黒 褐 色 ローム粒子微量
４  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第１３０図　第１３Ａ・Ｂ号溝跡，第１３Ａ号溝跡出土遺物実測図
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重複関係　第１４９号住居跡，第２号井戸跡，第２５２号土坑を掘り込み，第１３Ａ号溝に掘り込まれている。

規模と形状　Ｅ６ｆ８区から南北方向（Ｎ－３ －゚Ｅ）に直線的に延びている。確認された長さは２４．１２�で，上

幅０．５８～０．７２�，下幅０．１２～０．１８�，深さは３８～５０�である。断面形は，Ｕ字状又は凸凹を呈している。

覆土　４層に分層される。壁際から土砂が流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

所見　時期及び性格は不明である。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

表８　溝跡一覧表

備　　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物覆土
規　　　　模

形　状方　向位　置番号
深さ（�）下幅（�）上幅（�）長さ（�）

ＳＤ１１Ｂ→本跡土師器　須恵器人為８０．１～０．３０．５～０．６（５．５）直線北東Ｄ５ｅ２１１Ａ
ＳＥ３→本跡→
ＳＤ１１Ａ土師器　須恵器人為２０～４７０．２～０．８０．７～１．８（２１．０）Ｌ字状北東～東西Ｄ５ｅ２～Ｄ５ｃ５１１Ｂ

礫人為１０～１２０．２～０．５０．３～０．７６．４直線北東Ｅ６ｂ５１２
ＳＩ１４９，ＳＤ１３Ｂ，Ｓ
Ｅ２，ＳＫ２５２→本跡

土師器　須恵器
土師質土器人為４８０．１～０．２１．１～１．３（２５．７）直線南北Ｅ６ｆ８～Ｄ６ｊ８１３Ａ

ＳＩ１４９，ＳＥ２，ＳＫ２５２
→本跡→ＳＤ１３Ａ－自然３８～５００．１～０．２０．６～０．７（２４．１）直線南北Ｅ６ｆ８～Ｄ６ｊ８１３Ｂ

　（３）井戸跡

　第２号井戸跡（第１３１図）

位置　調査区南部のＥ６ｆ８区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１３Ａ・Ｂ号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．３９�，短径１．２７�の円形である。確認面からの深さは１．４２�で，断面形は円筒状である。

覆土　２層に分層される。ブロック状の含有物が多く含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，出土土器がないため不明である。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
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第１３１図　第２号井戸跡実測図
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　（４）土坑（第１３２～１３８図）

　　１基の土坑について記述し，その他については実測図と土層解説を記載する。

　第２５２号土坑（第１３２図）

位置　調査区南部のＥ６ａ８区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１３Ａ・Ｂ号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径３．４４�，短径２．７２�の楕円形で，長径方向はＮ－８６°－Ｗである。深さは２３８�で，底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　９層に分層される。各層にロームブロックが多く含まれていることから，人為堆積と考えられる。

所見　規模と形状から陥し穴または井戸の可能性が考えられる。時期は，不明である。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３  黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

６  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
８  褐 色 ロームブロック多量，鹿沼粒子少量，炭化粒子微量
９  褐 色 ロームブロック中量
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第１３２図　第２５２号土坑実測図
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第１３３図　その他の土坑実測図（１）
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第１３５図　その他の土坑実測図（３）
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第１３６図　その他の土坑実測図（４）
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第１３７図　その他の土坑実測図（５）

第１８４号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

第１８５号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量
２  にぶい褐色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量

第１８６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
２  黒 褐 色 ローム粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック少量

第１８７号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１８８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・小礫微量

第１８９号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量

第１９０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第１９１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量
２  褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量

第１９２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１９３号土坑土層解説
１  明 褐 色 ロームブロック多量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  にぶい褐色 ロームブロック中量
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第１９４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９５号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック多量

第１９６号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック多量

第１９７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック多量

第１９８号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１９９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２００号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２０３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
４  褐 色 ロームブロック少量
５  褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
６  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７  褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
８  明 褐 色 ロームブロック・砂・鹿沼パミス少量

第２０５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ロームブロック中量

第２０６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２０７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５  褐 色 ロームブロック中量
６  褐 色 ローム粒子中量
７  暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量

第２０９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２１０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

 

第２１１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２１２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第２１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
３  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２１４号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

第２１５号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量

第２１６号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２１７号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
２  褐 色 ロームブロック多量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２１８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，鹿沼パミス微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２１９号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

第２２０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第２２１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第２２４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  暗 褐 色 ロームブロック微量

第２２５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

第２２６号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
２  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

第２２７号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
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第２２８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２２９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第２３０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２３１号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２３２号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４  暗 褐 色 ロームブロック微量

第２３３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２３４号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
３  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミス微量

第２３５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第２３７号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック多量
２  明 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６  明 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
７  暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
８  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
９  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
１０  明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１  褐 色 鹿沼パミス多量，ロームブロック少量
１２  暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１３  黄 褐 色 鹿沼パミス中量，ロームブロック少量
１４  極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・鹿沼パミス微量
１５  褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
１６  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１７  明 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
１８  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１９  明 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
２０  暗 褐 色 ロームブロック微量
２１  褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
２２  暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２３  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２４  褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量

第２３８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
３  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

第２３９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２４０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２４１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  褐 色 ローム粒子少量

第２４２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  明 褐 色 ロームブロック中量
５  明 褐 色 ロームブロック少量

第２４３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  黒 褐 色 ローム粒子微量

第２４４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２４５号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２４６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２４７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２４８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量

第２４９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

第２５０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量

第２５１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量

第２５３号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２  褐 色 ロームブロック多量

第２５４号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック中量
４  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
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第１３８図　第１９０・２１１・２３５号土坑出土遺物実測図

備　　考出土位置　特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０覆土中全面研磨　被熱痕石英斑岩（４９９）５．３（８．６）（９．５）磨石Ｑ１０８

第１９０号土坑出土遺物観察表（第１３８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％覆土中体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り普通にぶい橙石英・赤色粒子［６．０］４．３［１２．８］坏土師器９２３

第２１１号土坑出土遺物観察表（第１３８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中ロクロナデ　内外面自然釉普通黄橙緻密－（２．２）－瓶類ヵ須恵器９２４

第２３５号土坑出土遺物観察表（第１３８図）

表９　その他の土坑一覧表

備　　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物底面壁面
規　　　模

平面形長径方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）（�）

－平坦緩斜１５０．８０円形－Ａ２ｉ３１８４

本跡→ＰＧ５須恵器　馬骨平坦外傾８１［２．４０×１．５４］［楕円形］Ｎ－３２°－ＥＢ２ｂ８１８５

本跡→ＰＧ５－皿状外傾５３０．９３×０．７８楕円形Ｎ－８５°－ＥＢ２ｃ６１８６

－平坦緩斜４５２．２４×１．４５楕円形Ｎ－３３°－ＥＢ３ｈ４１８７

土師器　須恵器平坦垂直２５１．１４×１．０５円形－Ｂ３ｉ２１８８

ＰＧ７→本跡－皿状緩斜３２０．７８×０．６６不整楕円形Ｎ－６１°－ＷＢ３ｇ７１８９

－皿状外傾１６１．１４×（０．８０）［円形・楕円形］Ｎ－５５°－ＷＢ２ａ９１９０

本跡→ＰＧ６－皿状緩斜１８１．１８×（０．８０）［不整楕円形］Ｎ－１８°－ＥＢ２ｂ９１９１

本跡→ＰＧ７－皿状緩斜１７０．９６×０．８８［楕円形］Ｎ－１５°－ＥＣ３ａ６１９２

－皿状外傾３１０．５０円形－Ａ２ｉ６１９３

－平坦緩斜１４０．８０円形－Ｂ３ｆ３１９４

本跡→ＰＧ１２－皿状外傾２０（１．０５×０．６５）［楕円形］Ｎ－２３°－ＥＢ３ｈ２１９５

本跡→ＰＧ７－平坦緩斜２１［０．７１］×０．５９［楕円形］Ｎ－４０°－ＥＢ３ｊ４１９６

－平坦緩斜３２１．６０×１．１５不整楕円形Ｎ－７３°－ＥＣ３ａ７１９７

－皿状外傾５８０．６５×０．５８円形－Ｃ３ｂ８１９８

土師器　磁器皿状外傾４７０．７４円形－Ｅ６ａ４１９９

土師器平坦外傾３６０．８３×０．７６円形－Ｅ６ｂ５２００
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備　　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物底面壁面
規　　　模

平面形長径方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）（�）

－皿状緩斜７０１．８０×１．００［楕円形］Ｎ－５０°－ＷＤ５ｊ０２０３

－皿状外傾４６　０．６２×［０．５０］［不整楕円形］Ｎ－４３°－ＷＥ７ｆ３２０５

－平坦外傾２０１．２４×０．７３楕円形Ｎ－７５°－ＷＥ７ｅ４２０６

ＳＫ２０８→本跡－皿状緩斜４２～８５１．２６×（１．０４）［楕円形］Ｎ－５３°－ＷＥ７ｅ４２０７

本跡→ＳＫ２０７土師器　須恵器平坦外傾５０４．３５×１．８４楕円形Ｎ－５１°－ＥＥ７ｅ４２０８

－平坦緩斜１９０．７５×０．６９円形－Ｅ７ｆ１２０９

－皿状外傾６３１．１６×０．７１不整楕円形Ｎ－２０°－ＷＥ７ｇ２２１０

土師器　須恵器平坦緩斜３５〔１．９８〕×１．３３［楕円形］Ｎ－２°－ＥＤ４ａ８２１１

土師器　須恵器平坦外傾３０１．１５×１．０６円形－Ｃ４ｊ８２１２

ＳＢ６１→本跡土師器　須恵器皿状外傾５６０．６４×０．５６円形－Ｃ４ｉ８２１３

－皿状外傾３３０．５０×０．４０不定形Ｎ－１３°－ＥＣ４ｉ８２１４

須恵器　皿状緩斜５００．８８×０．７８楕円形Ｎ－８２°－ＥＣ４ｈ８２１５

土師器凹凸外傾２８０．８６×０．５２楕円形Ｎ－６０°－ＷＣ４ｈ８２１６

土師器　須恵器平坦外傾４７０．５２×０．４８円形－Ｃ４ｈ８２１７

ＳＢ６１→本跡土師器皿状緩斜３２０．８６×０．６４不整楕円形Ｎ－７８°－ＷＣ４ｈ８２１８

土師器　須恵器皿状緩斜６８１．１４×０．９８不整楕円形Ｎ－７３°－ＥＣ４ｇ７２１９

土師器平坦外傾４５０．６２×０．６１円形－Ｃ４ｈ８２２０

ＳＢ６１→本跡土師器　須恵器皿状緩斜２５０．６８円形－Ｃ４ｉ９２２１

土師器　須恵器皿状外傾５９０．５２円形－Ｃ４ｈ９２２４

土師器　須恵器平坦外傾２２０．５４円形－Ｃ４ｇ７２２５

須恵器平坦外傾２５０．６４×０．４７楕円形Ｎ－４５°－ＷＣ４ｇ７２２６

－皿状外傾３６０．４４×０．４２円形Ｎ－２７°－ＷＣ４ｇ８２２７

土師器平坦緩斜１９１．１５×１．０７円形－Ｃ４ｇ０２２８

ＳＫ２３０→本跡須恵器平坦垂直６００．４７×０．４１円形Ｎ－９０°－ＥＣ４ｈ９２２９

本跡→ＳＫ２２９－皿状緩斜２７０．４１×（０．３０）［楕円形］Ｎ－６６°－ＷＣ４ｈ９２３０

－皿状外傾３５０．４２×０．３９円形－Ｃ４ｈ７２３１

ＳＢ６１　新旧不明土師器　須恵器皿状外傾７８０．８６×０．７５楕円形Ｎ－２２°－ＷＣ４ｊ８２３２

ＳＢ６２→本跡－平坦外傾７８０．７０×０．６７円形－Ｃ４ｉ７２３３

ＳＢ６２　新旧不明－平坦垂直４１（０．４４）×０．２７［楕円形］Ｎ－５８°－ＷＣ４ｈ７２３４

土師器　須恵器凹凸緩斜４８６．０５×１．７２不定形Ｎ－８１°－ＥＥ７ｈ７２３５

本跡→ＳＩ１５０－皿状緩斜１２４４．９６×４．６６不定形Ｎ－３１°－ＥＥ６ｃ９２３７

－平坦外傾３４０．８７×０．７０不整楕円形Ｎ－７６°－ＷＦ８ｅ３２３８

本跡→ＳＫ２４０土師器凹凸緩斜３２［１．１４］×１．０６［円形］－Ｆ７ａ９２３９

ＳＫ２３９→本跡－凹凸緩斜５３０．７９×０．７１円形Ｎ－３９°－ＷＦ７ａ９２４０

本跡→ＳＫ２４２－凹凸外傾２５［０．９１］×０．５７［楕円形］Ｎ－８３°－ＷＥ７ｊ７２４１

ＳＫ２４１→本跡－凹凸緩斜７８１．２９×０．５８不定形Ｎ－７°－ＥＥ７ｊ７２４２

－皿状垂直１１６０．６６×０．５４円形－Ｅ７ｉ６２４３

弥生土器凹凸外傾４００．５６×０．４４楕円形Ｎ－１２°－ＥＦ８ｂ２２４４

－皿状外傾４８０．４６×０．３５楕円形Ｎ－１６°－ＷＦ８ｂ１２４５

－皿状外傾５２０．４９×０．３９楕円形Ｎ－０°Ｆ８ａ１２４６

弥生土器　土師器　須恵器皿状外傾５８〔０．４８〕×０．４０楕円形Ｎ－４１°－ＥＥ７ｈ５２４７

－皿状垂直６２０．３５円形－Ｆ８ｂ３２４８

－皿状垂直７００．３４円形－Ｆ８ｂ４２４９

－皿状外傾６００．４５×０．３５楕円形Ｎ－２１°－ＥＥ７ｈ４２５０

－凹凸緩斜１７１．４７×０．８０隅丸長方形Ｎ－７５°－ＷＣ４ｉ８２５１

ＳＢ６２→本跡－皿状外傾８００．８２×０．６９楕円形Ｎ－０°Ｃ４ｈ８２５３

ＳＢ６２→本跡－皿状外傾７３０．９６×０．６１不整楕円形Ｎ－８０°－ＷＣ４ｉ７２５４

　（５）ピット群

　調査区北部から中央部にピット群９か所が確認された。これらのピットからは遺物がほとんど出土して

いないため，時期を判断することができなかった。また，ピットの配列に規則性が認められないことから，

性格を明らかにすることもできなかった。以下，ピット群５～１３の平面図及び規模などを計測表にまとめ

て記載する。
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　第５ピット群（第１３９図）

 P1

 P2

 P3

 P4

 P5

 P6

 P7

 P8

 P9
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 P11

P12
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 P15
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 P17
 P18
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 P25 P26

 P27

 P28

B2b7

B2d8

SK186

SK185

 P29

 P30
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 P33

 P34

 P35

 P36

 P37

 P38

 P39

 P40

 P41

2m0

第１３９図　第５ピット群実測図

第５ピット群計測表（第１３９図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

２２２８×６０１７４０３２×３４９２２２０×２１１

５１２２×２９１８２６２４×２８１０２２２７×３６２

１３３４×５２１９２９３３×８２１１３２３４×４３３

９３０×４３２０２０３１×３８１２４３３３×３６４

１５２５×２７２１２０３６×４１１３４２４６×６０５

２１３０×３６２２３１２２×２５１４１６３０×３１６

１６２８×３７２３３０２３×２６１５２７３２×３６７

１９３２×３２２４２１３０×３１１６２８３１×３３８
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規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

４８３３×４３３７４３２３×２５３１２６２８×３６２５

１４２２×２８３８４２３４×３５３２１５２０×２４２６

１６１８×２０３９２２４２×５０３３２０２１×２１２７

１７１７×１８４０２６１４×１５３４１４２４×２４２８

３６１９×２２４１１５２３×２５３５４８２７×３７２９

４２２４×２９３６３２２３×２６３０

　第６ピット群（第１４０図）

第６ピット群計測表（第１４０図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

６４３８×５６２１２６３３×３６１１１７２０×２１１

３７２０×３０２２２１２３×３４１２４３２２×２８２

１８１６×２４２３２９３９×４０１３４７２５×３８３

１３２２×３０２４３３２７×２９１４２９２０×２２４

４３２６×３４２５６５５９×１１９１５１５１６×２０５

３４１９×２０２６３４２６×２９１６３６２１×３４６

５２３６×４０２７３２３１×３６１７１２２０×２５７

１９２２×２８２８６０２７×４８１８１３１７×１８８

４１３０×３５２９２８２２×２８１９１２１９×２０９

２５３４×４６３０６６５０×６０２０５２３６×４９１０
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第１４０図　第６ピット群実測図
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規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

２７２７×２８４５１１２０×２５３８２６２６×２７３１

６３０×３２４６３６２６×３０３９１６２３×２８３２

３４２０×２４４７２８２４×３４４０４４２７×３０３３

２１４０×４３４８３２２８×３４４１６１２８×４２３４

３０（５９）×７０４９１１２２×２６４２４０３６×４４３５

２３４３×５２５０３４２０×２８４３１８４６×６６３６

１０２６×２８４４２３４２×４６３７

　第７ピット群（第１４１図）
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P5
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P8

P4
P3
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P1

SK192

P14

P13

P12

P34

P27
P29

P28

P31

P33

P32
P30

B3h6
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P23

P22

B3j4

SⅠ134

SⅠ123

SK189SB57

SK187

SB60

SB58

SK196

2m0

第１４１図　第７ピット群実測図
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第７ピット群計測表（第１４１図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

３７３６×４３２５１８２６×３１１３４３４１×５６１

１０２７×２８２６１５２２×２５１４１７２８×３１２

６３４×３７２７２１２９×３４１５１２２９×３２３

４２３×２４２８１２２６×２８１６３５２４×２９４

１６３３×４０２９２４４０×４８１７３１３８×４４５

１３３１×３４３０１２３３×３６１８４４２４×２８６

８３０×３３３１３５３６×３６１９５３２３×２６７

９（３８）×４８３２１２３１×３２２０５４３１×３５８

１９３６×４１３３２３３３×３８２１１１２５×２６９

３０３８×４０３４４５５５×８１２２２３１８×２０１０

２９２７×２９２３１３２９×３２１１

１５２６×３２２４５８３２×４４１２

　第８ピット群（第１４２図）　

第８ピット群計測表（第１４２図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

２０３２×３６９１４３９×４４５２６４０×４０１

１８（１６）×２８１０１４（３８）×４６６１８３４×４４２

１５３８×４０１１４４５０×５２７１６３６×３７３

３６３８×４４８５６５４×５８４

SA3

SA3

SA3

P9

P8
P2

P1

P3

P6
P10

P7

P4

P11
P5

S 136

C3b0 C4b1

2m0

第１４２図　第８ピット群実測図



－　　－157

大 塚 遺 跡

　第９ピット群（第１４３図）　

 P1

 P2

 P3

 B2g0

 P4

 P5  P6

 P7

 P8

 P9

 P10

2m0

 SB64 SB64
 SB64 SB64

S 116

第１４３図　第９ピット群実測図

第９ピット群計測表（第１４３図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

２７３８×４１９４５４２×５２５５１２３×２７１

１８３０×３５１０２８２３×２８６３２３６×４２２

２６４９×５２７１９４９×５２３

４７３６×４２８２４３５×４１４

　第１０ピット群（第１４４図）　

 P1

 P2  P3

 P4

 P5
 P6

 P7

 P8

 P9

S 121

B3e4
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 P11  P12  P13
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第１４４図　第１０ピット群実測図
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第１０ピット群計測表（第１４４図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

５２６２×７０１１１１３２×３６６６２４×２９１

２８４５×５３１２１９４０×４２７４２２１×２５２

５７５２×５５１３２４４７×５０８１１４４×４４３

２９４２×４５１４２１５０×５６９１４２３×２９４

２９２５×３０１０１２２３×２６５

　第１１ピット群（第１４５図）　
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第１４５図　第１１ピット群実測図

　第１２ピット群（第１４６図）　

第１１ピット群計測表（第１４５図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

１３３５×４０１３２１５０×５８７１１４６×４７１

５４４５×５３１４４３５１×６３８１８２２×２４２

３４３８×４５１５２６３１×５７９２４５９×６１３

２９３５×４８１６４８４８×６３１０３２５６×６０４

３５（２３）×３５１１１４５７×６２５

２０３５×４０１２１２３７×４６６

第１２ピット群計測表（第１４６図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

１８５０×５５５２６２２×２３３３２４３×４８１

２９（４３）×５８６２７３０×３１４２２２４×３６２
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規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

２３２６×３７１７３４５３×７２１２２６４４×４７７

１５３８×４０１８２１４３×５２１３２０４１×５９８

３４４２×４２１９１３３８×４０１４３７２８×３４９

３９３２×５４１５５３５３×６８１０

３８４２×４３１６２５２１×２６１１

　第１３ピット群（第１４７図）　

 P1

 P2
 P3

 P4

 P5

 P6
 P7

 P8

 P9

 P10

 P11

 P12

 P13

 P14

 P15

 P16

 P17

 P18

 P19

S 130

S 133

SK195

S 132

B3i3B3i2

SB59

2m0

第１４６図　第１２ピット群実測図

第１３ピット群計測表（第１４７図）

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

５８５０×５５７２０３７×４２４６８４０×４８１

４８３５×３９８３６４２×５４５４８６１×９２２

３５３６×４０９４２４７×４８６３６５９×６５３

P8

P9

P7

P6
P5

P4 P3

P2

P1

P10

P11
P12

P13

P14

C4g0C4g9

2m0

第１４７図　第１３ピット群実測図
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規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

規　　　　模（�）
番号

深さ短径×長径深さ短径×長径深さ短径×長径

３２５６×７１１４７７５３×５３１２１６５２×５９１０

３８５２×６３１３１７３４×４５１１

10cm0

926

Q114

Q115

第１４８図　第６・７・８ピット群出土遺物実測図

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中全面使用花崗岩（４８２）（４．７）（７．５）（１０．４）磨石Ｑ１１４

第６ピット群出土遺物観察表（第１４８図）

第７ピット群出土遺物観察表（第１４８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％　
体部墨書「□」覆土中摩耗により調整不明普通橙石英・赤色粒子－（２．２）－坏土師器９２６

第８ピット群出土遺物観察表（第１４８図）

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中砥面１面酸性凝灰岩（２９．９）３．６１．３（６．２）砥石Ｑ115

　（６）遺構外出土遺物（第１４９・１５０図）

　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図及び出土遺物観察表で掲載する。

10cm0

927

930

928

932

第１４９図　遺構外出土遺物実測図（１）
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10cm0

929

931

933

935

939

936

940

937

938

942
943

941 Q116

M90

934

第１５０図　遺構外出土遺物実測図（２）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％　体部墨書
「�」Ｃ５区内面ヘラ磨き 普通橙長石・石英・金

雲母・針状鉱物－（２．３）－坏類土師器９２７
１０％　体部墨書
「�」Ｃ５区ロクロナデ普通黄灰長石・石英・針

状鉱物［４．６］４．７［１３．１］坏須恵器９２８

７０％　体部墨書
「�」・底部墨書
「十」 ＰＬ１９

Ｃ５区内面ヘラ磨き　体部下端・底部回転ヘラ削り普通明黄褐長石・石英・針
状鉱物６．８４．１［１３．２］高台付坏土師器９２９

１０％　底部墨書
「真」 ＰＬ１９Ｃ５区内面ヘラ磨き　体部下端・底部回転ヘラ削り普通橙長石・金雲母・

針状鉱物［６．６］（１．７）－高台付皿土師器９３０
５％　底 部 墨 書
「十」ヵＣ５区内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ削り普通橙長石・石英・雲

母・針状鉱物［６．６］（１．７）－高台付坏土師器９３１
１０％　底部墨書
「十」Ｃ４区内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後ナデ普通橙石英・金雲母・

針状鉱物－（２．３）－高台付坏土師器９３２

１０％　転用硯ＳＩ１２７覆土中底部回転ヘラ切り後ナデ　内面墨痕付着普通黄灰長石・針状鉱物［１１．０］（３．１）－盤須恵器９３３

５％Ｃ４区内面ヘラ磨き　外面ナデ普通にぶい橙石英・小礫－（５．８）［１８．０］鉢土師器９３４
５％　猿投産黒笹
１４号窯式期Ｃ４区内外面施釉　角高台良好灰黄・灰白緻密－（１．４）－皿灰釉陶器９３５
５％　猿投産黒笹
１４号窯式期 ＰＬ１８Ｄ５区頸部外面無釉　体部外面施釉　良好灰白・灰白緻密－（８．４）［９．６］長頸瓶灰釉陶器９３６
５％　猿投産井ヶ
谷７８号窯式期ヵＤ６区無釉　良好灰オリーブ・

にぶい黄緻密－（６．０）－長頸瓶灰釉陶器９３７

５％ Ｃ５区外面刷毛塗り　８４０と接合良好灰白・浅黄緻密－（６．５）－瓶類灰釉陶器９３８

遺構外出土遺物観察表（第１４９・１５０図）
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
５％　猿投産黒笹
１４号窯式期ＳＩ１４２覆土中外面刷毛塗り　８２２と接合良好灰白・淡黄緻密－（４．４）－瓶類灰釉陶器９３９

５％ＳＩ１４８覆土中外面施釉良好にぶい黄・
浅黄緻密－（３．１）－瓶類灰釉陶器９４０

５％　転用砥石ヵＳＩ１３８覆土中内外面擦りによる摩耗　外面縦位の叩き普通灰長石・石英・小
礫－（１５．３）－甕須恵器９４１

５％Ｃ４区ロクロナデ　方形透かし有り　外面自然釉普通オリーブ黒長石・黒色粒子－（３．５）－円面硯須恵器９４２

５％ＳＩ１２４覆土中ロクロナデ　体部に線刻有り普通黄灰長石・雲母－（２．４）－円面硯須恵器９４３

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０Ｄ５区砥面４面　端部欠損頁岩（９１．５）２．１３．８（９．８）砥石Ｑ１１６

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１表採端部わずかに細くなる 鉄（２７．５）０．４２．３７．８鎌Ｍ９０
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第�章�木 戸 遺 跡

　　

　木戸遺跡は，弥生時代と奈良・平安時代を中心とした複合遺跡であることが確認できた。

　検出された遺構は，弥生時代の竪穴住居跡２軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡３軒，溝跡１条，土坑７基の

ほか，時期不明の道路跡１条，溝跡５条，土坑１０基，ピット群１か所である。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１１箱出土している。主な出土遺物は，弥生土器（壺），土師

器（坏・椀・高台付坏・壺・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・蓋・盤・壺・甕），陶器片（碗ヵ），土製品（支

脚・紡錘車・球状土錘），石器（砥石），鉄器・鉄製品（鎌・刀子・紡錘車・釘）などである。

　調査区北西部のＡ１ｉ８区にテストピットを設定し，基本土層の観察を行った。テストピットの地表面の標高

は２９．４�で，地表から約２．８�掘り下げた。土層は１３層に分層された。土層の観察結果は，以下のとおりである。

　第１層は，ローム粒子を少量含む黒褐色の現表土で，粘性・締まりともに普通である。層厚は３０～４０�である。

　第２層は，ロームブロック・黒色粒子を少量含む褐色のローム層で，粘性・締まりともに普通である。層厚

は５～１５�である。

　第３層は，ローム粒子を中量，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，粘性・締まりともに普通である。層

厚は５～２０�である。

　第４層は，ローム粒子を多量含む褐色のローム層で，粘性・

締まりともに普通である。層厚は５～３５�である。

　第５層は，ローム粒子を多量，赤色粒子を微量含む褐色の

ローム層で，粘性は普通で締まりは強い。層厚は１０～４０�で

ある。

　第６層は，ローム粒子を多量，鹿沼パミスを少量，黒色粒

子を微量含む褐色のローム層で，粘性は普通で締まりは強

い。層厚は５～７０�である。

　第７層は，ローム粒子・鹿沼パミスを中量含むにぶい黄褐

色のローム層で，鹿沼層純層への漸移層である。粘性・締ま

りともに強い。層厚は５～５０�である。

　第８層は，黄褐色の鹿沼層純層で，粘性は弱く締まりは強

い。層厚は１０～４５�である。

　第９層は，ローム粒子中量，鹿沼パミス少量を含む暗褐色

のローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚は１０�前後で

ある。

　第１０層は，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，粘性・

第１節　遺跡の概要

第２節　基 本 層 序

27.0m

28.0m

29.0m

30.0m

1

2

3
4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

2

3

4

8

9

K

K

第１５１図　基本土層図
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締まりともに強い。層厚は１５～３５�である。

　第１１層は，粘土粒子を少量，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚は５～

４０�である。

　第１２層は，粘土粒子を中量，黒色粒子を微量含む褐色のローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚は１０～

４０�である。

　第１３層は，粘土粒子を多量含む褐色のローム層で，粘性・締まりともに強い。湧水の影響で未掘のため層厚

は不明である。

　なお，遺構の多くは第３・４層で確認され，第３～６層にかけて掘り込まれている。

2m0 50cm0

A A

C B

CB

D
D

A
A B

B

C
C

D
D

C3c4

1

P1

29
.0

m

28
.6

m

3
2

1

3

3
2

1

1

1

第１５２図　第１号住居跡実測図

１　弥生時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡２軒が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　

　第１号住居跡（第１５２・１５３図）

位置　調査区中央部のＣ３ｃ４区で，平坦な台地上に位置している。

第３節　遺構と遺物
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規模と形状　東側は調査区域外に延びているため，長軸５．３０�，短軸２．９５�が確認され，方形又は長方形と推

測される。主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は２６～３６�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，径６５�の円形を呈し，床面を１５㎝掘りくぼめた地床炉である。炉床は，

中央部が火熱を受け赤変硬化している。

ピット　１か所。深さ３３�で，炉と向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　３層に分層される。不自然な堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片７１点（壺）のほか，混入と考えられる土師器片１６点（甕類１３，坩３），須恵器片２点

（坏類１，甕類１）が出土している。遺物は，南西コーナー部から多く出土している。１は覆土下層から床面に

かけて出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

土層解説
１  黒 色 ローム粒子少量
２  黒 褐 色 ローム粒子中量

３  暗 褐 色 ロームブロック微量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％下層～床面
頸部，櫛歯状工具（４本）による縦区画（４分
割）内に充填波状文　胴部附加条二種縄文によ
る施文　底部木葉痕

普通にぶい褐長石・石英９．５［２５．２］―壺弥生土器１

第１号住居跡出土遺物観察表（第１５３図）

炉土層解説
１  にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物微量

10cm0

1

第１５３図　第１号住居跡出土遺物実測図
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　第２号住居跡（第１５４・１５５図）

位置　調査区中央部のＢ３ｉ３区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．５１�，短軸４．４１�の方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｅである。壁高は３０～４０�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。炉から南部は踏み固められている。

炉　中央部からやや北寄りに位置している。長径９２�，短径７７�の楕円形を呈し，床面を１０�掘りくぼめた地

床炉である。火床は，中央部から北側にかけて火熱を受け赤変硬化している。
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第１５４図　第２号住居跡実測図
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６６～８２�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３３�で，炉

と向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴う柱穴と考えられる。

覆土　６層に分層される。レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片９２点（壺）のほか，混入と考えられる土師器片１１点（甕類），須恵器片４点（坏２，

蓋１，甕１）が出土している。２は中央部，３は南西コーナー部，４は西部の床面から出土した破片が接合し

たものである。Ｑ１は，覆土中層からの出土であることから，埋没の途中に投棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

炉土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量 ２  黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

土層解説
１  黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土ブロック

微量
２  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３  黒 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

４  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子微量
６  褐 色 ローム粒子微量
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第１５５図　第２号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％ ＰＬ２５床面頸部上位に軽い押圧のある隆帯　口縁部から体部
にかけて附加条一種縄文による施文普通にぶい黄橙長石・石英・黒

色粒子―（１３．８）［１６．２］壺弥生土器２

４０％ ＰＬ２５床面胴部，附加条二種縄文による施文
底部砂目痕普通にぶい橙長石・石英・雲

母８．８（１３．８）―壺弥生土器３

６０％ ＰＬ２５床面
頸部上位に軽い押圧のある隆帯　櫛歯状工具（６本）
による縦区画（３分割）内に充填波状文　胴部，附加
条二種縄文による施文　底部布目痕

普通灰褐長石・石英・雲
母・赤色粒子７．４（１３．５）―壺弥生土器４

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

中層上面火熱による赤変砂岩（６５９．０）３．０（１２．４）（１１．９）炉石Ｑ１

第２号住居跡出土遺物観察表（第１５５図）
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表１０　弥生時代住居跡一覧表

 備　考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物覆土
内　　部　　施　　設

床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
炉貯蔵穴ピット 出入口主柱穴壁溝

弥生土器人為炉――１――平坦２６～３６５．３０×（２．９５）［長方形］Ｎ－３ －゚ＥＣ３ｃ４１

弥生土器自然炉――１４―平坦１９～４０４．５１×　４．４１　方形Ｎ－１７－゚ＥＢ３ｉ３２

２　奈良・平安時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡３軒，溝跡１条，土坑７基が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　

　（１）竪穴住居跡

　第３号住居跡（第１５６・１５７図）

位置　調査区南部のＣ３ｄ０区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１・２号溝及び第１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸５．２０�，短軸５．０２�の方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は６１～６８�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北部から南部にかけて踏み固められている。壁溝が，西壁と南壁の一部を除き巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．４３�，袖部幅は１．５０�である。袖部は，

床面の高まりを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を皿状に掘りくぼめており，火床面の

中央部から西側は火熱を受け赤変硬化している。煙道部は壁外に６０�ほど三角形状に掘り込まれ，火床面から

緩やかに立ち上がっている。第４・５・７層は，天井部の崩落層である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６６～８７�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ５８�で，竈

と向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分層される。ロームブロックを含む層が不自然に堆積している状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片７２７点（坏類７０，甕類６５７），須恵器片８８点（坏類７１，高台付坏１，蓋４，皿・盤５，甕

類５，壺２），土製品６点（支脚片），石器１点（不明），鉄製品１点（釘）のほか，流れ込みと考えられる弥生

土器片３点も出土している。５は中央部の床面から竈の右袖部，６は覆土中層からＰ３の上層，７は竈の右袖

脇から覆土中層にかけて出土した破片が接合したものである。８・９は覆土中層から床面にかけて出土した破

片が接合したものである。１０は覆土中層，ＤＰ１は覆土下層，Ｑ２は南西コーナー部の壁溝からそれぞれ出土し

ている。多くの遺物が破片で広く散らばっている状況から，廃絶に伴い投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１  にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
２  明 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，ロームブロック・

炭化粒子微量
３  褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
４  暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

５  褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
６  黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
７  赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック微量
８  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック微量
９  黄 褐 色 粘土ブロック多量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量

４  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
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木 戸 遺 跡
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第１５６図　第３号住居跡実測図
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第１５７図　第３号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％ ＰＬ２６竈覆土中～
床面底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英７．８４．９１３．２坏須恵器５

４０％中層～Ｐ３上
層底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英６．４５．１［１３．０］坏須恵器６

８０％ ＰＬ２６中層～床面底部回転ヘラ削り後高台貼り付け普通灰長石・石英・黒
色粒子１０．２３．９１６．１盤須恵器７

５％中層～床面口辺部横ナデ　体部内面輪積痕普通にぶい赤褐長石・石英・雲
母―（７．７）［２０．７］甕土師器８

５％中層～床面体部内面ヘラナデ普通橙長石・石英・雲
母―（７．５）［１７．４］甕土師器９

５％中層口縁部内外面横ナデ普通にぶい橙長石・赤色粒子―（４．８）［１３．０］甕土師器１０

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ幅長さ器種番号

下層指頭圧痕を残すナデ長石・石英（５２７．０）（８．３）７．７（１０．３）支脚ＤＰ１

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２７壁溝砥面１面　側面に線状痕酸性凝灰岩（６８．５）３．６４．１（５．７）砥石Ｑ２

第３号住居跡出土遺物観察表（第１５７図）
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木 戸 遺 跡

　第４号住居跡（第１５８・１５９図）

位置　調査区南部のＣ４ｄ２区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　北部を第１・２号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．３８�，短軸４．０８�の方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は５５～６２�で，外傾して

立ち上がっている。
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床　ほぼ平坦で，北部から南部にかけて踏み固められている。壁溝は，北西コーナー部を除いて全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から残存している煙道部まで１．１２�，袖部幅は１．４２�であ

る。袖部は床面の高まりを基部として，ローム土と砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面を皿状に

掘りくぼめており，火床面の中央部は火熱を受け赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�以上掘り込んでいた

と推測される。第３層は，天井部の崩落層である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１５～２９�で，位置と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３７�で，竈

と向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分層される。ロームブロックを含む不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

竈土層解説
１  暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
３  にぶい褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量・焼土粒

子・炭化粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロッ

ク・粘土ブロック微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６　にぶい褐色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量

 

７  褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク少量

８  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
９  黄 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・粘

土ブロック少量
１０  明 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１１  明 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

物微量
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第１５９図　第４号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３  にぶい褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５  褐 色 ロームブロック多量

６  褐 色 ロームブロック少量
７  黒 褐 色 ロームブロック微量
８  暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・

粘土粒子少量
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木 戸 遺 跡

遺物出土状況　土師器片３１１点（坏類３，甕類３０８），須恵器片４５点（坏類２７，蓋７，甕１１），土製品１（支脚），

鉄製品１（釘）が出土している。１１・１３は北東コーナー部，１４・１７は中央部，１６は西部の床面からそれぞれ出

土している。１５は竈の覆土中層から出土している。１２は南部の覆土下層からの出土で，埋没時に混入したと考

えられる。５１・５２は覆土中層，５３は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６５％ ＰＬ２６床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石７．７５．０１３．３坏須恵器１１

墨書「□」　２０％下層体部内外面ロクロナデ普通にぶい褐長石―（３．９）［１４．２］坏須恵器１２

２５％床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石・石英・雲
母７．０５．０［１４．６］坏須恵器１３

墨書「□金」　
底部ヘラ書き
１０％ ＰＬ２７

床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通にぶい橙長石７．０（２．０）―坏須恵器１４

５０％竈中層天井部回転ヘラ削り普通灰黄長石―２．４１０．２蓋須恵器１５

５％床面口辺部横ナデ　体部内面ヘラナデ普通橙長石・石英・雲
母・赤色粒子―（８．０）［２０．２］甕土師器１６

５％床面口辺部横ナデ　体部内面ヘラナデ普通明赤褐長石・石英・雲
母・赤色粒子―（７．７）［１９．５］甕土師器１７

５％中層体部外面下端・底部ヘラ削り普通にぶい赤褐長石・石英７．２（４．８）―甕土師器５１

５％中層体部外面下端ヘラ削り　底部木葉痕普通にぶい赤褐長石・石英・雲
母［８．７］（３．８）―甕土師器５２

５％覆土中体部外面ヘラ磨き　底部木葉痕普通橙長石・石英・雲
母・赤色粒子７．４（１．７）―甕土師器５３

第４号住居跡出土遺物観察表（第１５９図）

　第５号住居跡（第１６０～１６４図）

位置　調査区南部のＣ４ｂ２区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸５．２５�，短軸４．６４�の長方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｅである。壁高は７０～８０�で，外傾し

て立ち上がっている。竈の両側に棚状施設が付設されている。

床　平坦で，ほぼ全面が踏み固められている。壁溝が全周している。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１．３４�，袖部幅は１．５４�である。袖部は床

面の高まりを基部として，ローム土と砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面をわずかに皿状に掘り

くぼめており，火床面の中央部は火熱を受け赤変硬化している。煙道部は壁外に８０�ほど三角形状に掘り込ま

れ，火床面から外傾して立ち上がっている。第３層は，天井部の崩落層である。両袖の外側の形状はＰ１・Ｐ

４に沿った形を呈しており，竈の修復などで袖部が主柱穴付近まで広がったためと推測される。

棚状施設　幅１６０�，奥行き６０�で，底面は平坦である。竈を中心として，左右にほぼ同じ規模で地山を１８�掘

り込んで構築され，粘土などを貼り付けた痕跡は確認されなかった。床面から底面までの高さは６０�である。

竈土層解説
１  褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量，

粘土粒子微量
２  褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
３  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，粘土ブロック・ロー

ム粒子少量
４  黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
５  にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量

６  褐 色 粘土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
７  にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ローム粒子中量，焼土ブロッ

ク・炭化物微量
８  暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，ロームブロッ

ク・焼土粒子微量
９  褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
１０  にぶい赤褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
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第１６０図　第５号住居跡実測図（１）
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第１６１図　第５号住居跡実測図（２）

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４５～６６�で内傾しており，規模と形状から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ

８は深さが１５～２７�で，位置と形状から補助的なピットと考えられる。

覆土　１２層に分層される。ロームブロックを含み，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１，００４点（坏類６１，甕類９４３），須恵器片３２１点（坏類１６８，蓋１，盤類７，甕類７３，壺

類７２），土製品３点（紡錘車），石器１点（砥石），鉄器・鉄製品１０点（紡錘車２，鎌１，鉄斧１，刀子２，釘

３，不明１）が出土している。また，東部の床面から覆土下層にかけて，住居の建築材と考えられる炭化材が

出土している。１８・３０は正位で北西コーナー部，１９・２２は正位で中央部，ＤＰ３は東部，Ｍ３・Ｍ４は南東部，

ＤＰ２・ＤＰ４・Ｑ３・Ｍ１・Ｍ２は南西部の床面からそれぞれ出土している。特に，２２・ＤＰ３・Ｍ４は炭化材

の下から確認されている。３４・３５は竈の火床面，３７は竈の覆土中層から覆土下層にかけて出土した破片が接合

したものである。２６は南部の覆土中層，３１・３２は中央部から南部の覆土中層から覆土下層にかけて出土した破

片が接合したものであり，焼失後に投棄されたと考えられる。炭化材は，中央部から東壁に向かって放射状に

土層解説
１  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３  赤 褐 色 焼土粒子微量
４  褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
６  極 暗 褐 色 炭化材中量，焼土ブロック少量，ロームブロック

微量
７  褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

８  明 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
９  黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物微量
１０  暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土ブロック

微量
１１  黒 褐 色 炭化材多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
１２  にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
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確認されていることから，垂木と考えられる。また，梁と考えられる南北方向の炭化材も重なって確認されて

いる。材の形状は，丸太材と推測される。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。炭化材の出土状況から焼失住居と推測される。炭化

材，炭化物を多く含む層（第６・１０・１１層）の下層に，炭化物を少量しか含まない層（第８層）があることや，

Ｐ１～Ｐ４の覆土中に炭化物がほとんど含まれていないことから，廃絶時に解体された後，焼失した可能性が

考えられる。
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第１６２図　第５号住居跡出土遺物実測図（１）
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第１６３図　第５号住居跡出土遺物実測図（２）



－　　－178

10cm0

37

Q4

Q3

M2

35

M1

M3

M4DP4 DP3 DP2

第１６４図　第５号住居跡出土遺物実測図（３）
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
底部ヘラ書き
１００％ ＰＬ２６床面体部外面下端ヘラ削り後ナデ　底部回転ヘラ切

り後ナデ普通灰長石・石英７．２４．６１３．６坏須恵器１８
底部ヘラ書き
１００％ ＰＬ２６床面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石・石英６．５５．２１３．６坏須恵器１９
底部ヘラ書き
９８％ ＰＬ２６下層底部回転ヘラ切り後ナデ普通褐灰長石・石英７．１５．１１４．６坏須恵器２０

口縁部内面油
煙付着　９５％

ＰＬ２６
中層底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰長石６．５５．３１３．４坏須恵器２１

墨 書「□ 子」　
９０％ ＰＬ２６・２７床面体部外面下端ヘラ削り　底部回転ヘラ切り後一

方向ナデ普通にぶい黄長石・石英・雲母６．３４．２［１３．７］坏須恵器２２

８０％ ＰＬ２６床面底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英６．８４．７１３．５坏須恵器２３

底部ヘラ書き
体部外面油煙
付着　６０％

中層底部回転ヘラ切り後ナデ良好灰黄長石・石英７．４５．１１４．４坏須恵器２４

４０％中層体部外面下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英７．４５．３［１３．５］坏須恵器２５

墨書「大伴」　
底部ヘラ書き
４０％ ＰＬ２７

中層体部外面下位ヘラ削り　底部回転ヘラ切り後一
方向ヘラナデ普通灰長石・石英６．１４．７［１３．８］坏須恵器２６

５０％ ＰＬ２６床面底部回転ヘラ切り後高台貼り付け普通にぶい橙長石・雲母６．８５．２［１３．８］高台付坏土師器２７

４０％床面体部外面下端ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後高
台貼り付け普通灰長石・石英・雲母６．０（３．３）－高台付坏須恵器２８

５％覆土中底部ナデ調整後高台貼り付け普通灰黄雲母・黒色粒子－（３．０）［２１．５］盤須恵器２９

９５％ ＰＬ２５床面体部下位ヘラ削り　底部ナデ普通灰白長石・黒 色 粒
子・赤色粒子８．５１７．５１１．０短頸壺須恵器３０

外面自然釉　
７５％ ＰＬ２５中層～下層頸部三段構成による接合良好暗オリーブ

灰長石・黒色粒子１１．２（２５．５）－長頸瓶須恵器３１
外面自然釉　
８５％ ＰＬ２５中層～下層頸部二段構成による接合良好オリーブ黒長石１０．５（２４．８）－長頸瓶須恵器３２

２０％ ＰＬ２５竈中層体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ普通明赤褐長石・石英－（１４．３）［１６．２］甕土師器３３

１０％竈火床面体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ普通明赤褐長石・石英・赤
色粒子－（１３．９）［２１．１］甕土師器３４

１５％竈火床面口辺部横ナデ　体部内面ヘラナデ普通明赤褐長石・石英－（９．８）２１．５甕土師器３５

２０％竈中層体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部木葉痕普通明赤褐長石・石英・赤
色粒子８．０（２４．６）－甕土師器３６

７０％竈中層～下層体部外面格子状の叩き普通黄灰長石・石英・雲
母・赤色粒子［１４．２］２８．４［３１．２］甑須恵器３７

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ孔径最大径器種番号

ＰＬ２７床面下面ヘラ削り長石・石英・雲母（５９．１）１．７１．０６．３紡錘車ＤＰ２

ＰＬ２７床面下面ヘラ磨き石英・雲母（５８．４）（１．９）０．８５．６紡錘車ＤＰ３

ＰＬ２７床面下面指頭圧痕のあるナデ石英・雲母（４７．３）１．８０．８５．３紡錘車ＤＰ４

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２７床面砥面２面　側面に線状痕酸性凝灰岩（１６０．６）３．８５．３（１０．５）砥石Ｑ３

ＰＬ２７覆土中砥面２面砂岩１４４．６２．８５．９５．８砥石Ｑ４

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２７床面切先・茎部欠損　茎に柄の木材が残存　両関鉄（１４．８）０．３１．３（１０．８）刀子Ｍ１

ＰＬ２７床面切先一部欠損　基部は上部を折り曲げる鉄（１１１．２）０．３３．８（２２．４）鎌Ｍ２

ＰＬ２７床面刃部一部欠損　袋部に柄の木材が残存鉄（８７．２）０．２
～０．８（３．７）８．２鉄斧Ｍ３

ＰＬ２７床面軸は方形　鉄（４１．０）０．２５．３（１６．３）紡錘車Ｍ４

第５号住居跡出土遺物観察表（第１６２～１６４図）

表１１　奈良・平安時代住居跡一覧表

備 考
重複関係
（旧→新）

主な出土遺物覆土
内　　部　　施　　設

床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
竈貯蔵穴ピット 出入口主柱穴壁溝

本跡→ＳＤ
１・２，ＳＫ１２土師器　須恵器　支脚　砥石人為竈――１４一部平坦６１～６８５．２×（５．０）方形Ｎ－５ －゚ＥＣ３ｄ０３
本跡→ＳＤ
１・２土師器　須恵器人為竈――１４全周平坦５５～６２４．４×　４．１　方形Ｎ－１０－゚ＥＣ４ｄ２４

土師器　須恵器　紡錘車　砥石　
鉄器・鉄製品人為竈―４―４全周平坦７０～８０５．３×　４．７　長方形Ｎ－１１－゚ＥＣ４ｂ２５
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　（２）溝跡

　第５号溝跡（第１６５・１６６・付図）

位置　調査区北部のＡ１ｃ６～Ａ２ｈ６区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　上幅２．２６～５．４２�，下幅０．９４～２．６４�，深さ６～３０�で，長さ３７．２�が確認された。北西から南

東方向（Ｎ－５９°－Ｗ）へ，直線状に調査区域外へ延びている。北側の壁は外傾して，南側の壁は緩やかに立

ち上がっている。断面形は緩やかな弧状を呈している。北側の壁の中央部には棚状に広がっている部分が，底

面の一部には硬化している部分が確認された。底面の標高は東部が２９．０�，西部が２８．７�で，西部がわずかに

低くなっている。

覆土　４層に分層される。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

３  黒 褐 色 ローム粒子少量
４  明 褐 色 ローム粒子中量
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第１６５図　第５号溝跡実測図
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遺物出土状況　土師器片２９点（坏類２１，甕類７，手捏土器ヵ１），須恵器片１９５点（坏類１８，盤類１０，甕類１５２，

壺類１５），灰釉陶器片２点（壺類），土師質土器片１点（内耳鍋ヵ），石器６点（炉石ヵ２，不明４），鉄製品１

点（不明）が出土している。３８は南東部，３９・Ｑ５は北西部の底面から出土している。４０・４１・ＴＰ１・ＴＰ２

は，中央部の棚状の広がり部分からまとまって出土していることから，投棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉以前と考えられる。硬化面が確認されたことから，道路跡の可能性も

考えられる。
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第１６６図　第５号溝跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％底面体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き普通橙長石・石英・赤
色粒子―（５．９）［１５．６］坏土師器３８

３０％底面体部内外面ロクロナデ普通灰黄長石・小礫［７．０］４．５［１４．１］坏須恵器３９

第５号溝跡出土遺物観察表（第１６６図）
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

外面自然釉
底部ヘラ書き
１５％

底面体部外面ロクロナデ　底部ナデ調整後高台貼り
付け普通暗灰黄長石・石英・黒

色粒子１０．４（５．３）―長頸瓶須恵器４０

口縁部内面自
然釉　５％底面口縁部内外面ロクロナデ良好黄灰長石―（６．９）［２４．５］甕須恵器４１

５％底面体部内面ナデ　横位の平行叩き普通灰長石・石英・針
状鉱物―（９．０）―甕須恵器ＴＰ１

５％底面体部内面ナデ　斜位の平行叩き普通黄灰長石・石英―（１２．６）―甕須恵器ＴＰ２

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

底面砥面１面砂岩（４６３．０）（９．３）３．１（１３．８）砥石Ｑ５

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％底面体部外面下端ヘラ削り　底部回転ヘラ切り後ナデ普通黄灰長石・雲母・赤
色粒子［７．７］４．９［１３．５］坏須恵器４２

２０％底面底部回転ヘラ切り後高台貼り付け普通橙長石・石英・雲
母・赤色粒子－（１．９）－高台付椀土師器４３

第１号土坑出土遺物観察表（第１６７図）

　（３）土坑

　第１号土坑（第１６７図）

位置　調査区南部のＣ４ｅ２区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２号土坑を掘り込み，第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状　径１．０�ほどの円形で，深さは３４�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。ブロック状の不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１０点（坏類２，甕類８），須恵器片４点（坏類）のほか，流れ込んだ弥生土器片１点

が出土している。４２・４３は，中央部の底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量
２  にぶい赤褐色 ロームブロック中量

３  暗 赤 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
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第１６７図　第１・２・３号土坑，第１号土坑出土遺物実測図
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　第１２号土坑（第１６８図）

位置　調査区南部のＣ４ｃ１区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第３号住居跡を掘り込み，第１・２号溝に掘り込まれている。

規模と形状　溝と撹乱によって上部を掘り込まれているため，径１．０�ほどの円形又は楕円形と推測され，長径

方向はＮ－２７°－Ｗ，深さは５２�が確認された。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　５層に分層される。水平な堆積層であるが，ブロック状の層があるこ

とから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片６点（坏１，甕類５），須恵器片２点（坏類）が覆

土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び９世紀前葉に比定される第３号住居跡を掘り込

んでいることから，９世紀前葉以降と考えられる。
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　第２号土坑（第１６７図）

位置　調査区南部のＣ４ｅ２区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第３号溝跡及び第１・３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．２１�，短径１．０７�が確認され，楕円形と推測され，長径方向はＮ－５８°－Ｅである。深さは

１６�で，底面は平坦であり，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロック・焼土ブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１点（甕），須恵器片２点（坏類）が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び第１号土坑に掘り込まれていることから，９世紀中葉以前と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

　第３号土坑（第１６７図）

位置　調査区南部のＣ４ｅ２区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　径０．５�の円形で，深さは３５�である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，土器は出土していないが第２号土坑を掘り込んでいることから，９世紀中葉以降と考えられる。

土層解説
１  暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２  明 褐 色 ローム粒子微量

第１６８図　第１２号土坑実測図

土層解説
１  灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
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　第１３号土坑（第１６９図）

位置　調査区南部のＣ４ａ１区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１４号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径１．２１�，短径１．０１�の楕円形で，長径方向はＮ－６４°－Ｗである。深さは８６�，底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３１点（甕類），須恵器片４１点（坏類５，蓋２，甕類３３，壺１）が出土している。４４は

覆土上層，４５・４６は覆土中層から出土している。３点とも破片で出土していることから，廃絶時に投棄された

と考えられる。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

３  褐 色 ローム粒子微量
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第１６９図　第１３・１４・１５号土坑，第１３号土坑出土遺物実測図
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％上層天井部回転ヘラ削り普通灰長石・石英・黒
色粒子－（２．１）［１９．６］蓋須恵器４４

４０％中層体部外面ヘラ削り普通明赤褐長石・石英・雲
母－（１２．５）１５．５甕土師器４５

２０％中層体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ普通にぶい赤褐長石・石英［９．３］（２１．９）－甕土師器４６

第１３号土坑出土遺物観察表（第１６９図）

　第１４号土坑（第１６９図）

位置　調査区南部のＣ４ａ１区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１５号土坑を掘り込み，第１３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．１４�，短径１．０１�の不整楕円形で，長径方向はＮ－３５°－Ｅである。深さは３９�，底面は皿

状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は，土器は出土していないが第１３号土坑に掘り込まれていることから，８世紀後葉以前と考えられる。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２  暗 褐 色 ロームブロック微量

　第１５号土坑（第１６９図）

位置　調査区南部のＣ４ａ１区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東部を掘り込まれているため，長径１．４５�，短径０．８４�が確認された。楕円形と推測され，長径

方向はＮ－２１°－Ｅである。深さは２６�で，底面は皿状であり，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

所見　時期は，土器は出土していないが第１４号土坑に掘り込まれていることから，８世紀後葉以前と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ２  暗 褐 色 ローム粒子少量

表１２　奈良・平安時代土坑一覧表

備　　考
重複関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　模

平面形長径方向位置番号
深さ(� )長径（軸）×短径（軸）（�）

ＳＫ２→本跡→ＳＤ３土師器　須恵器人為平坦外傾３４　１．０６　×　１．００　円形－Ｃ４ｅ２１

本跡→ＳＫ１･３→ＳＤ３－人為平坦緩斜１６　１．２１　×［１．０７］［楕円形］Ｎ－５８°－ＥＣ４ｅ２２

ＳＫ２→本跡－人為皿状外傾３５　０．５０　×　０．４７　円形－Ｃ４ｅ２３

ＳＩ３→本跡→ＳＤ１･２－人為平坦外傾５２［１．０２］×［０．９４］［楕円形］Ｎ－２７°－ＷＣ４ｃ１１２

ＳＫ１４→本跡土師器　須恵器人為平坦外傾８６　１．２１　×　１．０１　楕円形Ｎ－６４°－ＷＣ４ａ１１３

ＳＫ１５→本跡→ＳＫ１３－自然皿状外傾３９　１．１４　×（１．０１）［不正楕円形］Ｎ－３５°－ＥＣ４ａ１１４

本跡→ＳＫ１４－人為皿状緩斜２６　１．４５　×（０．８４）［楕円形］Ｎ－２１°－ＥＣ４ａ１１５
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３　その他の遺構と遺物

　道路跡１条，溝跡５条，土坑１０基及びピット群１か所が確認された。

　（１）道路跡

　時期及び性格が不明な道路跡１条について概要を記述し，土層断面を掲載する。なお，平面図は遺構全

体図に示すこととする。

　第１号道路跡（第１７０・付図）

位置　調査区中央部のＢ３ｆ２～Ｂ３ｉ１区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南西側の調査区境から北東方向に，長さ１３．３�の範囲内で，硬化面６か所を確認した。硬化面は，

長さ０．５～５．６�，幅０．３～０．６�，厚さ６～１３�であり，直線状に断続的に続いている。

覆土　含有物と締まりの差異から２層に分層された。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

所見　断続的に続く硬化面は，帯状に続いていたと推測できることから，道路跡と判断した。時期は，土器が

出土していないため不明である。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量 ２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
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第１７０図　第１号道路跡実測図

　（２）溝跡

　時期及び性格が不明な溝跡５条について記述し，土層断面図を掲載する。なお，平面図は遺構全体図に示

すこととする。

　第１号溝跡（第１７１・付図）

位置　調査区南部のＣ３ｃ７～Ｃ４ｄ３区で，平坦な台地上に位置している。

重複関係　第３・４号住居跡，第１２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　上幅１．０８～２．１０�，下幅０．５４～０．７８�，深さ７１～９２�で，長さ２３．５�が確認された。北西から南

東方向（Ｎ－７９°－Ｗ）に直線状で，西部は調査区域外へ延びている。東部は撹乱のため不明である。壁は下位

は外傾して，上部は緩やかに立ち上がっている。断面形は台形状を呈している。底面の標高は西部が２７．８�，東部

が２７．５�で，東部がわずかに低くなっている。また，第２号溝跡の北側を並行するように延びている。

覆土　４層に分層される。ロームブロックを含み全体的に締まりがなく不自然な堆積状況のため，人為堆積と

考えられる。
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遺物出土状況　土師器片９５点（坏類２，甕類９３），須恵器片４３点（坏類１３，盤類３，甕類２７），鉄製品７点（不

明）が出土している。いずれも，覆土上層からの出土であり，混入又は流れ込みと考えられる。

所見　時期は，第３・４号住居跡を掘り込んでいることから，９世紀中葉以降と考えられるが明確な時期は分

からない。性格は不明である。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

３  明 褐 色 ロームブロック中量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量
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第１７１図　第１・２号溝跡実測図

　第２号溝跡（第１７１・付図）

位置　調査区南部のＣ３ｃ８～Ｃ４ｄ３区で，標高２８�ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第３・４号住居跡，第９・１２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　上幅０．６６～０．８１�，下幅０．１８～０．４１�，深さ３～１１�で，長さ２１．３�が確認された。北西から南

東方向（Ｎ－８４°－Ｗ）に直線状で，西部は調査区域外へ延びている。東部は撹乱のため不明である。壁は外

傾して立ち上がっている。断面形は西部は緩やかな弧状で，東部は台形状を呈している。底面の標高は西部が

２８．６�，東部が２８．２�で，東部がわずかに低くなっている。また，第１号溝跡の南側，第３号溝跡の北側を並

行するように延びている。

覆土　単一層である。ロームブロックを含む締まりのない層であり，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片５１点（坏１，甕類５０），須恵器片１２点（坏類６，甕類６）が確認面や覆土中から出土

している。いずれも混入又は流れ込みと考えられる。

所見　時期は，第３・４号住居跡を掘り込んでいることから，時期は９世紀中葉以降と考えられるが明確な時

期は分からない。性格は不明である。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

　第３号溝跡（第１７２・付図）

位置　調査区南部のＣ３ｅ９～Ｃ４ｅ２区で，標高２８�ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１・２・１０号土坑を掘り込んでいる。
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規模と形状　上幅０．５１～１．６１�，下幅０．１８～０．８５�，深さ２～４�で，長さ１４．４�が確認された。北西から南

東方向（Ｎ－６°－Ｗ）に直線状で，西部は調査区域外へ延びている。東部は浅くなり，確認できなかった。壁

は外傾して立ち上がっている。断面形は台形状を呈している。底面の標高は西部が２８．５�，東部が２８．２�で，東

部がわずかに低くなっている。また，第２号溝跡の南側，第４号溝跡の北側を並行するように延びている。

覆土　３層に分層される。不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１点（甕類），須恵器片１点（蓋）が確認面から出土している。いずれも，混入又は

流れ込みと考えられる。

所見　時期は，９世紀中葉に比定される第１号土坑を掘り込んでいることから，９世紀中葉以降と考えられる

が明確な時期は分からない。性格は不明である。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量

３  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第１７２図　第３号溝跡実測図

　第４号溝跡（第１７３・付図）

位置　調査区南部のＣ４ｆ１～Ｃ４ｆ２区で，標高２８�ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　上幅０．４５～０．６９�，下幅０．１６～０．４５�，深さ１２～１５�で，長さ６．７�が確認された。北西から南東

方向（Ｎ－８２°－Ｗ）に直線状で，西部は調査区域外へ延びている。東部は浅くなり，その先は確認できなかっ

た。壁は外傾して立ち上がっている。断面形は西部が台形状で，東部が緩やかな弧状を呈している。底面の標

高は西部が２８．３�，東部が２８．１�で，東部がわずかに低くなっている。また，第３号溝跡の南側を並行するよ

うに延びている。

覆土　単一層である。広範囲が一度に埋没したと推測できることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３点（甕類），須恵器片１点（坏）が確認面から出土している。いずれも，混入又は流

れ込みと考えられる。

所見　時期は，伴う出土土器がなく不明である。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

2m0

C CB BA A28.8m 28.4m

1 1

第１７３図　第４号溝跡実測図
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　第６号溝跡（第１７４・付図）

位置　調査区北部のＢ２ａ１～Ｂ２ａ０区で，平坦な台地上に位置している。

規模と形状　上幅１．５４～２．１６�，下幅０．３２～０．８８�，深さ４０～５２�で，長さ３９．０�が確認された。東から西方

向（Ｎ－８７°－Ｅ）に直線状に延び，東部・西部ともに調査区域外へ延びている。壁は，緩やかに立ち上がっ

ている。断面形は東部及び西部がＵ字状で，中央部は台形状を呈している。底面の標高は西部が２８．６�，東部

が２８．４�で，東部がわずかに低くなっている。

覆土　８層に分層される。ブロック状の不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片３点，土師器片４７点（坏類１９，甕類２８），須恵器片４８点（坏類２０，甕類１５，壺１３），

陶器片２点，石器３点（砥石１，不明２）が確認面から覆土中層にかけて出土している。いずれも混入又は流

れ込みと考えられる。

所見　時期は，伴う出土土器がなく不明である。

2m0

C CB BA A
29.4m

1

23

4
5

1

3 2

4

5

6

7

K

1
2

3
45

7

8
K

8

6

第１７４図　第６号溝跡実測図

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  黒 褐 色 ロームブロック微量
４  極 暗 褐 色 ローム粒子微量

５  黒 褐 色 ロームブロック微量
６  黒 褐 色 ローム粒子微量
７  褐 色 ロームブロック微量
８  明 褐 色 ローム粒子微量

　（３）土坑（第１７５・１７６図）

　時期及び性格が不明な１０基について一覧表で紹介し，あわせて実測図と土層解説を記載する。
第４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３  褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量

第５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第７号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

 

表１３　その他の溝跡一覧表

備　　考
重複関係
（旧→新）

時期主な出土遺物覆土底面断面形
規　　　　模

平面形長径方向位　置番号
深さ（�）下幅（�）上幅（�）長さ（�）

ＳＩ３・４，ＳＫ１２→本跡不明―人為平坦台形７１～９２０．５４～０．７８１．０８～２．１０（２３．５）直線Ｎ－７９－゚ＷＣ３ｃ７～Ｃ４ｄ３１
ＳＩ３・４，ＳＫ９・１２
→本跡不明―人為平坦Ｕ字状３～１１０．１８～０．４１０．６６～０．８１（２１．３）直線Ｎ－８４－゚ＷＣ３ｃ８～Ｃ４ｄ３２

ＳＫ１・２・１０→本跡不明―人為平坦台形２～４０．１８～０．８５０．５１～１．６１（１４．４）直線Ｎ－８６－゚ＷＣ３ｅ９～Ｃ４ｅ２３

不明―人為平坦Ｕ字状１２～１５０．１６～０．４５０．４５～０．６９　（６．７）直線Ｎ－８２－゚ＷＣ４ｆ１～Ｃ４ｆ２４

不明―人為平坦
皿状Ｕ字状４０～５２０．３２～０．８８１．５４～２．１６（３９．０）直線Ｎ－８７－゚ＥＢ２ａ１～Ｂ２ａ０６
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第８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
４  黒 褐 色 ロームブロック微量

第９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１０号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２  明 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第１６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第１７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２  褐 色 ローム粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック微量
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第１７５図　その他の土坑実測図（１）
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第１７６図　その他の土坑実測図（２）

　（４）ピット群

　調査区南部からピット群１か所が確認されている。遺物が出土していないため，時期を判断することが

できなかった。また，ピットの配列に規則性が認められないことから，性格を明らかにすることもできな

かった。以下，ピット群の平面図及び規模などを一覧表にまとめて記載する。

表１４　その他の土坑一覧表

備　　考
重複関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　模

平面形長径方向位置番号
深さ(� )長径（軸）×短径（軸）（�）

－人為皿状緩斜１５２．４８×０．９４隅丸長方形Ｎ－８０°－ＷＡ２ｇ１４

－自然皿状緩斜４０２．１１×１．３５隅丸長方形Ｎ－６０°－ＥＡ２ｈ１５

－自然平坦外傾１７２．０６×１．００不正楕円形Ｎ－８°－Ｗ Ｂ ３ｊ３６

－人為平坦外傾２５２．０８×１．２１隅丸長方形Ｎ－８３°－ＷＡ１ｆ９７

－人為凹凸外傾３１２．１２×１．４５楕円形Ｎ－８５°－ＥＡ１ｇ８８

本跡→ＳＤ２－自然平坦外傾２６（１．３２）×１．１６　［楕円形］Ｎ－４°－Ｗ Ｃ ３ｃ７９

本跡→ＳＤ３－人為平坦外傾３８〔１．３２〕×１．３０　［円形］－ Ｃ ４ｅ１１０

－人為凹凸外傾８０．７８×０．７６円形－ Ｃ ４ｆ１１１

－人為平坦外傾６４０．５４×０．５２円形－ Ｃ ４ｆ２１６

ＰＧ１－人為平坦外傾５３０．４８×０．４８円形－Ｂ ３ｊ９１７

　第１ピット群（第１７７図）

第１ピット群計測表

規　　　模
平面形位置番号

深さ（�）長径×短径（�）

１２３２×３０円形Ｂ３ｊ０１

３０５６×５５円形Ｂ４ｊ１２

４２４６×４４円形Ｂ４ｊ１３

３６５８×５８円形Ｂ３ｊ０４

２１５４×５０円形Ｂ３ｊ０５

２１７０×６６円形Ｃ３ａ０６

１９［２８］×２８　［円形］Ｃ４ａ１７

１９４４×３５楕円形Ｃ４ａ１８

１９４４×３９楕円形Ｃ３ａ０９

１６４８×４７円形Ｃ３ａ０１０

３４５８×５０楕円形Ｃ３ａ０１１ 2m0

P1

P2

P3P4

P5

P6
P7

P8

P9

P10

P11

C3a0

第１７７図　第１ピット群実測図
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　（５）遺構外出土遺物（第１７８図）

　今回の調査で出土した遺物のうち，遺構に伴わない遺物について，実測図及び出土遺物観察表で記載す

る。

47

48

50

49

TP3

TP4

DP5

Q6

10cm0

第１７８図　遺構外出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号
底部ヘラ書き
３０％ＰＧ確認面底部回転ヘラ切り後ナデ普通灰白長石・石英［６．８］５．４［１４．６］坏須恵器４７

３０％Ｂ１区確認面底部回転ヘラ切り後高台貼り付け普通灰長石・石英１０．９（２．５）－盤須恵器４８
外面自然釉
５％Ｃ４区確認面体部内外面ナデ良好オリーブ褐長石・石英・黒

色粒子－（４．０）－長頸瓶須恵器４９
内外面煤付着
５％Ｃ４区確認面体部内外面ナデ普通黒長石・雲母・赤

色粒子－（５．０）－内耳鍋土師質土器５０
体部内面ヘラ
書き　５％Ｂ２区確認面体部内外面ロクロナデ普通暗灰黄長石・雲母－（３．６）－坏須恵器ＴＰ３

５％ＳＤ５覆土中口縁部内外面横ナデ　外面櫛歯状工具（５本）
による波状文普通黄灰長石・石英－（５．９）－甕ヵ須恵器ＴＰ４

備　　考出土位置特　　　　　　徴胎　　土重量厚さ孔径最大径器種番号

ＰＬ２７Ｃ４区確認面指頭圧痕のあるナデ　長石・雲母（１８．３）２．３０．４３．０球状土錘ＤＰ５

備　　考出土位置特　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｃ４区確認面砥面２面頁岩（２９７．０）３．５６．４（１４．２）砥石Ｑ６

遺構外出土遺物観察表（第１７８図）
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第�章�ま と め

　今回の調査で，大塚遺跡２では，縄文時代の陥し穴２基，弥生時代の竪穴住居跡１軒，弥生時代後期後半か

ら古墳時代前期前葉の竪穴住居跡５軒，古墳時代の竪穴住居跡８軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡３２軒，掘立

柱建物跡１０棟，井戸跡１基，柵跡１列，土坑５基，木戸遺跡では，弥生時代の竪穴住居跡２軒，奈良・平安時

代の竪穴住居跡３軒，溝跡１条，土坑７基が確認された。また，両遺跡から時期不明の住居跡１軒，溝跡１０条，

道路跡１条，井戸跡１基，土坑７４基，ピット群１０か所も検出されている。確認された遺構から，大塚遺跡２は縄文

時代から奈良・平安時代にかけて，木戸遺跡は弥生時代と奈良・平安時代の複合遺跡であることが分かった。

　ここでは，今回調査した大塚遺跡２・木戸遺跡の時代ごとの概要と若干の考察を記述するとともに，当遺跡

が属している「桜の郷遺跡群」の遺構や遺物との比較による当遺跡の様相や特徴を述べ，まとめとしたい。

１　大塚遺跡２・木戸遺跡の遺構について

　（１）縄文時代

　陥し穴と考えられる遺構が，大塚遺跡２の北部と南部からそれぞれ１基ずつ確認されている。どちらも

標高２９ｍほどの平坦な場所に構築されている。単独での確認であるため明確ではないが，当時，当遺跡周

辺は狩猟の場になっていたと考えられる。詳細な時期や，陥し穴の形状の違いと獲物との関連については

不明である。

　（２）弥生時代

　大塚遺跡２の南部から１軒，木戸遺跡の中央部から２軒の住居跡が確認されている。どの住居跡も出土

土器から十王台式期と考えられ，標高２９ｍほどの台地中央の平坦部で，南東側に谷津を望む場所に位置し

ている。確認された住居跡が少ないため集落全体の様相について明確でないが，木戸遺跡の２軒の住居跡

は近接しており，小集落が形成されていた可能性がある。

　（３）弥生時代後期後半から古墳時代前期前葉

　大塚遺跡２の南部から住居跡５軒が確認されており，弥生時代の住居跡とほぼ同じ条件の場所に位置し

ている。出土土器は十王台式土器と五領式土器が共伴している。各住居跡は間隔が１０～１９�で，円弧状に

配置されているように捉えられることから，中央部に広場を持つ小集落の可能性が考えられる。ここで，

出土土器片の数に注目してみると，第１１１号住居跡では弥生土器片が土師器片より数が多く，逆に第１１０号

住居跡では土師器片が弥生土器片を上回っている。土器の個体数ではないため単純な比較はできないが，

各住居跡から出土した弥生土器片と土師器片の比率の違いは，微妙な時期差を持ちながら住居が建てら

れ，徐々に集落が構成されたためと考えている。

　（４）古墳時代

　大塚遺跡２の北部から３軒，南部から５軒の住居跡が確認されている。標高２７～２９�の平坦な台地上に

位置し，弥生時代より標高の低い場所にも住居が構築されるようになる。８軒の住居跡のうち，前期の住

居跡が６軒，中期と後期の住居跡がそれぞれ１軒ずつであることから，前期を中心に集落が構成されたと

考えられる。南部の５軒の住居跡のうち，第１２０号住居跡は弥生時代後期後半から古墳時代前期前葉の円

弧状に配置された住居跡と同じ円弧上，第１１９号住居跡は円弧の中央付近に位置している。このことから，

南部の住居は弥生時代後期後半から古墳時代前期の住居との関連が推測され，この場所では弥生時代の後

期後半から継続して集落が形成されていた可能性が考えられる。北部にある中期の１軒と，南部にある後



－　　－194

C3 2

1

C4

B4

B3

C
3

B3

C
3

C3

B4

C4

108116

117

D
5

D
5

118

109

150

110

E7

111

112

F7

119
113

114

120

E7

F7

F8

115
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期の１軒の住居跡はそれぞれ点在しており，この時期には大きな集落は形成されなかったと考えられる。

　（５）奈良・平安時代

　大塚遺跡２の南部から７軒，中央部から８軒，北部から１７軒，木戸遺跡の南部から３軒が確認されてい

る。このうち，８世紀の住居跡は１４軒確認され，そのうち中葉が２軒，後葉が８軒，前半が１軒，後半が

３軒である。８世紀の住居跡は，大塚遺跡２の北部に集中し，そのほとんどが後葉に比定されている。９

世紀の住居跡は２１軒で，前葉が１０軒，中葉が４軒，後葉が３軒，前半が３軒，後半が１軒である。これま

での時期の住居跡に比べ，標高２５�ほどの低い場所にも住居が構築されるようになる。また，掘立柱建物

跡が大塚遺跡の北部から７棟，中央部から３棟確認され，９世紀代に比定されている。９世紀代の住居跡

が集中している場所と掘立柱建物跡が集中している場所がほぼ一致していることから，集落と掘立柱建物

跡は，居住域と「倉」あるいは「屋」などの密接な関係が推測される。これらのことから，８世紀後葉か

ら９世紀前葉にかけて，大塚遺跡２の北部と木戸遺跡の南部にはやや規模の大きい集落が形成され，９世

紀中葉以降は集落が衰退していったと推測される。

　また，大塚遺跡２の第１２１号住居跡と第１２９号住居跡は，出土した土器や竈の使用痕跡から長期間にわた

り生活の場として利用されていたと考えられる。また，第１２９号住居跡や第１３０号住居跡，第１３８号住居跡

は，確認状況から建て替えが行われた可能性が考えられる。これら５軒の住居跡は，大塚遺跡２中央部の

小谷津より北部の台地縁辺部から平坦な台地上に位置していることから，この場所に形成された集落は，

比較的長期間にわたり継続していたと推測される。

　木戸遺跡の南部で確認された住居跡３軒のうち，９世紀中葉の第４号住居跡と第５号住居跡は，間隔が

最大で２�ほどで，南北に並んで位置している。この２軒の上屋構造や竈の煙道部を想定した場合に，同

時に存在していたとは考えにくい。出土土器から，第４号住居跡の方がやや古い時期と考えられる。ま

た，第５号住居跡は，棚状施設を持ち主柱穴の位置が他の２軒と違うことや，「大伴」と書かれた墨書土

器や複数の須恵器の長頸瓶，鉄製の紡錘車など特徴的な遺物が多いことなどから，集落の中心的な人物の

居宅，あるいは祭祀に関わる施設などの特別な建物であった可能性が考えられる。

２　文字資料について

　大塚遺跡２から出土した文字資料は７６点（墨書４８点，刻書４点，ヘラ書き２４点），木戸遺跡から出土した

文字資料は１３点（墨書４点，ヘラ書き９点）にのぼる１）。以下，墨書と刻書を中心に述べていく。

　文字は，判読可能なものは１５点で，他は記号的なもの，字形の一部を残すもの，墨痕が薄いため判読でき

ないものである。文字が記された器種は土師器，須恵器ともに坏や皿などの供膳具が多く，全体の９３％を占

めており，日常的に利用頻度が高い土器に文字が記載されていたことが明らかである。文字が記された部位

は，須恵器の坏や皿などは，底部が１２点，体部が７点と底部が多いのに対して，土師器の坏や皿などは，底

部が８点，体部が２７点と体部が多い。このことは，桜の郷遺跡群を通していえることであり，いずれの遺跡

においても同様な傾向が確認できた。以下，時期ごとにその様相を見ていく。

　８世紀後葉は８軒のうち１軒（大塚遺跡２の第１３２号住居跡）から墨書１点が出土している。須恵器高盤

の坏部内面に書かれ，墨痕が薄いため，文字は判読できなかった。

　９世紀前葉は１０軒のうち５軒（大塚遺跡２の第１２１・１２３・１２９・１５３・１５４号住居跡）から墨書１０点（うち

第１５３号住居跡の墨書１点は混入），刻書２点が出土している。材質は須恵器が８点，土師器が３点である。

文字は「高宍公」，「八田□」，「尤」などがみられる。「高宍公」は『公』の文字が敬称を表す文字と理解で
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きるならば，人名の表記であると考えられる。その指し示す人物については，『公』の文字から，ある程度の

身分を推測させるが，人名の呼称については，「多分に私的，身内的な意識と結びついた敬称的表記」２）であ

る可能性もあるため，ここでは人物の特定についてはふれない。「八田□」の字義として，①那賀郡にもその

存在が確認できる氏部や部民としての八田部の可能性，②当遺跡周辺の古代の地名（ 八部 郷）の略字（八）
���

＋田＋□の可能性，③八と田と□の文字間隔が狭いことから合わせ文字の可能性，など様々な解釈が可能で

あろうが，現時点では周辺遺跡での類例を待つより他はない。「尤」は９世紀中葉には見られないが，後葉に

１点確認され，住居跡の分布や「尤」の墨書を持つ住居跡の出土遺物に共通性がみられることから，「尤」を

共通の標識文字とする集団の存在が想定される。

　９世紀中葉は４軒のうち４軒（大塚遺跡２の第１２６・１３９号住居跡と木戸遺跡の第４・５号住居跡）から墨

書６点，刻書１点が出土している。材質は須恵器が５点，土師器が２点である。文字は「志万」，「□金」，

「□子」，「大伴」などがみられる。「志万」は那賀郡志万郷の『志万』と同字であることから，当遺跡が志万

郷と何らかのかかわりを持っていた可能性が指摘できよう。「大伴」は氏姓であると考えられる。「類聚国史」

巻第２８，弘仁１４年（８２３）４月壬子条によると，「改二大伴宿禰一。触レ諱也」とあり，淳和天皇は「大伴」の呼

称を避けて「伴」に改姓させたことが記されていることから，「大伴」の墨書が出土した第５号住居跡は９世

紀中葉でも早い段階に住居が廃絶されたものと考えられ，他の出土遺物との整合性も確認できる。また，大

伴部は「膳大伴部とも呼ばれ，漁撈・製塩・航海に従事した海人集団と似た性格があった。津や入り江・河

口などでの活躍が考えられる。」 ３）ことや綱山遺跡から出土した「矢川部志得」の人物名墨書の「川部」が

「重要な河川におかれ，渡し船による物資輸送に従事した部民」 ４）を示していることから，当遺跡が涸沼前川

と密接に結びついた集落であることを予想させる。

　９世紀後葉は３軒のうち３軒（第１３８・１４２・１４３号住居跡）から墨書２７点，刻書１点が出土している。材質

は須恵器が６点，土師器が２１点，土製品が１点である。文字は「東ヵ」，「子／家／新／新」，「�」，「尤」，「�」，

「�」などがみられる。「子／家／新／新」は土製紡錘車に刻書されている。刻書紡錘車について，黒澤秀雄

氏は県内の刻書紡錘車の集成と検討から「刻書紡錘車の出土している遺跡の出土遺物を検討してみると，施

釉陶器や円面硯，墨書土器，皇朝十二銭，帯金具などの出土が見られ，一般集落ではあまり出土しない遺物

である。遺構の形態とあわせて見てみると，郷長集落や官衙関連集落である可能性が高いように思われる。」

 ５）と指摘している。当遺跡も灰釉陶器，円面硯，墨書土器，帯金具などが出土しており，これまでの桜の郷

遺跡群の検討６）からも上記のような性格を持つことが想定されている。ほかに「�」は９点，「�」は２点

が確認されており，「�」の６点と「�」の２点は第１４２号住居跡からの出土である。第１４２号住居跡からは他

にも８点の文字資料が出土しており，１軒からの出土量としては多い。また，本跡からは油煙付着土器２

点，灰釉陶器の長頸瓶３点のほか，多量の土器が住居廃絶後に投棄されていることも注目される。

　その他，遺構外出土遺物として，第１４２・１４３号住居跡，第３号井戸跡の周辺（Ｃ４・５区）から７点の墨

書土器が出土している。材質は須恵器が１点，土師器が６点である。文字は「十」，「真」，「�」などがみら

れる。この区域からは墨書土器以外にも，円面硯，灰釉陶器，鉄鉢形土器が出土している。この区域は埋没

谷になっており，谷が埋没した後に第１４２・１４３号住居跡，第３号井戸跡に掘り込まれている。また，谷が埋

没した後も最低部はぬかるんだ状態であったと推測される。このような状況から，上記の出土遺物は谷に廃

棄された遺物と考えられる。また，出土遺物の様相からは祭祀や儀礼的な行為が推測されよう。「�」や「�」

は，そういった祭祀や儀礼的な行為に関わる，一種の符号あるいは記号のような用いられ方であった可能性

が考えられるが，祭祀の具体的な内容や行為については今後の類例の増加を待ち検討を加えたい。
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備　　考遺構の時期遺　構方　向部　　位器種材質種　別釈　文遺物番号番号

９世紀前葉ＳＩ－１２１－底部外面／底部外面坏須恵器墨書／ヘラ書き高宍公／□６５９１

９世紀前葉ＳＩ－１２１－底部外面坏須恵器刻書－６６０２

９世紀前葉ＳＩ－１２１－底部外面高台付坏須恵器墨書□６６２３

９世紀前葉ＳＩ－１２１－底部外面／底部外面高台付坏須恵器墨書／ヘラ書き八田□／×６６３４

９世紀前葉ＳＩ－１２３－体部外面坏類土師器墨書□６７４５

９世紀中葉ＳＩ－１２６左横位体部外面坏土師器墨書志万６８８６

９世紀前葉ＳＩ－１２９左横位体部外面坏土師器墨書□□７００７

９世紀前葉ＳＩ－１２９左横位ヵ体部外面坏須恵器墨書□７０３８

９世紀前葉ＳＩ－１２９正位天井部外面蓋須恵器墨書□□７０５９

８世紀後葉ＳＩ－１３２－皿部内面高盤須恵器墨書ヵ□□７２２１０

９世紀後葉ＳＩ－１３８右横位体部外面坏土師器墨書東ヵ７４５１１

９世紀後葉ＳＩ－１３８－体部外面坏土師器墨書□７４６１２

９世紀後葉ＳＩ－１３８左横位体部外面坏土師器墨書□７４７１３

９世紀後葉ＳＩ－１３８右横位ヵ体部外面坏土師器墨書□７４８１４

９世紀後葉ＳＩ－１３８－体部外面坏土師器墨書□７４９１５

９世紀後葉ＳＩ－１３８正位ヵ体部外面坏須恵器墨書□７５２１６

９世紀後葉ＳＩ－１３８正位ヵ体部外面高台付坏須恵器墨書□７５８１７

９世紀後葉ＳＩ－１３８－上面 横面紡錘車土製品刻書子／家／新／新ＤＰ５２１８

９世紀中葉ＳＩ－１３９－体部外面皿土師器墨書□７７１１９

９世紀中葉ＳＩ－１３９－底部外面坏須恵器刻書□７７２２０

９世紀後葉ＳＩ－１４２－体部外面坏土師器墨書□７８８２１

９世紀後葉ＳＩ－１４２－底部外面坏土師器墨書□７９０２２

９世紀後葉ＳＩ－１４２横位ヵ体部外面坏土師器墨書�７９１２３

９世紀後葉ＳＩ－１４２横位ヵ体部外面坏土師器墨書�７９３２４

９世紀後葉ＳＩ－１４２正位体部外面坏土師器墨書�７９４２５

９世紀後葉ＳＩ－１４２逆位体部外面坏土師器墨書�７９５２６

９世紀後葉ＳＩ－１４２－底部外面／底部外面坏須恵器墨書／ヘラ書き□□／�７９６２７

９世紀後葉ＳＩ－１４２左横位体部外面坏須恵器墨書�・□７９９２８

９世紀後葉ＳＩ－１４２正位体部外面坏須恵器墨書�８０２２９

９世紀後葉ＳＩ－１４２正位体部外面高台付坏土師器墨書�８０９３０

９世紀後葉ＳＩ－１４２－体部外面高台付坏土師器墨書□８１０３１

９世紀後葉ＳＩ－１４２－底部外面高台付坏土師器墨書□８１２３２

９世紀後葉ＳＩ－１４２－体部外面皿土師器墨書□８１７３３

９世紀後葉ＳＩ－１４２逆位体部外面高台付皿土師器墨書�８１８３４

９世紀後葉ＳＩ－１４２－天井部外面蓋須恵器墨書□８１９３５

９世紀後葉ＳＩ－１４２－体部外面坏土師器墨書□－３６

９世紀後葉ＳＩ－１４３正位体部外面坏土師器墨書�８３３３７

９世紀後葉ＳＩ－１４３右横位底部外面坏土師器墨書尤８３４３８

９世紀後葉ＳＩ－１４３正位体部外面坏土師器墨書□８３６３９

９世紀後葉ＳＩ－１４３－体部外面椀土師器墨書□８３８４０

９世紀前葉ＳＩ－１５３左横位底部外面坏土師器墨書尤８７６４１

９世紀前葉ＳＩ－１５４右横位体部外面坏土師器墨書□８８２４２

９世紀前葉ＳＩ－１５４－底部外面高台付坏須恵器墨書尤８９６４３

９世紀前葉ＳＩ－１５４－体部外面坏須恵器刻書□－４４

９世紀後葉ＳＢ－６２－底部外面坏須恵器墨書小□９０９４５

－Ｃ５区－体部外面坏土師器墨書□９２６４６

－Ｃ５区正位体部外面坏土師器墨書�９２７４７

－Ｃ５区正位体部外面坏須恵器墨書�９２８４８

－Ｃ５区正位／－体部外面／底部外面高台付坏土師器墨書／墨書�□�／十９２９４９

－Ｃ５区－底部外面高台付皿土師器墨書真９３０５０

－Ｃ５区－底部外面高台付坏土師器墨書十ヵ９３１５１

－Ｃ４区－底部外面高台付坏土師器墨書十９３２５２

表１５　大塚遺跡出土文字資料一覧表

表１６　木戸遺跡出土文字資料一覧表

備　　考遺構の時期遺　構方　向部　　位器種材質種　別釈　文遺物番号番号

９世紀中葉ＳＩ－４－体部外面坏須恵器墨書□１２１

９世紀中葉ＳＩ－４－底部外面／底部外面坏須恵器墨書／ヘラ書き□金／－１４２

９世紀中葉ＳＩ－５正位体部外面坏須恵器墨書□子２２３

内外面油煙付着９世紀中葉ＳＩ－５－底部外面／底部外面坏須恵器墨書／ヘラ書き大伴／－２６４



－　　－199

　以上，各時期の様相を述べてきた。８世紀後葉から確認された墨書土器は９世紀に入り，当遺跡の最盛期

を迎える前葉に増加し，中葉には遺構数の減少とともに，墨書土器にも減少が見られた。後葉には，確認さ

れた住居跡３軒に対して２７点もの墨書土器が出土していることは，出土量，墨書の内容とも特筆すべきであ

る。　また，文字資料の数は時期によって多少の増減はあるものの，概ね集落の盛衰と合致している。このこ

とは，桜の郷遺跡群を通してみた場合にもあてはまり，時期別の遺構数（住居跡と掘立柱建物跡）と墨書土

器の出土点数の増減がほぼ一致することが確認できた。各遺跡が限定された調査範囲であるため，全体の状

況を示しているとは言い難いが，現段階の状況では，墨書土器の出土数と遺構数との関係は，桜の郷遺跡群

の中で同じ文字が複数見られる文字ともあわせて検討してみると，大塚遺跡１と宮後遺跡，大塚遺跡２・木

戸遺跡と綱山遺跡，石原遺跡に大きく分けて考えることができよう。つまり，９世紀代における桜の郷遺跡

群の中心的な役割を持った遺跡，それに付随する遺跡，それを取り巻く一般的な集落の様相を示している遺

跡，と捉えることも可能ではないだろうか。

　当遺跡において確認された文字資料は，人名と考えられる高宍公，大伴のほかに，「�」や「�」のような

集落内における祭祀や儀礼行為に際して，一種の符号あるいは記号のような用いられ方が推測できるもの，

あるいはその意味を解することができない語句が大部分で，文字資料からは当遺跡の性格を直接示唆するよ

うな文字・語句は見ることができなかった。今回，紙数の都合上，桜の郷遺跡群全体を通しての墨書土器の

在り方にまで触れることができなかったが，遺跡間に共通して見られる文字，さらに遺跡内でも分布が限定

される文字なども確認できることから，桜の郷遺跡群全体を通して詳細な検討が必要である。

３　施釉陶器について

　桜の郷遺跡群からは灰釉陶器１３１点，緑釉陶器１点が確認されている。各遺跡の施釉陶器の出土数は以下

の通りである。

　・大塚遺跡２　灰釉陶器４４点　　　　　　　　　　・木戸遺跡　灰釉陶器１点　

　・大塚遺跡１　灰釉陶器１１点　　　　　　　　　　・宮後遺跡　灰釉陶器５６点　緑釉陶器１点

　・綱山遺跡　　灰釉陶器１７点　　　　　　　　　　・石原遺跡　灰釉陶器２点

　大塚遺跡２・木戸遺跡から出土した灰釉陶器の産地は猿投産が５０．８％で，他は産地が特定できなかったも

のである。窯が特定できたのは，折戸１０号窯式が１点，井ヶ谷７８号窯式が２点，黒笹１４号窯式が１２点，黒笹

１４～９０号窯式が４点，黒笹９０号窯式が１点である。器種構成は，長頸瓶が３２％，碗が１６％，皿が５％，以下

段皿・短頸壺・手付き瓶が各２％と続く。

　以上，大塚遺跡２・木戸遺跡における灰釉陶器の産地や器種構成の在り方は，黒笹１４号窯式の出土量が黒

笹９０号窯式に比べて多い状況を除けば，概ね県内の出土状況７）と同様である。黒笹１４号窯式の出土量が多い

ことは，桜の郷遺跡群の中でも豊富な灰釉陶器が出土している宮後遺跡においても黒笹１４号窯式期が２１点，

黒笹１４～９０号窯式期が６点，黒笹９０号窯式期が１７点と，黒笹１４号窯式期の出土量が多くみられる状況から，

桜の郷遺跡群全体の特徴として捉えることが可能であるかもしれない。

　大塚遺跡２から出土した灰釉陶器の分布は，全時期を通して中央部に集中していることがいえる。出土点

数は，８世紀代には３軒から３点（うち第１４８号住居跡からは２点出土しているが，同一個体であるため，１

点とした）が出土しており，いずれも住居跡１軒につき灰釉陶器１点の出土であるが，９世紀代には住居跡

１軒につき灰釉陶器２点以上が出土するものが多くなることが確認できた。

　大塚遺跡２・木戸遺跡を含む桜の郷遺跡群が施釉陶器を入手できた背景には，灰釉陶器を獲得できるだけ
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の経済力があったことのほかに灰釉陶器が搬入されやすい立地条件の優位性があげられよう。灰釉陶器の流

通についてはすでに河川港と想定される平津駅家，茨城郡嶋田郷の奥谷遺跡から，各遺跡への拡散８）が想定

されており，桜の郷遺跡群はこのルートを結んだ延長線上にあることから，当遺跡が流通の結節点としての

機能を持つ遺跡であったことも十分に考えられよう。

４　硯について

　桜の郷遺跡群からは円面硯４７点，転用硯１３点が出土しており，そのうち大塚遺跡２からは円面硯９点，転

用硯３点が出土している。桜の郷遺跡群から出土した円面硯と転用硯の時期別出土数は表１７の通りである。

大塚遺跡１と石原遺跡では転用硯が円面硯に先行して使用され，大塚遺跡２と綱山遺跡では円面硯と転用硯

が同じ時期から使用されている。宮後遺跡では８世紀前葉に円面硯が３点出土しており，８世紀中葉には確

認できないが，円面硯の点数だけでも以後，２～６点の点数を保有している。そして，９世紀後葉に転用硯

が１点出土していることなど，桜の郷遺跡群のほかの遺跡とは異なる様相を見せている。

　全体的にみると，８世紀後葉に円面硯と転用硯が１４点出土していることから，８世紀後葉に硯を大量に必

要とする理由があったことがあげられる。以後は時期が下るごとに出土点数は減少していくが，増減の幅は

小さく比較的安定的である。墨書土器との関係では，墨書土器の出土が増え始める８世紀後葉に硯の点数が

飛躍的に増加すること，墨書土器の最盛期が９世紀中葉から後葉に最盛期を迎えることに対し，硯は逆に出

土点数が減少していることなどがあげられるが，硯の量と墨書土器の量は比例関係であるとは言い難く，墨

書土器と硯の関連性は明らかにすることはできなかった。

　硯の出土点数と出土遺構数の比較では，転用硯は１遺構につき複数個の出土は確認できなかったのに対

し，円面硯は宮後遺跡や大塚遺跡２，綱山遺跡でみられるように１遺構から複数個出土する場合も多いことが

確認できた。転用硯は円面硯の機能面を抽出したもので，より実用的であるため，比較的硯の資料が多く出

土している島名熊の山遺跡や辰海道遺跡などでは円面硯より転用硯の出土量が多く確認されている。しか

し，円面硯が転用硯の３倍近く出土している桜の郷遺跡群では，単に本来の機能を求めることより，保有し

ていることの優位性を誇示できる奢侈品としての側面も十分に考えられるだろう。

５　集落の推移について

　ここでは，大塚遺跡１及び２・木戸遺跡・石原遺跡・綱山遺跡・宮後遺跡の６つの遺跡で確認された６１７

軒の住居跡について，居住域の推移を住居跡の分布と住居跡数からまとめ，今回調査した大塚遺跡２及び木

戸遺跡の様相と比較検討してみたい。なお，比定される時期幅が広すぎる住居跡や時期不明の住居跡につい

ては割愛した。

　全住居跡の１８％にあたる１１２軒が縄文時代の住居跡である。縄文時代の前期前葉の住居跡は宮後遺跡で１

軒確認されているのみであり，時期が比定されたほとんどの住居跡は中期である。住居軒数のピークが中期

にあることは，茨城町の縄文時代遺跡数の推移に比例している９）。確認された住居跡は，宮後遺跡の中央部

から北部にかけて集中している。他の遺跡では大塚遺跡１から１軒が確認されている以外，縄文時代の住居

跡は確認されていない。宮後遺跡では「墓域を中心とした環状集落が形成」 １０）されていたと考えられ，中期

には台地北部の小橋川を東に望む縁辺部に，比較的大きな集落が形成されていた可能性がある。また，縄文

時代の陥し穴と推測される土坑が大塚遺跡１・綱山遺跡で確認されている。大塚遺跡２でも陥し穴が２基確

認されており，住居跡と陥し穴の分布を考え合わせると，台地の北部が居住域，台地の中央部から南部は狩
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猟の場であった可能性が推測される。

　全住居跡の６％にあたる３６軒が弥生時代の住居跡で，すべて後期後半の十王台式期に比定されている。縄

文時代と比べて住居の数が減少し，台地の中央部から南東部にかけて構築されていることが分かる。ほぼ半

数にあたる１７軒が確認されている石原遺跡では，「中央部に広場を持つ４，５軒の小グループに分けられ 

る」 １１）としている。大塚遺跡１で確認された１５軒の住居跡についても，「第６９～７４号住居跡等で構成される集

落」 １２）とあることから，いくつかのグループに分けられる可能性が考えられる。これらのことから，「桜の郷

遺跡群」においては，弥生時代後期後半は，数軒の住居が比較的まとまりをもって集落を形成１３）していたと

推測されている。ただし，グループを構成する住居跡や，グループが確立されていた時期などについては更

なる検討が必要である。この時期の住居跡は，大塚遺跡２から１軒，木戸遺跡から２軒が確認されている。

住居跡が少ないため明確ではないが，数軒でグループを構成していた可能性は否定できない。

　弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭までの，弥生土器と土師器が共伴する時期に比定された住居跡を

含め，古墳時代前期に該当する住居跡は全住居跡の２２％にあたる１３３軒である。住居跡の分布は，綱山遺跡に

集中しており，宮後遺跡東部，石原遺跡東部及び大塚遺跡１の南部にもまとまって確認されている。集落の

単位や構成については不明であるが，台地縁辺部の小橋川を東に望む場所に，大規模な集落が形成されたと

推測される。弥生時代後期後半の住居跡の分布と比較すると，弥生時代に集落が形成されなかった空白の場

所に，この時期の住居が多く確認されている。これは，弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけて住居を

構築あるいは集落を形成した時には，まだ弥生時代の住居や集落は機能しており，あえて集落や住居のない

場所が選ばれたことが推測される。このことから，台地上では弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけ

て，集落が継続して形成されていた可能性が考えられる。大塚遺跡２では南部に集中して住居跡が分布して

いる。弥生時代後期後半から古墳時代前期の住居跡同士の重複関係は認められないこと，出土した土器の種

別の比率に違いが認められても，同一の円弧上に住居が配置されていることなどから，「桜の郷遺跡群」の

他の遺跡と同様に，弥生時代後期後半の住居のないところに新しく住居が構築され，弥生時代から古墳時代

前期まで継続して集落が形成されていたと考えられる。

　古墳時代中期の住居跡は６軒，後期の住居跡は１７軒であり，古墳時代前期に比べ住居数がかなり少なくな

る。まとまって確認されているのは，石原遺跡で中期の４軒，綱山遺跡で後期の１３軒である。この時期は，

台地の縁辺部を中心に小単位の集落が形成されていたと推測される。大塚遺跡２では，中期と後期の住居跡

がそれぞれ１軒ずつ確認されているのみであり，「桜の郷遺跡群」の他の遺跡と同様の傾向がみられる。小集

表１７　「桜の郷遺跡群」における円面硯・転用硯の出土数・出土遺構数
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落が形成されていたかについては不明である。

　８世紀になると住居数は増加し，全住居跡の２３％にあたる１３９軒が確認されている。そのうち，８世紀前

葉に比定される住居跡は２９軒である。綱山遺跡・大塚遺跡１・宮後遺跡では，数軒のまとまりが一つの単位

を成すようにして分布している。８世紀中葉になると，住居数はやや減少し２０軒になる。そのほとんどが，

宮後遺跡西部から大塚遺跡１にかけて南北方向に帯状に分布している。この分布状況から，道路や溝などに

沿うように住居が構築された可能性が考えられる。８世紀後葉の住居跡は３３軒で，綱山遺跡南西部に集まっ

ている。大塚遺跡２でも，調査区の北部から８世紀後葉の住居跡が６軒まとまって確認されている。この時

期には，台地の縁辺部に拠点的な集落が形成されたと考えられる。石原遺跡では，前半の住居跡２６軒が遺跡

全域から，後半の住居跡８軒が遺跡西部からそれぞれ確認されており，８世紀前半には，大規模な集落が営ま

れていたと考えられる。これらのことから，「桜の郷遺跡群」の８世紀の集落の推移について，前葉～中葉

には台地南東部の大規模な集落を中心とし，そこから北部にかけて小規模な集落が，特に中葉には中央部か

ら北部にかけて帯状に集落が形成されたと考えられる。その後，後葉にかけては，台地の中央部から南部の

縁辺部に拠点的な集落が形成されたと推測される。大塚遺跡２に前葉から中葉にかけての住居跡が少ないの

は，この頃の台地上では，中央部から北部にかけて集落が形成されていたためと考えられる。

　９世紀には住居跡数が最大になり，全住居跡の２６％にあたる１６０軒が９世紀に比定されている。そのうち，

９世紀前葉の住居跡は５５軒で，台地上の全域から確認されている。９世紀中葉は５４軒である。前葉の頃と比

較すると，台地の中央部から北部にかけて多く分布するようになる。住居跡は，前葉，中葉ともに４～５軒

程が一つの単位を成すように集まっている。９世紀後葉は２１軒で，半減している。住居跡数の推移から，９

世紀前葉から中葉にかけては４～５軒程の小集落が集まって，台地の全域に広がるように大規模な集落が形

成されたが，後葉になると徐々に衰退していったことがうかがえる。９世紀代の大塚遺跡２でも同様の傾向

があり，住居跡は９世紀前葉が最も多く，中葉と後葉は少ない。木戸遺跡では，９世紀代の住居跡が３軒と

少ないものの，数軒で構成される小集落が形成されていたことが推測される。

　また，９世紀の住居跡の分布と掘立柱建物跡の集中している場所を比較すると，掘立柱建物跡の近くに住

居跡が集中している傾向がみられる。この理由として，「竪穴住居跡１に対して数棟の掘立柱建物跡（屋）

の組み合わせ」 １４）と考えられ，住居跡と掘立柱建物跡との密接な関連が想定される。９世紀代の「桜の郷遺

跡群」の集落は，掘立柱建物と住居の組み合わせによって形成されていた可能性が高い。大塚遺跡２の北部

でも，住居跡と掘建柱建物跡が同じ場所に集中している。

　１０世紀の住居跡は，５軒確認されており，前葉から前半に比定されている。石原遺跡で３軒がまとまってい

表１８　「桜の郷遺跡群」の住居跡数の推移
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る以外は，台地の北部にあたる大塚遺跡１の西部と宮後遺跡南西部にそれぞれ１軒ずつ点在している。１０世

紀後半以降の住居跡は，これまでの調査では確認されていない。大塚遺跡２と木戸遺跡でも，１０世紀以降の

住居跡は確認されていない。９世紀後葉から始まる集落の衰退が進んでいったと考えられる。

　以上，「桜の郷遺跡群」としての各時代や時期の集落の推移について述べてきたが，あくまでも住居の分

布状況からの検討であり，今後，個々の住居跡の規模や形状などについても考え合わせていくことにより，

集落の形態・様相についてさらに明確になると考える。

６　おわりに

　涸沼前川とその支流である小橋川に挟まれた台地上にある大塚遺跡１・石原遺跡・綱山遺跡・宮後遺跡の

４遺跡は，これまでの調査結果から互いに深い関連が認められ，「桜の郷遺跡群」と呼称することが可能な

遺跡密集地帯１５）を構成している。

　大塚遺跡２及び木戸遺跡の出土遺物や住居跡の分布状況から若干の考察を進めた結果，先の４遺跡と深い

関わりを持っていることは明らかであり，「桜の郷遺跡群」を構成する遺跡であると言える。今回は，文字

資料や住居跡の分布といった視点での考察であり，今後，様々な視点からの考察を加えることにより，大塚

遺跡２・木戸遺跡のみでなく，「桜の郷遺跡群」全体の様相も明らかになると考える。
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５）黒澤秀雄「水戸市二の沢Ｂ遺跡（古墳群）出土刻書紡錘車について」『婆良岐考古』２５号　２００３年５月

６）Ａ　長谷川聡・田中幸夫・小野克敏「大塚遺跡１　やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅴ」『茨城県

教育財団文化財調査報告』第２４２集　２００５年３月

Ｂ　村上和彦「やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅰ　石原遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』

第１６３集　２０００年３月

Ｃ　茨城県立歴史館『よみがえる古代の茨城』　２００３年７月

Ｄ　川又清明「宮後遺跡」『古代地方官衙周辺における集落の様相―常陸国河内郡を中心として―』　茨城県考古学協会　２００５年２

月

７）奈良・平安時代研究班「茨城県内における施釉陶器の検討（１）～（５）」『研究ノート４号～８号』　茨城県教育財団　１９９５年６

月～１９９９年６月

８）前掲　註７）に同じ

９）前掲　註４）に同じ

１０）和田清典・吹野富美夫・浅野和久・荒蒔克一郎・駒澤悦郎「宮後遺跡２　やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調

査調査報告書Ⅲ」『茨城県教育財団文化財調査報告』第２４０集　２００５年３月

１１）前掲　註６）Ｂに同じ

１２）前掲　註６）Ａに同じ

１３）田中幸夫・荒蒔克一郎「やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅵ　綱山遺跡」『茨城県教育財団文化財

報告』第２４３集　２００５年３月

１４）前掲　註６）Ａに同じ

１５）前掲　註６）Ａに同じ
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・奈良・平安時代研究班「茨城県域における文字資料集成１～３」『研究ノート』９～１１号　茨城県教育財団　２０００～２００２年６月

・川井正一・白田正子・青木仁昌「茨城県域における文字資料集成４」『研究ノート』１２号　茨城県教育財団　２００３年６月

・川井正一・青木仁昌「茨城県域における文字資料集成５・６」『年報』２３・２４　茨城県教育財団　２００４年１０月・２００５年８月



写 真 図 版

大 塚 遺 跡

木 戸 遺 跡

第６０号掘立柱建物跡　完掘状況

大塚遺跡北部　完掘状況



大塚遺跡　PL１

第 １１０ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １１１ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １１１ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL２

第 １１２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １１３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １１３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL３

第 １１３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １１３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １１３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL４

第 １１４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １１４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １１４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL５

第 １１９ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １１９ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １１９ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL６

第 １２１ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １２１ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １２６ 号 住 居 跡

竈遺物出土状況



大塚遺跡　PL７

第 １２７ 号 住 居 跡

竈遺物出土状況

第 １２９ ・ １３０ 号住居跡

完 掘 状 況

第 １３１ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



大塚遺跡　PL８

第 １３２ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １３２ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １３２ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL９

第 １４２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １４２ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １４３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL１０

第 １５３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第１５４・１４０号住居跡

完 掘 状 況

第 １５４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL１１

第 １５４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １５４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １５４ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



大塚遺跡　PL１２

第５６号掘立柱建物跡　完掘状況第５５号掘立柱建物跡　完掘状況

第２００号土坑　完掘状況 第２０６号土坑　完掘状況

第１４号陥し穴　完掘状況 第２号井戸跡　完掘状況

第５８号掘立柱建物跡　完掘状況第５７号掘立柱建物跡　完掘状況



大塚遺跡　PL１３

第１１１・１１３・１１４号住居跡出土土器

SⅠ１１３－６２２

SⅠ１１４－６２７

SⅠ１１３－６１５

SⅠ１１３－６１６SⅠ１１１－６０９

SⅠ１１３－６２３

SⅠ１１１－６０８



大塚遺跡　PL１４

SⅠ１１９－６４６

SⅠ１１３－６１９

SⅠ１１３－６２０

SⅠ１１４－６２５

SⅠ１１４－６２６

SⅠ１５０－６５２

第１１０・１１３・１１４・１１９・１５０号住居跡出土土器

SⅠ１１０－６０５

SⅠ１５０－６５５



大塚遺跡　PL１５

SⅠ１２１－６５６

SⅠ１３８－７４４

SⅠ１２３－６７８

SⅠ１２１－６５７

SⅠ１２３－６７６

第１２１・１２３・１２４・１２６・１３８・１４２号住居跡，第３号井戸跡出土土器

SⅠ１２６－６８８

SE ３－９１０

SⅠ１４２－８０９

SⅠ１２１－６５８

SⅠ１２４－６８５



大塚遺跡　PL１６

SⅠ１２６－６８９

SⅠ１４２－７９７

SⅠ１４４－８４６

SⅠ１４７－８６０

SⅠ１５１－８７１

第１２６・１３２・１４２～１４４・１４７・１５１号住居跡出土土器

SⅠ１３２－７１９

SⅠ１４３－８３７

SⅠ１４７－８５９

SⅠ１４７－８６１

SⅠ１５１－８７２



SⅠ１２１－６６７

SⅠ１４１－７８６

SⅠ１３１－７１４

SⅠ１２１－６６１

SⅠ１４０－７８０

第１２１・１２７・１３１・１３２・１４０・１４１・１４５・１４７・１５４号住居跡出土土器

SⅠ１３２－７２１

SⅠ１５４－８９９

SⅠ１４５－８５４

SⅠ１２７－６９３

SⅠ１４７－８６２

大塚遺跡　PL１７



大塚遺跡　PL１８

SⅠ１５４－８８７

SⅠ１５４－９０６

第１３８・１４２・１４５・１４７・１５４号住居跡，遺構外出土土器

SⅠ１４７－８６３

SⅠ１４２－８２３

SⅠ１５４－８８６

SⅠ１５４－９０５ 遺構外－９３６

SⅠ１４５－８５５SⅠ１３８－７６８



第１２１・１２６・１３８・１４２・１４３・１５３号住居跡，第６２号掘立柱建物跡，遺構外出土墨書土器

大塚遺跡　PL１９

SSⅠⅠ１１２６２６－－６８８「志万」６８８「志万」 SSⅠⅠ１１３８３８－－７４５「東」７４５「東」ヵヵ

SⅠ１４２－７９１「�」 SⅠ１４２－７９３「�」 SⅠ１４２－８０２「�」

SSⅠⅠ１１４２４２－－８１８「８１８「�」」 SⅠ１４３－８３６「□」 SSⅠⅠ１１５３５３－－８７６「尤」８７６「尤」

SB ６２－９０９「小□」 遺構外遺構外－－９２９「９２９「 �」」 遺構外遺構外－－９３０「真」９３０「真」

SSⅠⅠ１１２１２１－－６５９「高宍公」６５９「高宍公」



大塚遺跡　PL２０

出土土製品（紡錘車，球状土錘），石器（磨石，敲石，砥石）

SⅠ１１８－DP４８
SⅠ１１７－DP４７

SⅠ１１４－DP４６

SⅠ１３８－DP５２ 刻書「子」刻書「子」 刻書「新」刻書「新」 刻書「家」刻書「家」

遺構外－Q１１６ SⅠ１２１－Q９７

SⅠ１３０－Q１０１ SK １９０－Q１０８

SⅠ１１７－Q９２

SK １９０－Q１０８

SⅠ１３０－Q１００

SⅠ１２３－DP４９



大塚遺跡　PL２１

出土石製品（鉈尾），金属製品（刀子，鏃，鎌，釘，鉈尾，丸鞆，不明鉄製品）

SⅠ１４３－Q１０５

SⅠ１５４－M８７

SⅠ１５３－M８０

SⅠ１３４－M６２

SⅠ１５４－M８２

SⅠ１３８－M６５

SⅠ１５４－M８１

SⅠ１３２－M５９

SⅠ１４４－M７２

SⅠ１５４－M８３

SⅠ１２３－M５０

遺構外－M９０
SⅠ１５３－M７９

SⅠ１２４－M５１

SⅠ１３９－M６６

SⅠ１２４－M５２



木戸遺跡　PL２２

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



木戸遺跡　PL２３

第 ５ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ５ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ５ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



木戸遺跡　PL２４

第 ５ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ５ 号 住 居 跡

竈遺物出土状況

第 １ 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況



木戸遺跡　PL２５

SⅠ２－４

SⅠ２－２

SⅠ２－３

SⅠ５－３３ SⅠ５－３２

SⅠ５－３１

SⅠ５－３０

第２・５号住居跡出土土器



木戸遺跡　PL２６

SⅠ３－５

SⅠ５－１８

SⅠ５－２０

SⅠ５－２２

SⅠ５－２７

第３・４・５号住居跡出土土器

SⅠ４－１１

SⅠ５－１９

SⅠ５－２１

SⅠ５－２３

SⅠ３－７



木戸遺跡　PL２７

第４・５号住居跡出土土器，土製品（紡錘車，球状土錘），石器（砥石），金属製品（刀子，鎌，鉄斧，紡錘車）

SⅠ５－DP２ SⅠ５－DP３

遺構外－DP５SⅠ５－DP４

SⅠ５－Q４ SⅠ３－Q２ SⅠ５－Q３

SSⅠⅠ５５－－２６「大伴」２６「大伴」 SSⅠⅠ４４－－１４「□金」１４「□金」 SSⅠⅠ５５－－２２「□子」２２「□子」

SⅠ５－M４

SⅠ５－M２SⅠ５－M１

SⅠ５－M３
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